
2007年と2010年と追跡した乳児院・児童養護施設児童の作文集

［2007年の作文］
『美咲ちゃんと共に歩んで』
美咲ちゃん・１才１ヶ月
美咲ちゃんが乳児院に来たのは、生後36日目のことです。未婚の母親が、妊娠中にも限らず、合法ドラックを服用し、また、「死ね。」とお腹を叩いたりと、『胎児虐待』の言動が見られたため、精神科医が親子分離が必要であると判断し、児童相談所に相談があったことがきっかけでした。父親は、美咲ちゃんを認知しましたが、当面入籍する気持ちはないとのことだったため、母親の心理的安定を図ると共に、親になるための育児支援によって将来、家庭引取りを目指すことになり、入所となりました。

職員　　山本　さやか

＊美咲ちゃんとの出会い―乳児グループにて―

美咲ちゃんが入所してきたのは、生後1ヶ月の頃です。入院していた病院から直接乳児院にやってきました。ミルクをよく飲み、よく眠る赤ちゃんでした。窓から差し込む日の光の中で、いつの間にか眠っていることもよくありました。夜眠る際に時々ぐずることがあるものの、たいへん穏やかな赤ちゃんでしたが、一方で看護師や保育士から、「視線が合いにくい」「背筋や体が硬く、抱きにくい」と言われることもありました。

生後4ヶ月頃から、だんだんと視線が合うようになり、声かけやふれあい遊びにもよく反応するようになりました。それ以前にも、車のおもちゃをはじめとした、色々な遊び道具を使いながら一人遊びができるようになりました。そして、美咲ちゃん自身の移動も速くなったように感じ、私が美咲ちゃんがとても大きく感じられた一面でした。時には、かわいらしい笑顔を見せてくれるようになり、この笑顔に職員はいつも癒されていました。美咲ちゃんの両親は、精神的な不安定さを抱え、落ち込むことがありがちでしたが、調子のよいときにはがんばって短時間でも美咲ちゃんに会いに来て、寸暇を惜しむように抱っこしたり、話しかけたり、見つめたりしています。美咲ちゃんも柔らかな笑顔で両親に応え、親子3人でほほ笑みあう時間は、両親に喜びや自信、励みをもたらしたことと思います。

生後5ヶ月頃には寝返りも上手になり、おもちゃをしっかり握るようになりました。「いないいないばぁー」が大好きで、歌遊びにもよく笑います。時々、保育士や母親と歌遊びやふれあい遊びをしては互いにケラケラと笑いあっている姿が印象的です。

＊美咲ちゃんと両親を見守って―ハイハイグループに入って―

生後7ヶ月頃、乳児グループからハイハイグループに移動しました。ハイハイグループには、ハイハイやつたい歩きで移動する1歳過ぎまでのお友達がいます。この頃の美咲ちゃんは、お座りはできるものの、ふとした瞬間に後ろに倒れてしまうという状態で、まだ自分の力では移動できませんが、お友達の様子をじっと見つめては、うつ伏せで手足をパタパタと動かしています。しかし、少しずつ日が経つにつれて、廊下の壁を上手に使って、つたい歩きが出来るようになり始めました。

生後8ヶ月頃、お座りにもすっかり慣れ、腹ばいで少しずつ後ろに下がったり、おなかを中心に回転したりするようになりました。後ろから名前を呼ばれてキョロキョロしたり、手に持ったおもちゃをブンブン振り回したりと、動きも活発になってきました。

また、この頃から両親との面会をする機会が多くなり、授乳や沐浴オムツ変えなどの練習や体験を重ねるようになりました。その後、少しずつではありますが、両親とおうちへ帰って過ごす機会も増えました。両親の体調の良い時には、外出・外泊も出来るようになってきている。まだまだ、不安を抱えながらではありますが、両親は美咲ちゃんとの生活をがんばっており、また楽しんでいる様子が電話やＦＡＸから伝わってきます。

ある時に、「うつ伏せで少し前に進めるようになりました。」とお母さんは大喜びで報告してくれました。園の職員はもちろん、地域の保健師さんや民生委員さんも陰ながら見守ってくれています。おうちに帰ってしばらくした時に、園の家庭支援専門員と担当保育士が家庭訪問すると、美咲ちゃんは、人見知りして泣きそうな顔になってしまいました。顔を伏せて、泣くのをぐっとこらえている姿が印象に残ります。

生後9ヶ月頃、お座りにもだいぶ慣れ、ずり這いもできるようになりました。両手に持ったおもちゃをカチカチと打ち鳴らして見せたり、手にしていたお気に入りのミニカーをお友達に横取りされて泣き出したりと、すっかりハイハイグループにも慣れた様子です。水遊びが大好きで、水しぶきが顔にかかってもへっちゃら、水面をパシャパシャたたいてはキャーキャー叫んで大喜びです。

これまでは離乳食を1日2回食べていましたが、この頃から食事は朝昼晩の3回食になりました。具材も大きめになり、顔をしかめながら食べることが多く、硬いものや舌触りの悪いもの、慣れない味付けのものは口から出すこともよくありました。

生後10ヶ月頃、ずり這いが日ごとにスピードアップしてゆき、少しの段差なんてへっちゃらでどんどん進んでゆきます。職員の体によじ登るようにしてつかまり立ちもできるようになりました。かごの中のおもちゃを出したり入れたり、音の出るおもちゃのボタンをいじってはメロディを楽しんだりとよく遊べるようになりました。「おっおっ」と言いながらずり這いしたり、「こえっこえっ」と言いながらおもちゃをいじったりと、いろんな声を出せます。

しかし、この頃から、自分の思うようにならないとギャーと大声で泣いたり、ぐずぐずしたりすることも多くなってきました。おうちへ帰っても、両親が疲労や体調不良を訴えてすぐに乳児院に戻ってくるようになりました。それでも両親は調子がよいとがんばって美咲ちゃんを迎えに来てはおうちへつれて帰っており、美咲ちゃんは自宅と園を行き来する日が続きます。

＊大きく成長する美咲ちゃん―ハイハイグループでの姿―

お誕生から12ヶ月経ち、美咲ちゃんは1歳の誕生日を迎えました。ずり這いではなく、お尻をあげ、ひざをついて、ハイハイも上手にできるようになりました。園の階段や歩道橋の階段をどんどん登っていく背中が、とっても頼もしく見えます。ままごとでは、職員が「美咲ちゃん、ごちそうちょうだいな」と言ってあーんと口を開けると、ニコッとしてケーキを口に入れるマネをしてくれます。物陰に隠れてはひょこっと顔を出しては、「ばあっ」と言っています。職員が、「あぁ、びっくりしたぁ」と驚くと“ニヤ～”と笑って何度も繰り返します。「待て待てぇ～」と追いかけられると、慌ててハイハイで逃げ出し、チラチラと後ろを振り返っては「キャー」と言いながら猛スピードでハイハイしていきます。捕まるとゲラゲラと大声で笑っており、隣の部屋のお友達が何事かと見に来るほどです。

ハイハイグループに入ったばかりの頃には、想像もつかなかった姿に職員も毎日の成長を感じる日々です。

この頃は、夕方に父親が迎えに来ておうちで両親と夜を過ごし、朝、乳児院に戻ってくるという生活が続きました。父親が迎えに来ると、にこっとして笑顔で父親に抱かれていきます。

1歳1ヶ月、手押し車が大好きで、押しながら室内を歩き回るようになりました。車に乗って廊下を行ったり来たりしたあとは、職員に助けを求めることなく自分で車から降りることができます。つたい歩きも盛んです。そうっと壁から手を離し、ひとりで立っている姿を見せてくれることもあります。「やった、すごい」とほめられて見せた笑顔が少し得意げです。

少し月齢が上の純ちゃんが柵につかまって屈伸している様子をジーっと見ていた美咲ちゃん、同じようにやってみようと隣に並んでつかまり立ちし、そうっと腰を下ろしてみますが“ドシン”としりもちをついてしまいました。

他にも、お友達と同じように積み木を並べてみたりと、お友達の真似をする姿が多く見られるようになりました。一方で、お友達の持っているおもちゃがとっても魅力的に見え、取り合いになってけんかする姿もあります。ハイハイグループを卒業し、2歳過ぎのお友達がいる、歩行グループへ移動する日も近そうです。

この頃、両親は体調不良を訴え、美咲ちゃんがおうちへ帰る日は少なくなってきました。面会だけの日もあり、別れ際は泣いて両親にしがみつきなかなか離れないこともあります。泣きながら両親に手を伸ばす純ちゃんを抱っこして、両親を見送るときは、こちらも辛く悲しくて涙が出そうです。

それでも、美咲ちゃんがこんなにも両親を求めるのは、両親が自分たちの体調不良や精神的な不安定さと戦いながらも美咲ちゃんの子育てをがんばり、例え短い時間でも、一緒に過ごす一瞬一瞬を大切に過ごしてきた証拠だと思います。美咲ちゃんが生まれてから今まで、両親に一度も人見知りをしなかったというのは、とてもすごいことです。両親の努力の結果と言えますし、なによりも、両親ががんばってきたことは、美咲ちゃんが一番よく知っていると思います。私も、美咲ちゃんの成長とご両親のがんばりから励まされたこと、教わったことがたくさんあります。
＊美咲ちゃんのこれから―園を卒業した後―

美咲ちゃんも、2歳になるころには乳児院を卒業しなければなりません。乳児院を出たあと、美咲ちゃんは、どうするのでしょうか。

一つ目は、おうちへ帰って、両親と生活することが考えられます。保育園に通えば、両親も少し楽になるかもしれません。しかし、両親の生活のリズムが不規則なため、夜中に突然預かってほしい、ということもあります。乳児院では24 時間職員が赤ちゃんのお世話をしているので、夜中に電話があっても、美咲ちゃんがおうちから乳児院に戻ってくることができます。しかし、保育園ではそういうわけにはいきません。両親が、朝、美咲ちゃんを保育園へ送って、夕方迎えに行く、という生活を毎日ずっと続けられるかという点でも、不安な部分があります。

二つ目は、児童養護施設に入所し、乳児院にいたときと似たような状況で家庭と施設の生活をしていくことが考えられます。乳児院では、両親の体調に合わせておうちに帰ったり乳児院に戻ったりできましたが、美咲ちゃんが大きくなって幼稚園や学校へ通うようになると、おうちへ帰ることができる時間や曜日も限られてきます。

どちらの方法を取るにしても美咲ちゃんの成長と共に、両親も少しずつ親として成長していかなければなりませんし、わたしたち施設の職員はそれを支援していかなければなりません。

これからも、美咲ちゃんとご両親の明るい未来のために、美咲ちゃん一家に寄り添って、共に未来を考え、今を生きるお手伝いをしていきたいと思います。

［3年後2010年の作文］
『お家に帰った美咲ちゃん』
美咲ちゃん・4才１ヶ月
職員　山本 　さやか
美咲ちゃんは、2歳半まで乳児院で生活し、人格障がいの両親の体調と気持に左右されながら成長してきました。乳児院との信頼関係を築きながら、美咲ちゃんの成長を生活のはりにされていました。乳児院での宿泊体験を重ね、外出、自宅外泊など、両親のペースで親子関係を築いてきた。入所前に懸念されていた子どもへの虐待は、親子関係を見てきた中には考えられなかった。ただ、母親の感情の起伏の激しさには、父親も振り回されて生活していた。そんな親子の元に引き取られる心配が解消されず、児童養護施設への措置変更となった。それから、外泊を繰り返し、半年後には家庭引き取りになった。
家庭引き取り後、美咲ちゃんの小さくなった服をたくさん乳児院の子どもたちに使って下さいと持参されました。両親の後ろに隠れて、はにかんでいる美咲ちゃんがいました。しばらくして、少し慣れると両親の前に出てきて、はにかんでいて、小さな声は聞こえませんでした。しばらくして、母親の育った家を改築し、移られたとのことでした。美咲ちゃんも、母親が通っていたという保育園に入れて、母親をよく知っておられる先生もいたので安心してますとのことでした。
美咲ちゃんの保育園の様子は、お友だちと一緒に遊べない。同じようにお友だちと遊べない子がいて、その子と一緒にいることが多い。自分の気持ちが伝わらないとパニックになり、自分の頭を叩くこともあるとか。母親は、「元気に通ってますよ」と言う。家の方を訪ねてもいいですかと聞くと、「いいですよ。でも犬が3匹いるし、汚れていますよ」と。以前アパートを訪ねた時は、チリひとつ落ちてなく綺麗に整理されていた部屋が忘れられません。「また遊びに、美咲ちゃんの大きくなった姿を見せてね」と言うと、「また顔を出します」と電話を切る。
[インタビュー]

①作文を書いた子どもとの印象に残っている出来事は？
職員：両親が人格障害で胎児虐待を受けていた。対応ができるのかという心配があった。
しかし、親の気持ちに沿って（親がどうしたいのか）対応していくことにした。児相からは、育児体験をして引き取れるようにと言われていた。
両親は病院で知り合っていて、父親は結婚歴があった。いろいろな人に甘いと言われたが、親の気持ちに対して縛りをなくした。来たいと言ったら24時間いつでも来てもらう、24時間いつでも電話してきてよいとした。現場からは反発もあった。しかし、それが両親と施設との関係作りにつながり、両親はリラックスすることができた。
母親は、障害で感情の起伏が激しいこと、胎児虐待があったため、自分で産んだ子を自分で抱くことができないなどの悩みを持っていた。両親の関係も母親が強く、父親が言いなりという状況だったので心配だった。電話でも電話口に出るのはいつでも父親で、後ろに母親がいるという状況。
②頻繁に面会や電話などはあったのですか？
職員：頻繁にあった。夜中でもあった。そういった状況からここ（施設）は自分たちの気
持ちを分かってくれるという気持ちになっていったのだと思う。半年～1年は面会が中心で、ミルクを飲ませるなどの引き取る準備を一緒にした。子どもに危害を与えないことが分かった時点で外出を許可した。しかし、調子の悪い時はSOSを出すように話した。また、子ども相談センター、病院、保健師、民生委員などでネットをつくり、家に帰ったときの状況を知らせてもらった。
関係ができてくると母親が、自分の生い立ちを話すようになった。自分が虐待を受けた話…しかし、母親の全てを受け止めると収拾がつかなくなってしまうため、ある程度の距離をとっていた。
その後、養護施設に移行することになった。そのころには生活は落ち着いていた。しかし、経済的な面が分からなかった。（児相もつかめていない）今だに分かっていない。
③今もこの家庭と面識はあるのか？
職員：今はもうない。会いたいとは思う。
④美咲さん自身はどんな子でしたか？
職員：表情はあったし、いろいろな所へ連れて行ってもらっている分経験はあった。体格も悪くはない。しかし、
言葉が少なかった。積極的に子どもたちの中に入って行こうとはしなかった。養護施設に行ってからは、
ほとんど外泊だった。（1年以内に引き取られた）なぜ、そんなに早く引き取ったのか？と児相に聞いてみ
ると、母親の状態が薬を変えたことで安定したからと答えられた。
⑤美咲さんの愛着の対象は誰だったのですか？
職員：施設の職員にも親にも愛着を持っていた。両親と別れるときに「いやだ」となることもなかった。人見知り
をする子ではなかった。あまりそういうことに執着がないのかもしれない。家族とも仲が良い。
［2007年の作文］
『成長の喜び』
駿ちゃん・２才2ヶ月

駿くんは、生後61日目にネグレクトとして、児童相談所に一時保護された。

母親は18歳であり、母親自身も祖父からの虐待を受けて育ち、中学卒業後に家に寄りつかなくなってしまった。母親自身、駿ちゃんへの養育希望は持っているものの、駿くんを放置したまま、出歩くなどのネグレクトが認められため、乳児院入所となった。

＊温かな笑顔と自然な笑顔
暖かい秋の日、ウッドデッキでおやつを食べる子どもたちの姿がある。デッキにテーブルを運び、小さな椅子を並べる。やわらかな光が幼い子どもたちと保育士の行き来を、まるで白雪姫と7人の小人たちの姿を思い出させる光景に映る。テーブルに座っておやつが来るのを待っている駿ちゃん。駿ちゃんは、おやつを食べ終えてしまうと、「もういっこちょーだい」と要求したり、たくさんの言葉を話す。

散歩に行くと「あっちいく」、「あるく」、「おはーなーきれいねぇ」、「駿ちゃん、おちたよ」と言う。散歩の途中、雨が降ってきた。駿ちゃんは、「あめ、あめ～♪」と歌いだす。子どもたちが乳児院に帰ってきて、部屋に入ろうとすると、「駿ちゃんはいらない、剛ちゃんから」と順番を決めて教えてくれる。

駿ちゃんは、いつも“ニコニコ”愛想のいい男の子である。散歩の途中で、出会う工事現場のおじさんたちに、「おはようございます。」とニコニコ顔であいさつをする。駿ちゃんは、“ニカー”と笑顔が素敵である。

　乳児院に入所し始めて、15日目の記録には、「話しかけると表情に変化があり、顔をかえるとまねをする（口をあけると口をあける）」と少しずつ乳児院での生活に慣れてきたように感じる。

20日目の記録には、「駿ちゃんに声をかけると、見つめて笑顔になり、あやしにはとてもよく反応し、沐浴時は、おだやかに入ることが出来る。また、駿ちゃんは、自分の手をじっとみつめる姿もある」と落ち着いた生活が送れている。

25日目の記録には、「駿ちゃんに声をかけると、声の方に目が動き、顔をむけようとする。他にも、動く物も目で追うようになり、目が合うとニッと笑顔になる」と顔の表情が豊かになる。

43日目の記録には、『駿ちゃんは、朝寝より泣いて目覚めプレールームに出ると、あやしにはよく反応を見せ、満面の笑顔が出る。小さく「あー」と声を発し、再び笑顔が出る。保育士の動く姿を目で追う』

61日目の記録には、「駿ちゃんは、よく声を出して反応を見せる。歌をうたうと耳を傾け、ジーっと聞いている。うつ伏せ姿勢で、しっかり頭をあげることができ、声かけに笑顔を見せていた」と元気の良い姿も見られた。

96日目の記録には、『駿ちゃんは、保育士と顔があうとニコニコと笑顔となり、また、膝の所に寄ってきてはゴロンともたれかかり、甘えがみられる。声かけをすると、「アックン、アーアー、オー」など喃語を多く発する』と次第に話せる言葉の数が徐々に増え始める。

また、100目の記録には、「駿ちゃん、ずりずり移動をさかんにする」

4月の中旬、駿ちゃんは、散歩に出かけると、キョロキョロといろんな物に興味を示し、見ている。犬が目の前に来ても驚く様子がなく、ジーと目を離すことなく見ていた。桜の木の下では、花びらを降らそうとばかりに体を揺らして喜ぶ。花など、興味のある物を見つけると、「あーあー」と声を出して伝えてくれる。

209日目の記録には、「つかまり立ちもさかん」と書かれており、また、少しずつではあるが、「ちょうだいやバイバイ」などのしぐさをするようになる。

279日目の記録では、駿ちゃんは、自立立位や一歩前へ足を踏み出せるようになり、ままごとセットでの遊びや積み木を縦に3～4個ほど積む遊びができるようになる。

その後の、432日の記録では、駿ちゃんは、「トラック」、「てって」、「おー」、「もう１つ」、「すごい」などの言葉を話せるようになる。さらに、「ネンネ」、「イナイネ」、「アーンヨ」、「バナナ」、「パン」、雨に濡れて、「チュメタイ」、「ゾウ」、「タスケテ」、「ハンブンコ」などの言葉が日に日に増えていき、私たち保育士も嬉しくなった。

586日目の記録には、駿ちゃんに、「一緒にやろう、教えてあげて。」と保育士が声をかけると、他児と一緒に教えながら遊べるようになる。すると、私たち保育士に、「ゾウ、ゾウ」と見せにくる。

669日目の記録には、「公園に散歩へ行く途中で、ゾウさん歌って」と歌のリクエストし、公園に着いてからは、駿ちゃんに、「スベリダイあぶない」と言い、違う遊具へ移動して、らせんのスベリ台なら大丈夫と保育士が伝えると、楽しんで遊んでいた。乳児院に帰ろうとするときには、「楽しかったね。」と言っていた。

　駿ちゃんは、両手をひろげて、ほっぺにあてて、腰を少しななめにして、丸っこい顔いっぱいの笑顔がとってもお兄さんになった。

もうすぐ、乳児院から巣立とうとしている。時々、おばあちゃんやお母さんとの面会がある。そして、駿ちゃんが、少しずつおばあちゃんやお母さんと手を繋げるようになったこともよかったね。

［3年後の2010年の作文］
『お手伝い大好き駿君』
駿ちゃん・5才2ヶ月
駿君は5歳になり、幼稚園へ元気に通っています。幼稚園から帰ってからとか、幼稚園がお休みの日など、よく事務所を訪ねてきます。第一声は、たいがい「お手伝い何かありますか」と明るく弾んだ声で飛び込んできます。栄養士さんが「駿君、玄関の落葉拾っといて」と言うと「ハーイ」とすぐに落葉拾いをしてくれます。「ハーイ、終わりました。他に何かないですか」と言うので、「では、前の小さな畑の草取りお願いします」と言うと「ハーイ」と草取りを始めます。
「草取り終わりました」
「駿君ありがとうね、綺麗になったね、手洗ってね」
「ハーイ」
「今日はアメがあるからあげるね」
「ハーイ、ありがとう」　とニコニコ顔でアメを口の中に入れます。
「駿君、お母さん会いにきますか？」
「来ない」
「おばあちゃんは会いにきますか？」
「来ない」
「ずっと来てないの？」
「ずっと前に来た」
「そうなの。お母さんもおばあちゃんも、駿君が大きくなって幼稚園頑張っているのを見に来てくれるといいのにね。」
「うん。お手伝いもうないの？」
「今日はないよ、ありがとうね。」　というとホームに戻っていきます。
　時々来ては「お手伝いなーい？」と事務所を訪ねてきます。決まって一人で来ます。時には「アメちょうだい」と要求してきます。アメがある時はあげていました。「窓ふきしようか？草取りしようか？玄関綺麗にしようか？」など、駿君なりに考えて声かけしてきます。
　ある日のこと、駿君がやってきて「アメちょうだい」と言うので、「いいよ、あげるよ」と言うと、「ホームに電話して、駿君にアメあげたいのだけどいいですか」と聞いてくれと言う。「ホームで、アメもらったらダメって言われたのかな？」と聞くと、「何も！でも、駿君に食べてもらいたいからアメあげてもいいかって言って」と言うのです。「アメ食べてもいいよ。ちゃんと晩御飯食べれるかな」「うん！」と言って美味しそうに食べて帰っていきました。
[インタビュー]
①印象に残っている出来事は？
職員：とにかく愛嬌がよい子だった。笑った顔が素敵。この事例を取り上げたのは、若い母親だったから。駿
君はホームレスみたいな人との間にできた子だと思う。兄弟は上に1人下に2人いる。
②全員父親は違うのですか？
職員：分からない。本人じゃないから（笑）たぶん一緒。一番上の子だけ違うかもしれない。乳児院にいるとき
は母親は祖母と一緒に何回か現れていた。駿君はとにかく明るくて、元気で、楽しい子だった。
③兄弟たちは母親と暮らしていたのですか？
職員：姉は施設。下の2人は祖母と母親と暮らしていた。次は施設に入ってくるだろうと思っていたが、結局祖
母と母親と暮らしていた。結局上の２人が置いてきぼりを食らっていた。
④下の子に目が行ってしまっていたのですかね？
職員：下の子に目がいくというよりも下の子をそばに置いていたからだとおもう。まりあにいた時も母親は着
たり来なかったりだから、駿君と手をつないで歩くというところまでいかない。母親が来ても誰だろうと
いう感じであった。「お母さんだよ」といったところで、次いつ来るかはわからない。祖母はちょこちょこ
来ていた。だから全く母親とつながりがなかった。児童養護施設に行ってからは、「お母さん」「おばあ
ちゃん」という認識はできるようになった。「お母さん来た？」と聞くと、「来たよ」と答えていた。「昨日来
た？」と聞くと「ちょっと前に来たよ」という距離感がないから「来たよ」とは言うけど…その程度。
児童養護施設に行ってから母親と祖母と手をつないで歩けるようになった。おばあちゃんはとても喜
んでいた。散歩に行ったり、買い物に行ったりできるようになった。その後に下の子が生まれたから駿
君とまた距離ができてしまった。年子、年子で生まれてきているから、残念というか…今でもまりあに
「何か手伝いない？」といって訪ねてくる。さみしいから相手をしてほしいという気持ちがある。児童養
護施設で担当してくれていた職員が１年で辞めていて彼を受け止めてくれる人がいない。本当は他の
職員が受け止めなければいけないができていないから、まりあに来る。一番気になる言葉は「内緒だ
よ」ということ。まだ年中なのに周りに気遣いをしている。そういった言葉が彼の生活を物語っているの
かなと感じる。同じ施設にいる駿君のお姉ちゃんは職員が受け止めてくれている、本当は2人とも受け
止めなければいけないが、担当以外はあまり関わっていないのだと思う。
生活の中で疎外感を感じていると思う。それが一番気になる。たぶんこの兄弟は施設でずっと暮らす
ことになると思う。陰でこそこそしたり内緒という寂しい部分がいっぱいあるのが気になってどの子も
受け止めなければならないという話は養護施設の職員にしたことがある。
⑤入所のきっかけはネグレクト？
職員：駿君もお姉ちゃんもネグレクト。
⑥母親と祖母と会うのは面会の時くらい？電話などは？
職員：面会の時くらいだと思う。電話はないと思う。
⑦弟たちとは会っていますか？
職員：一度も会っていないと思う。連れてきているのかな？確認していない。
⑧乳児院と児童養護施設の連携は上手くできなかったのか？　乳児院から意見を言ったりはするのか？
職員：意見は言っている。しかし、担当の人が1年で辞めてしまった。それが一番大きい。辞めるのはありう
　　　るので、そのあとのフォロー体制が十分ではなかった。児童養護施設への移行自体に問題はなかった。

［2007年の作文］
『ふたりめのお母さん』
木村　舞（小２）

舞は現在小学2 年生である。舞の実母は、関西地方の病院で出産。舞ちゃんが未熟児であったため、転院となる。その後、実母と連絡がとれなくなる。母方祖母が引き取り、養育困難で乳児院に措置される。その乳児院から、児童養護施設へ(二歳六ヶ月の時)措置変更となった。2 歳3 ヶ月の時に、里親さんに出会い、里親委託となる。以下の舞ちゃんの「お母さん」「お父さん」というのは、「里親」のことを言っている。　　

＊お母さんが嫌いな理由

舞は、小さなときからお父さん、お母さんといっしょにくらしていません。ずっとじどうようごしせつでくらしています。でも、じどうようごしせつで生活するようになってから、里親さんという、舞にとって2 人目のお父さんとお母さんとくらすことになりました。

舞は、お父さんがダイスキです。でも、お母さんのことはキライです。お父さんは、やさしかったです。本を読んでくれました。でも、舞が小さいとき、どこかへ出て行きました。家に帰ってきませんでした。お母さんは、舞のうでをグイグイひっぱっていきました。イタイ、イタイと言ってもグイグイひっぱっていきました。

　やさしかったお父さんは、お母さんとケンカしてどこかに出て行ってしまいました。帰ってきませんでした。お兄ちゃんたちもお父さんと出て行ってしまいました。お母さんは、舞のうでをグイグイひっぱっていきました。やめてと言うとかみの毛をひっぱってきました。

舞はおこられることはなにもしていません。でも、いつもおこられるのは、ごはんがおそいときや、勉強しないとき、おもちゃをかたづけないときでした。お兄ちゃんたちは、おこられないのに舞だけがおこられました。

だから、舞は、お父さんはダイスキだけど、お母さんはキライです。

［3年後の2010年の作文］
『舞ちゃんに新しい里親さんが』
木村舞（小5）
職員　神谷　誠
学校の帰り、事務所の前を通る時必ずのぞいて、笑顔を振りまいて帰ります。「舞ちゃん、学校楽しい？」「楽しいよ」「なにが楽しいの？」「担任の先生が面白いから、みんな笑ってるよ」と言います。勉強があまり得意でなかった頃の舞ちゃんからは想像出来ない明るさです。「舞ちゃん宿題は？」「あとで！」と言って外に飛び出していった。結局は宿題ができなくて叱られて机に向かわされて、鉛筆を転がしている姿が浮かびます。

　少し前に里親さんの家に行ったと話していたので、

「夏休み、里親さんの家に行ってきたの？」

「行ってきたよ。いろんな所へ連れて行ってくれたよ」

「どんな所に行ったの？」

「いろんな所」

「そうなんだ。楽しかった？」

「楽しかったよ。里親さんの家、大きい家で、大きな仏壇があって、行くと前に座って拝むの。でも、家はキリスト教だから、私どっちを信じたらいいのかと思う」

と話してくれました。

「舞ちゃん、里親さんは週末にはいつも遊びに来るの？」

「最近は来ていないよ」と言っていました。

[インタビュー]

①現在の舞ちゃんついて教えてください。
職員：マイペースで「私だけを見てほしい」「受け入れてほしい」という行動が多い。特に、大人に対して自分の
思い通りになる人を求める傾向があり、不安定である。そういった舞ちゃんを職員は受け止めきれてい
ない。舞ちゃんをすべて受け止め見てくれる環境には家庭が良いのではないか、と考え、また里親委託
できる家庭を探している。
②里親委託が舞ちゃんにとって最もよいことだと思いますか。
職員：児童相談所はそう考えている。とことん舞ちゃんと向き合うことのできる里親と出あえればよいが、一回
失敗している分里親委託には慎重にならなければいけないと思う。里親委託を考える前に、施設の中
で「落ち着いた生活を送ることができる」という経験が必要であると思う。
③里親だった家族との交流はあるのですか。
職員：現在は交流がない。
④舞ちゃんが職員さんとの関係をうまく作れない理由は何だと思いますか。
職員：舞ちゃんは苦手なことが多く、それに対しての舞ちゃんの意識も低いため、周囲の人はもどかしく感じ
る。「自分を見てほしい、認めてほしい」という気持ちを抱えているため、「また○○ができない」「○○
をやっていない」などとマイナスの面ばかりが目に付きがちである。しかし、そういった面ばかりを責
めるのではなく、舞ちゃんの気持ちに寄り添い行動していくことで、信頼できる人間関の場を作ってい
かなければならない。
⑤これから舞ちゃんが生きていく上で大切なことは何だと思いますか。
職員：舞ちゃんに対する願い、課題、将来のビジョンなどを職員間で話し合う。習い事でも趣味でもいいが、頑
張れることを見つけてあげることが大切。
［2007年の作文］
『すきだもん。ずっといたいな』
ごとう　しほ（小１）
しほちゃんは現在小学校1 年生である。しほちゃんは生後2 ヶ月の時、父母の拘禁という理由で両親の元から乳児院へ緊急保護されました。その後、乳児院の退所を迎えましたが、家庭に帰ることはできず、施設に措置変更されました。
＊みんなだいすき
じどうようごしせつでたのしかったことは、おともだちとおりがみをしたことです。たんとうのおねえさんとおかしをかいにいってたのしかったです。じどうようごしせつにおとなはたくさんいるけど、おこるとこわいけどすきだよ。やさしいところがあるからすきだよ。じどうようごしせつってきれいだから、ずっといたいな。だって、すきだもん。ずっといたいな。おうちのおねえちゃんがすきだよ。おかあさんはしほがおねえちゃんにいやなことをされたときにおねえちゃんにおこってくれて、みかたになってくれたからすきだよ。とってもだいすき。
［3年後2010年の作文］
『わたしがおもってること』
後藤志保　（小４）
職員　中西裕子
小学校２年生（H２０年）より地域小規模施設に移行。
自己処理能力が低い志保ちゃんの混乱を減らし、地域の方々と関わり・見守られながら自分を出せる環境・人間関係づくり・志保ちゃんの自信へと繋がることを期待しての生活が始まる。
＊地域小規模施設移行
志保ちゃんが２歳児の頃は３人の姉等も同じ児童養護施設に入所。その時期には母・祖父祖母の面会があり関わりもあった。小学校入学と同時に姉３人は母親が引き取られる。志保ちゃんは年齢が小さい・食物アレルギーがある等の理由もあり施設に残る。幼児期には母の面会もあったが学校に入学してからは、全く連絡がなくなる。志保ちゃんが小学校１年生の３学期に地域小規模移行の承諾を母に得るために連絡を入れる。
母の反応は意外にも「私が引き取る」との答えでした。しかし言葉とは裏腹、母からの連絡は全くなく状況も変化なし。母親宅に２回足を運び何とか小規模への移行を理解してもらい晴れて地域小規模施設での生活を始める事になりました。
＊地域の方々に見守られて（２年生）
２年生になり地域小規模の生活始まる。食物アレルギーは完治し、何でも食べられるようになった。新しい環境・人間関係に戸惑いもあり、分団登校できず、学校・施設内でも排泄の失敗が目立った。登校は職員がついて行き、下校に関しては、担任の配慮で近所の同級生や町内のスクールガードのおじちゃんに家まで送ってもらうようになる。「スクールガードのおじちゃん・おばちゃんと話しした」と志保ちゃんは嬉しそうに話し、学校の帰り道トイレにいきたくなったからと、近所の家にトイレを借りに行けるようになった。同じクラスに友達もでき少しずつ地域小規模の生活にも馴染んできた。根が真面目な志保ちゃんクラスの中で皆と同じように行動し特に問題はないと担任には言われていました。
しかし校長からは、志保ちゃんの行動を心配する声もあがり、勉強はやらなくてはいけないと頑張るのだがわからず、パニックになることもしばしばあり、学校側と施設側で支援学級在籍の話がもたれました。
＊支援学級在籍（３年　たんぽぽ組）
志保ちゃんの悩みは「たんぽぽには女の子志保しかいないもん。」でした。他は男子ばかりだったのでたんぽぽでの友人関係の広がりはありませんでした。２年生からの友達との関係は細く続いていたので、電話をかけ約束をしては児童館や公園で遊ぶ姿は時々ありました。
勉強のほうは、担任が志保ちゃんの真面目で根気よく取り組む姿を認め伸ばしてもらい、パニック状態が減り、伸び伸びとした綺麗な文字がかけ、算数も理解できるようになり、自信へと繋がってきました。
球技は苦手でしたが、子供会のドッジボール大会に向けて毎日練習し当たらないように逃げ回っていました。
＊部活
４年生になり志保ちゃんは憧れだったファンファーレ部に入部。「志保たいこがやりたい。」と希望を出しました。残念ながらトランペットになってしまい、「志保たいこが良かったのに、トランペットだから音がでない難しいもん。」と悩みが始まりました。それでも練習には毎日参加してド～ソまでは何とか音がでるようになりました。
しかしファンファーレ部は９月の運動会に向けて猛特訓中。「志保音が出ないからテスト受けられない。わかんないもん。」と、どんどん他の子らから引き離さている現実です。パート別自主練習の時間になると、どうしたら良いのかわからずボーとしている事が多くなりました。顧問の先生はボーっとしている姿が気になるようで、やる気がないと思われ、「志保ちゃん一人トランペット音がでません。ボーっとしていることも多く、本人苦しいのではないか？」と言われ今後について話合いの場がもたれる。志保ちゃんに部活のことを尋ねると、「どうしても音が出ない。一人で練習する時は何をしたらいいのかわからない。でも志保おとがでるようになりたい。」と自分の気持ちを言葉で伝えてくれました。
その気持ちを顧問の先生に伝えましたが、ファンファーレは部活なので今の状態だと皆と差ができてしまう。運動会に向けての参加は難しいと言われる。志保ちゃんが楽器を吹きながら体系移動をする。最初から誰もが出来るかな？と感じていました。しかし本人が続けたいという意思表示をしているので、思いを受け止め志保ちゃんなりの達成感と自信に繋がるように模索中です。
＊家族への思い（志保ちゃんからの手紙）
お母さんへ はやくおかあさんにあいにいってみたいな。中川さんにきいたけど、お母さん元気っていってたからよかった。志保も元気だよ。おとうさとおばあちゃんにあってみたいな。こんどいける日つれてってね。etc・・・（便箋２枚に自分の気持ちを書きました。）
５年近く家族と会っていない志保ちゃん。去年の暮れに家に連れて行った時には、家に近づくと無口になり、不安気な表情をみせました。家族が留守で会えなかったことに安堵の顔をさえしていました。
＊志保ちゃんの作文より
『こうこうでたら、おあかあさんのいえで、いっしょにくらしたい。』 なんでっていうと、おかあさんがとってもすきだから、おかあさんと、くらしたい。おかあさんは、なにがすきなのかな。
わたしは、いちばんうえの、あかちゃんうんでいる人のことこわいとおもっているよ。
でもおかあさんはどうかな？わたしはあかちゃんうんでるこの人はわすれちゃった。
見てみたいな？わたし、４ばんめのおねえちゃんと、おかあさんしか、おぼえてないの。
＊志保ちゃんなりに施設は１８歳までしかいられない。
1人で暮らすのは寂しいし･･･高校をでたらマックで働きたいと言葉にします。
そんな志保ちゃんの思いをお母さんは受けとめてくれるのでしょうか？志保への思いが薄い母なので現状は厳しいと感じます。これからも母に対して理想と現実の中志保ちゃんは苦しむ事があると思います。でも志保ちゃんは1人じゃない。人と人との繋がりを大切にできる人に育って欲しい。周りには志保のことを気にかけてくれる人がいることを忘れないで…そして姉等も志保のことを気にしてくれています。志保ちゃんの成長と共に姉妹関係の深まりと継続的関わりがもてるような応援をしていきたいです。
［2007年の作文］
『お母さんにも、少しわがままになってみようかな』
武藤ゆかり（小６）
私は、小学3年生の夏頃にこの施設にきました。最初はすごく不安でいっぱいだった。でも、来てから変わったことがたくさんありました。その中の一つは、「お母さんとの関係」です。以前のお母さんとの関係は、今ほどやわらかなものではありませんでした。ちょっとペン立てから名前ペンを使っただけで怒られては、たたかれた気がします。そしてその頃は、お母さんにつられて怒るお父さんのこともこわかった。いつもお母さんに怒られては、「お父さんが帰ってきたら言うからね」って言われた覚えがあります。でも、今思えばそれほどこわくなかったような・・・・。お母さんは何であんなにおこってたのだろう。私がお父さんっ子だったからかな？
でも今はそうではありません。すごく優しくなりました。でもいつも会っていないせいで逆に出来なくなったことがあります。それは、わがままを言ったり、本音を見せたり、私の好きな人のことが言えなかったりすることです。何か頼みにくい感じがします。
でも、ここへ来た事は後悔していません。こっちの学校の方が楽しいし、こうして時々会える方がうれしいからです。
自分的にはここでの生活では気を使わず、毎日わがままにしてるつもりなのだけど、何かささいな言葉で涙が出てくることがあります。その時思うのは、「え！？気なんて使っているつもりはなかったんだけど・・・」と思います。でも今でもお母さんには、自分でもハッキリと気を使っていると思います。だからこれからは少しわがままになってみようかな、いつも自分らしくいたいなーと思います。
［3年後2010年の作文］

『小6から中3へと卒業後の進路をひかえ、母親との揺れる心』
武藤ゆかり（中3）
職員　鈴木百合
武藤ゆかりは小学6年生から中学3年生になり、進路で不安な生活を送っている中で、疎遠であった母親が少しずつ心を寄せていたのがまたいつの間にか遠ざかっていく。中学生活3年間、一生懸命にバスケット部の副キャプテンとして活躍し、引退試合後には、優秀選手賞にも選ばれたが、「なぜ自分なのか、何も頑張っていないのに…」とその答えを職員に探し求めている。揺れ動く思春期、母親との遠慮がちな気使う関係は、まだまだ続きそうである。
ゆかりは中学に入り、バスケット部に入部。この3年間サボって休んだことは1度もなく、副キャプテンになった。
彼女のプレーそのものは飛び抜けて上手くはないが、先生に言われたことは真面目に練習メニューに取り入れ、他の部員をグイグイ引っ張っていく強引さと、スタメンに出られない時は1番大きな声で応援することが認められての副キャプテンである。ただ思ったことを遠慮なくなんでもボンボンと言うので、どの部員も彼女には逆らえないという印象を与えてしまっているのは本人も分かっているらしく、その事がクラスでも表面化し、一時彼女がクラスの中で孤立するということも生じた。
また、キャプテンが“言えない子”だから自分が代わりに言ってやるという役割に徹しているとも受け取れる言動が随所に表れ、同時に「言わずにはいられない」という彼女本来の性質が時としてトラブルメーカーになっているのは小学生の時と同様である。
その部活の中で彼女の一面を垣間見る事件があった
中3になり足首の靭帯を損傷し、約1カ月以上部活に参加できなくなった時、彼女は悔し泣きをし、その怪我の原因になった相手（1年生）をとことん許せずにいたが、3年の終わり最後の引退試合間際には、施設職員や父親（親権者ではない）、そしてやっとのことで連絡のとれた母親に「見に来て」と言い、「皆が見に来る！」と張り切っていた。
試合当日には、来てくれた母親を友達に紹介し、友達の親と一緒に写真を楽しく撮る姿がとても印象的であった。その引退試合で彼女は優秀選手賞を頂いたのだが、何やら納得のいかない様子は前文の通りである。
中3の時の進路については本人、母親、児童相談所、施設との間の中で揺れ動く彼女の心と母親の各々の思いを垣間見る事ができ、今後のファミリーソーシャルケアや児童相談所のあり方にも一石を投じるものがあった。
ゆかりの中学卒業後の進路については、母親は夏休み前から児童相談所が話をしていたようで、次に児童相談所、本人、施設の三者設定での話し合いも何回かあったが、1番大事な当事者の母親とゆかり本人との話し合いが、児童相談所の母親へのプレッシャーが大きすぎるという理由で実現設定されずにきてしまったことが後々に大きな親と子の溝として残ってしまうことになっていった。
そして、年の瀬も押し迫った11月になりやっと母と子の当事者同士の話し合いが実現した。
その時の話し合いでは、本人ゆかりの希望は「母親と一緒に住み、そこから高校へ通いたい」と少し遠慮気味に言っていた。それに対し母親は、今の金銭的経済的な事や祖父母の健康状態が良くない中での引き取りに出来ない事や母親の今の仕事が正社員となり、これからは「上を目指していくので心に余裕がない」「あと3年は施設で頑張ってほしい、そして3年後には、生活も楽になりその時にゆかりと弟も引き取り、自動車学校にも通わせ、車も買えるので」と、私も頑張るからゆかりも施設でとの母親の話に、本人は「私の一緒に住みたいという理由よりも母の方が重いから」と返事。
施設からは、園から高校に行く事の大変さ、また様々な制約も生じてくることもさることながら、本人が中学へ入ってからは以前よりも増して長期休暇（夏休み等）以外は全く面会もなく連絡もなかなかとれないという状態であって、本人や弟からの連絡にも応えず、やっとのことでつながるという状況が続く中で、本人たちも施設もかなり不安を感じていることから、この機を逃したら次の家庭復帰はないのでは、との思いが頭をよぎっていった。
このような三者三様の思いの中で、今後は施設としてこの姉弟の家庭復帰までの3年間、母親とその家族を巻き込んだ支援を立て、ロードマップを作り見立てをどこまでしてゆくのかと痛感した。
［2007年の作文］
『親のことはあまり知らない』
小林　晃（中２）

晃君は、市民病院で仮死状態にて出生した。9 日間の入院を経て退院し、そのまま乳児院に入所した。2 歳にて児童養護施設に措置変更となり現在中学2 年生である。児童養護施設生活12 年、と長期入所児童である。児童養護施設の母親は当時41 歳でかなりの高齢出産である。晃君と8 人の兄弟とは異父兄弟であり、晃君の父親は不明。母親が晃君妊娠中に妊娠中毒症に罹り、下の3 人の子どもは先に児童養護施設に入所した。晃君出産時から母親には経済的自立能力の育児の意思もなく、晃君の施設入所を希望される。

＊僕は知らない

僕は中学校2 年生の男子です。児童養護施設に入って今年で12 年になります。

僕は産まれて少ししてから県立乳児院に入り、2歳になる頃児童養護施設に入ったそうです。どうして入ったのかは小さかったので知りませんでした。

その当時の僕は小さかったので、お父さんやお母さんとの思い出は何も覚えていないし、お父さんには一度も会った事がありません。小さいころの自分のこともあまり覚えていません。大きくなってから、児童養護施設の職員やお兄ちゃんお姉ちゃんに聞いたりしたそうですが覚えていません。

児童養護施設に入った当時、お兄ちゃん6 人とお姉ちゃん2 人の九人兄弟でした。僕がまだお母さんのお腹にいる時に、下の2 人のお兄ちゃんと一人のお姉ちゃんも児童養護施設に入りました。だから僕も2 歳になってから同じ児童養護施設に入ったそうです。

上のお兄ちゃんとお姉ちゃんのことは後から知りました。どうやって知ったのかは覚えていないけど、「僕がまだ幼児のとき、児童養護施設の運動会に来てくれた」と職員に聞き、それからは時々行き来があります。

一番上のお兄ちゃんは、僕が生まれるときにはもう結婚していて、今は近くに住んでいます。

児童養護施設での思い出は特にありません。毎年特に変わったこともないです。児童養護施設にいることで困ったりしたことも特にないです。学校の友達も、僕が児童養護施設にいることで意地悪や嫌がらせをしたりすることもありません。

少し前に、児童養護施設の中学生の子が地元の商店で万引きをしたときに「晃は絶対そういうことをしんで心配ないな。」と、友達に言われた時は嬉しかったです。

＊思い出

あまり思い出というのがありませんが、保育園の年長のときに職員と一緒に伊奈波神社に七五三のお参りに行きました。どこにあったのかわからないけど、お参りをして飴をもらいました。将来の目標とかはまだわかりませんが、とにかく高校に入りたいです。高校は重要だと思います。

僕は親のことはあまり知りません。小さい頃はお母さんが会いに来てくれても返事が出来なかったそうです。少しずつ会う機会を増やし慣れていったという話や、お母さんやお父さんと一緒に暮らしていたお兄ちゃんたちのことを児童養護施設にいたお兄ちゃんや職員から聞きました。お父さんのことは職員も「わからない」と言い、僕も知りません。お母さんにお父さんのことを聞いたことはありませんが何か聞きにくいしあまり気になりません。将来はお母さんと暮らすのではなく、就職をし、寮やアパートで暮らしたいです。お母さんは血圧が高い病気だから、一緒に暮らすとお金のことなど全部僕の負担になりそうだから嫌です。
［3年後2010年の作文］
『僕の生い立ち』
小林晃（高２）

今、僕は高校２年生になりました。３年前の作文集に「将来の目標とかはまだ分かりませんが、とにかく高校に入りたい」ということを書きました。そして目標通りに高校に進学する事が出来ました。

僕が生活している施設の周りには、それ程多くの高校があるわけではありません。それで、その中からどの高校にするのか、どの科にするのか、とか通学方法などを学校の先生や園の職員の人と相談して決めました。

その頃はまだ将来的な職業とかは具体的に考えていませんでした。でも日ごろから小さい子と関わることが好きだったので、高校は福祉コースのある学校を選びました。福祉コースでは一般教科に加えて調理や被服など、就職に役立つ学習もしています。

僕達の身近にいる園の職員の人の仕事も見ているから余計にそう思ったのかもしれませんが、出来れば高校卒業後は福祉関係の短大や専門学校に進学して、施設の職員になりたいと思っています。

その為オープンキャンパスや学校説明会、職業説明会にも時々参加しています。進学費を貯めるためにも今年からバイトも始めました。進学費以外にもバイト代で携帯電話を購入し、毎月の通話料も自分で払っています。でもバイト代はあまり多くないので、出来るだけ節約しています。

高校に入ってからの僕は、色々な面で中学校の時より交友関係や行動範囲が広がりました。

高校からの帰りが遅かったりバイトなどで施設にいる時間は中学の頃より少なくなったけど日常的な手伝いや施設の行事には出来るだけ参加して、高校生としての役割も果たしているつもりです。

親との関わりについては３年前とあまり変わりません。この３年間、お母さんには自分から進んで連絡を取ることはありませんでしたが、園の行事などには姉や兄と一緒に来てくれました。

また、高校進学のための中３の三者懇談にも同席してくれて、進路についての話し合いをしました。お母さんは喜んで来てくれたようですが、僕としては特別来て欲しかった訳でもありませんでした。

僕はお母さんと二人きりで話をしたりするのがあまり好きではなく、まず何を話したらいいのか、通じる話があるのかさえもよく分かりません。だから余計に自分から電話を掛けることがないのです。

お母さんよりも、施設で一緒に生活してきた姉や兄と連絡を取り合うことの方が気楽です。兄がお母さんと一緒に住んでいるので、お母さんの事は姉や兄から教えてもらうことが多く、その時に姉や兄を間に入れて話したりもします。

今、改めてお母さんのことを考えると、お母さんは昔から太っているせいか血圧が高く、いつも体調が悪かった。そのためか、僕たち兄弟のことを考えたり世話したりする余裕がなかったのだろう、と思います。でもその分、僕自身のお母さんに対する感情もあまりありません。

これからもお母さんとは深く付き合って行くつもりはないけど、姉や兄とはずっと連絡を取り合い、その中でお母さんと関わるくらいだと思います。
職員　杉井恵美

この３年間で彼の生活が大きく変わった事は高校進学でした。３年前に彼自身が生い立ちに　書いていた、「とにかくかく高校に行きたい」の通り、頑張って高校進学を果たしました。

中３の時、将来の展望として「福祉関係の職業に就きたい」と意志を固め始めました。その為に高校からその職種の学習が出来る福祉コースのある高校を選択しました。合格する為の努力はそれ程見られませんでしたが、もともと合格圏内をであった事もあり無事に合格する事が出来ました。

彼は中学時代にはバドミントン部に入っていましたが、元々目立つ事や運動が好きな方ではなく、部活動へも積極的に参加していたわけではありませんでした。しかし、高校では吹奏楽部に入部して、人生初めてのドラムに挑戦しました。楽譜や楽器に興味を示して音楽を楽しんで順調な高校生活に見えたのですが、ちょっとしたことがあって部活顧問との信頼関係が築けず部活動を休むようになりました。　

自分から退部を希望しても受け入れてもらえない事が続き、担任や園の職員にも相談を持ちかけて来ましたが「どんな考えで退部を考えているのかを、まずは自分から顧問に話しをして」と言われ、引っ込み思案気味の彼は悩み続けて体調を崩し、学校を欠席することにまでなってしまいました。

結局、担任が間に入って調整してくださり退部出来ることになりましたが、他の部活には入ることなく現在に至っています。幸い、この件がその後の生活に心配な影響している様子は見られません。

２年生になってからは、「就職時に有利で自分の力にもなるから」とボランティア活動に力を入れ、幼稚園・老人ホーム・町の催し物などの行事のお手伝いに参加させてもらっています。

また、今の生活と将来のことを考えてバイトを始めました。大義名分は高校卒業後の進路のための貯蓄ですが、今時の高校生みんなが持っている携帯電話を購入したいこともあり喫茶店でのバイトを見つけてきました。園からの小遣いだけでなくバイトの収入があることで、友達との付き合いや自分の趣味を広げることが出来て充実しているように見えます。

携帯電話を手にしたことですぐ上の姉兄らとの連絡がスムーズになり、小まめに連絡を取り合っており、その中で母親の状況を知ったり直接話をしたりしているようです。順調な生活・発達のようにも見えますが、母親に対する感情については中学生の頃からあまり変化は見られません。

年齢が上がるに連れて、母親のこれまでの生き様を仕方なく受け入れているようにも見られるが、殆んどの部分は自分に対して得がない事に苛立ちを感じている様にも見られます。例えば母親が再婚して戸籍が違う事、経済的に困っていて姉や兄に借金をしていること、彼が携帯電話を購入する時に契約者になってくれる力がない事などで、社会の一般的な親と比べては厳しく非難としている面もあります。

今後の課題としては、この先進学・就職どちらになっても社会に出る事で園の職員より親子・兄妹の関係の方が重要になると思われます。その為にも園に入所している間に今回のような彼自身の生い立ちの整理をすること。姉兄とのよい関係を継続しつつ姉兄と一緒に母親との関わりを深めて行くことが必要だと思われます。

［インタビュー］

＊インタビュー作文を書いていただいた子どもとはどんな関係ですか？
先生：2歳の時に乳児院から児童養護施設に措置変更で入ったので、その時からです。その時に職員として
　　　　いて、この子がいて・・。

＊施設ではどんな子でしたか？
先生：昔は、とろっとしていてポチャっとしていてボーっとしてた。あまり派手じゃなく、どちらかというと良い子
　　　　の部類に入るポヨヨンとした子。小学校もそんな感じ。どちらかというといじめられっこ？あまり目立つ
方でもないし悪いことする方でもないし。標準的な。

＊印象に残ってる出来事は？
子ども：ない。
先生：大きなけがもないし、悪いことするとかもないので、良くも悪くもない。特別何かあるといったら、小さい
　　　　時お母さんにあまりなつかなかったね。それぐらいかなあ。

＊なつかなかったっていうのは？
先生：乳児院だったので、お母さんとの接触がなくて、園に先にいたお兄ちゃんたちに会いに来た時に会うか
　　　　ら急にお母さんだよと言われてもいつもいるのは職員なので少し抵抗がある。兄弟がすごく多いです。
先生：すごく多いですね。7、8人ぐらいかなあ。

＊兄弟とはどんな感じ？
先生：園には4人いたのでこの子が1番下でこの子の上に3人いた。あとの上の子たちは違う施設とかにい
た。私は直接、この子の上にそんなに兄弟がいると知らなかった。園の4人は仲が良かった。
＊進路のことは話してますか？
先生：話してます。行きたいところはある程度決まったね。希望はあるけど、行けるかわからないですね。経
　　　　済的な問題とか、保障の問題。たとえば、園を出るとなると、住む場所とか。

＊進路のことは誰に相談してますか？
子ども：学校の先生とか職員とか。

＊どういう仕事につきたいとかありますか？
子ども：（先生を指し、）こういう仕事。子どもが好きだから。
先生：近くにいっぱいいるしね。

＊施設の中でもよく小さい子と？
子ども：時間があれば。
先生：幼児塔、女子塔、男子塔の3つに分かれているので、幼児と接する時間が少ない。だから夜ごはんの
　　　　時ぐらい。その時はべったりしてるね。

＊2人で真剣に向き合って対決したことはありますか？
先生：ないね。
子ども：うん。俺良い子だもん。
先生：なかなか動かなかったらお尻ペンぐらいはあっても、ケンカするとかない。他の子とはよくありますよ。

＊本当に良い子なんですね。
先生：そうですね。あんまり良い意味ではないかもしれないけど、反抗期も大きくなかったし、あるんだろうけ
　　　　ど周りに同じ学年とか結構いたから、もっと反抗を出す子がいれば出さない子がひかえてしまうので、
出そうと思っても出せなくなってしまう。そういう面では、出し足らないかなあと。これから大きくなるにつ
れてどっかで出るのかなあ。出したいとかなかった？
子ども：ずっとこれだから。
先生：人それぞれだから、それなりに出してるのかもしれないけど。

＊子どもに信頼されてるなと思ったことありますか。
先生：お母さんよりは。
子ども：お母さんよりは。

＊どんな時に？
先生：普通に話してるときとか。誰かに内緒で私にだけっていう訳じゃなくても、普通に話してるときに、嫌わ
れてないなという。いなきゃ駄目ってことではないだろうけど、信頼されてるからとかはあんまり感じた
ことはない。いなくちゃ困るというお母さんの立場ではないけれど、やっぱりいてもらった方がいいか
なあみたいな感じかな。

＊逆に、信頼してるというとこは？
子ども：お母さんよりは。結構なんでも話せる。

＊どれくらいまでアフターケアが必要だと思いますか。
先生：本当だったら結婚するぐらいまで。私が思うには、社会人として認められる、結婚するぐらいまでの年齢
までアフターケアは必要だろうと思うが、実際そこまではできないです。どうしても。できないし、必要
な子にはするけど、必要ない子にあえてする必要もないので、今園を卒業して、例えば学校に行って

新たに職場を見つけた時ぐらいかなという。やっぱり職場に入ったときはいろんなことが起きてくるだ
ろうからその辺はアフターケアが必要だろうと思う。
＊施設で育った子には、将来どのように生きてほしいですか。
先生：やっぱろ、たくましく生きてほしい。背負ってるものが、一般家庭の子がなにも背負ってないわけではな
いけど、親がいる、親がいないとか、頼りになる親がいる、親がいるけど頼りにならない。この差がや
っぱりある。親がいるのといないのとの差があるけど、頼れる親と頼れない親。親が子どもに頼ってし
まうような状態の家庭の子が多いので社会出て1番困るのは支えてもらう相手がいないということな
ので、自分でやっていかなきゃいけないことがいっぱいある。親がつい手を出してあげたいことも誰も
手を出してくれないので、たくましく育ってもらうのが1番。ちょっと踏まれたりとかけなされたりしたぐら
いで、へこたれずにたくましくやってくれるのが1番いいかなと思います。

＊3年前と今とで変わったことは？
子ども：何も変わってないよ。
先生：あまり目立つことは好きじゃないし、人を押しのけて何かするというのは好きじゃなかったけど、今でも
　　　　人を押しのけて目立とうとすることはしないけど、自分のこうしたいということを口に出すし、他の子の
言うことに惑わされない。そういう、1本強いものができたかな。

＊職員として、この仕事をしていて良かった思うことは？
先生：よくそうやって聞かれるんですが、良かったなあとはあまり思わない。こんなことがあるからこと仕事し
ててよかったなって常日頃思わないけど、一緒に生活している時は毎日が忙しいので幸せだなあと思
うことはあまりなくて、疲れたなと思う方が年と共に増えていきます。でもやっぱり、社会に出て帰って
くる、ここに遊びにきたりとか、彼女連れて来たりとか、そういう風に来てくれたりとか社会出ても繋が
りがもてると、この職員で良かったなというよりも、この子たちと関われてよかったなと思う。こういう仕
事というよりも、この子たちと関われて良かったなと思うのはやっぱり、社会出て頑張ってくれてるのを
見せてくれたり、こっちが偉い時に気遣ってくれる優しい気持ちを出してくれた時とか。普通、家にいて
も子どもからかけてもらえない言葉とかでも気軽にかけてくれたりすると、嬉しいなあと思う。

＊逆に、こういう職員がいいとかありますか？
子ども：やっぱり、子どものことを思ってる人がいい。優しいだけじゃなくて、厳しさもあって、ちゃんと子どもの
         こと考えてくれる人がいい。

＊今後、児童養護施設がどのようになっていくことがいいと思いますか。
先生：今の状態で思うのは、地域に施設がない人にも児童養護施設はどういうものなのかというのを知って
いただけるような社会になると1番いいし、欲を言えば、もう少し小規模化した5、6人の中で生活でき
ると社会に出ても違うだろうし、70人の中の1人として家庭を作るよりも、5、6人の中で育って1つの家
庭を作る方が近いものがある。職員や親代わりになる人が子どもの話をもっと聞けるような、話ができ
る時間が増える。そういうのを考えると、小規模の中でファミリーホームとかその中で育った方が、社
会に出た時にもっと豊かになるのではないかなあ。施設は、寂しい思いをさせてしまっている。いくら
職員が頑張っても、人数的に物理的に足りない。その中で自分の方向いてもらおうと子どもは一生懸
命頑張っていて向ける時間がないということで、子どもともっと向き合える時間をつくるには、絶対的に
大人の人数が足りないし、ころころ職員が変わっていく環境よりも長く長い目で見ていけるためには小
規模で普通の家庭のような施設がいっぱいできるといいかな。そうすると、社会的にも「施設」というよ
りは1つの「家庭」として社会が受け入れてくれやすい。その方が、子どもにも、社会の中で育つ中で
も違和感はないのではないかなという気持ちはある。
[2007 年の作文]

『一緒に幸せになりたい』　
榊原　舞子・中学1年生
舞子は現在中学1年生である。平成6 年、舞子誕生後、両親が離婚し、母親は実家の祖父母宅に戻った。舞子を託児所に預け、スナックで働いていた。しかし、母は徐々に実家にもどらなくなり、舞子の養育は祖父母に任せ、覚せい剤に手を染め、短期間に何度も転居を繰り返した。平成8 年覚せい剤取締法違反で逮捕される。執行猶予がつき、再び実家で生活する。
しかし、母は舞子を連れ、実家を出て覚せい剤の関係と思われる知り合いと同居していた。平成11 年、祖父が児童相談所に来所し、1 ヶ月一時保護となる。平成12 年、再び母は覚せい剤取締法違反で逮捕。舞子は大阪の母姉宅に引き取られたが、長期の養育は難しく、平成13 年より施設入所となった。2 年後退所。祖父が借りたアパートで母と舞子は生活をはじめた。その後大きな変動はなかったが、平成13 年度覚せい剤取締法違反で逮捕され、施設入所となる。
＊入所に至る状況とそのころの思い出
ママが牢屋に入ったから、児童養護施設で生活するようになった。6 歳頃、お祖父ちゃんに連れられ一時保護所に行き、泣いて別れたのを覚えている。明日迎えに来るからと置いていかれた。次の日になってもお祖父ちゃんは来てくれないので、泣いて毎日を過ごした。しばらくしてお祖父ちゃんが面会に来て、また泣いて、別れ際、離れないように泣き叫んだが、児童相談所の職員さんに泣いてばかりではいけないと叱られ泣きやんだ。
小学3 年生の頃、アパートの玄関近くの階段でママが注射をしているところを見たこともあった。最後の1 回と言ったので信じていたのに、嘘をついて、覚せい剤を繰り返していた。注射器が落ちていたのを見つけて、それを投げたこともあった。これで一本注射器がなくなると思った。
ママが牢屋に入る前の休みの日に、遊園地に行こうと言われた。ママが警察から最後の思い出に行ってもいいと言われたから。レモン（飼っていた猫）を預けると聞いて悲しかったのを覚えている。
小さい頃はなぜここで生活しているか理由がわからなかった。手紙がママから送られてきたけど、毎回白い封筒（刑務所からの手紙のため）なのはなんでなんと思っていた。
ママが病院にいると聞かされたのは2 回目に捕まったときまで。3 回目は理由がわかっていた。他の子には、ママは入院していると言った。警察に捕まるなんて一番あかんことだから、ママが一番あかんと思ったから、他の子には知られなくなかった。他の子は親が育てられなくても面会をしてくれたのに、自分は面会もしてもらえなかった。
他の子のママが、手紙の住所からママと同じ刑務所にいるとわかったときは、少し安心した。同じ子がいると思って。でも他の子に話したりはしない。
＊施設生活を振り返って思うこと
ストレスがたまって、人や物に自分のイライラをぶつけてしまった。嫌な気持ち（帰れない気持ち）をどうやって発散していいかわからず、年下に八つ当たりしたり、職員に反抗してしまった。反抗している時もしてからも、それは良くないこととわかっていても、なぜか、そんな言葉しか出なかったり、素直に謝罪できなかったりした。前から入所していた大きい子にいじめを受けたこともあり、嫌でも怖くて言うことを聞いていたこともあり、そんなストレスもあった。
＊担当職員の思い出
鈴木さん、やさしい人で安心した。入所時にスリッパを出してくれてうれしかった。佐藤さん、おもしろかった。よく気がついてくれた。笑いを作ってくれた。自分のダメなところを話して、勇気づけてくれた。加藤さん、また担当かと思った。やさしかったが、細かいところまでいうようになった。小平さん、落ち込もうとする時に手をさしのべてくれた。
＊将来の希望（夢）進学について
フリーターやバイトは嫌、定職に就きたい。芸能関係の仕事がしてみたい。高校は、今は西高校、がんばって南高校（進学校）お祖母ちゃんが行っていたから。ママの家から冬期講習に行って、勉強がよくわかるようになり、これからも塾に通うことにした。勉強をして目標を持って進学したい。大人になったら、自分の考えや意見が言える人になりたい。自分はママのようにはなりたくないので、体に悪い事はしたくない。健康でいたい。自分は絶対にママのような事はしないと思っている。誘惑に負けないでちゃんとした大人になれるだろうか、なりたい。
＊施設にいたことは隠しておきたいか
入所している時は、そのことを隠して欲しかった。小学生の時は、一つの学校で知っている子は知っているし、人に言いふらすこともなかったので、そのままで良かった。けど、中学校に入って、他の小学校から集まってきた子には知られたくないと思った。先生に施設から通学していることを他の子に言われたときは、先生も嫌になった。職員は、隠してくれていた。
退所が決まるまでは、誰にも知られたくないと思っていたが、退所が決まってからは、以前ほど隠す気持ちが薄らいで、ここにいたのは当然であり、いなければならなかったと思えるようになった。ここにいなかったら、今の自分はいなかっただろうと思うので、感謝している。社会に出て、自分からここにいたと言うことはないだろうが、他人に聞かれれば、ここにいたとはっきり答えられると思えるようになった。隠す必要はないと思えるようになった。
＊今あらためて親を思う気持ち
ママは、今も前も大好きである。同居人のいることは、以前は大反対であったが、今は同居人のおかげでママが変り、私の退所の話も進んだと思っている。
ママが考えること、言うことを変えてくれた。以前ママはすぐに切れて、学校のこととかあんまり話を聞いてくれなかった。そういった面で変えてくれたと思う。
ママ自身も自分のことを抑えているからすごいと思う。傷（注射の痕）が見えていても、今はしてないからいいやろと見せられるようになった。小学六年生のときは、ママは夏でも長袖を着て隠していた。
ママと暮らすようになってから、パパのことが気になっていた。ママに電話帳にパパが働いている会社が載っていると聞いたので、電話をかけた。
お祖父ちゃん（父方祖父）が出た、自分の名前を言って「わかる？」って聞いたら、「わからんな」と言われ、お祖母ちゃん（父方祖母）が出て、泣いて「元気やったか、大きくなったな」と言われた。お兄ちゃんに代わって、「おまえのお兄ちゃんやで、一緒に4 人で住んでいたこともあった」と言われた。自分は覚えてなかったけど、ママから聞いた。
パパとしゃべりたくてどうすればいいかと聞いた。パパは再婚して子どももいる。家に電話をかけたらパパの奥さんが出たらなんかあれやで、携帯の番号を聞いて、パパと話したいならこっちにかければ良いと思った。
学校から帰ってきたらメールが来ていて、「元気やったか」と書いてあった。元気やけど、誰ですかと聞いたら、「今会うのは難しいけど元気でよかった。中学一年になったけど、部活がんばっているか、パパ」と返事がきた。
パパは私が今どこに住んでいるか、家がどこかわからなくて小学校に聞きにいった。住民票を見て、施設にいるとわかったが、会わせてくれなかったと言った。
パパに自分の写メールを送った、パパも送ってくれた。ママからもパパ似だと言われていたけど、写真をみても自分はパパ似だと思った。「中学校3 年間、パパも応援しているから学校、部活がんばれよ」と言ってくれた。
ママが違うから、パパの子は兄弟と思いたくないけど、パパと話せただけでうれしかった。
パパとママの間のことはよくわからないけど、離婚さえしなければ、自分が児童養護施設に入所することもなく長い児童養護施設生活をしいられることもなかったと思うので、パパとママには離婚はしてほしくなかった。パパは、ママが捕まったことを何も知らなかった。ママはきっちりしている人やで別れなかったなら普通の生活をしていた。離れることもなかったと思う。
ママは、お祖父ちゃんが育てたから自分はこんなふうになったと言う。ママは自分の悪かったところをお祖父ちゃんのせいにする。2 人がケンカすることもあるけど、ママがいないところでお祖父ちゃんは、ママはなんだかんだいってもかわいいと思っていると言っていた。ママは仕事のこととかをお祖父ちゃんにごちゃごちゃ言われて嫌だと怒ることもあるが、お祖父ちゃんがこんな風に言っていたと伝えると笑って怒る。一緒に幸せになりたい。普通の家庭をもちたい。みんなでがんばっていきたいと思う。
＊児童養護施設の将来をどう思うか
親のない子、親がいても育てられない子、親が育ててくれない子のために、必要な児童養護施設だと思う。人とのつながりと大切さ、命の大切さ、教えてくれる児童養護施設としてあってほしい。なくしたら絶対いけない。1 人では生きていけないから。20 歳までおらしてよ。18 歳までやけど、その後の2年間も大切やと思う。大人になるまでと思う。働ける年やでいいとも思うけど。
＊職員に対して言いたいこと、児童養護施設に対して、職員に対しての要望
今まで支えてくれてありがとう。自分にはママもパパもちゃんといるのに、職員が親代わりというのが嫌だったけど、今はそう思える。そうやって言ってくれたのがうれしい。かけてくれる言葉がうれしかった。
ここに入所しているときは、何もかもが嫌だった。今だから言える話だが、何が嫌って、全部嫌、ことごとく反抗したかった。今思うと、大人ぶってみたりとかしていた。
ここにおる子には、自分が先に退所したから言いにくいけど、みんなに感謝しなさいと言いたい。産まれたことだけでも感謝しなって。住んでいるとこなんか関係ない。
言われたことをやらないといけないのは、あたり前。遊びたいのもわかるが、家におっても言われることは同じ。掃除も洗濯もしなくてはいけない。ここにおるからというわけではない。
児童養護施設では、いろんなことが経験できる。人生いろいろやし、いろんなことを経験した方が良いと思う。ボランティアさんが来てくれるし、家ではそんなことはないけど、ここにおる分、楽しんでやっていこう。乗り越えたらいい。ポジティブにやっていこう。
［3年後2010年の作文］
『家庭復帰した後のこと』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員　加藤真紀子
『この子は、高校卒業まで施設にいたほうがいい子だと思う』・・・退所を前にして児相のベテランワーカーの言った言葉が今になって思い出される。しかし、母も本人も一緒に住むことを強く望んでいた。母は仕事も一緒にすむ家も決めていたし、本人は新生活への希望に満ちていた。施設としては反対する理由はなかった。ただ、それまで後見人のように見守ってくれていた祖父は、家庭復帰に賛成ではなかった。それは母が、祖父を何度も裏切っていたから信頼されていなかったのだった。
本児は、中学生になってから施設で生活していることを他校から来た同級生に知られたくないと思うようになっていた。母が出現してからは、今までの思いを一気にはきだしてきた。一緒に住むことを切望していることを私たちはよく知っていた。子どもの強い希望に押されるように母も努力を見せるようになっていた。面会・外泊などの家庭復帰プログラムを計画通りおこない、今まで離れて暮らしていた親子関係の回復と退所後の生活の不安の解消をしていった。選んだ家は、同じ学区で祖父の家や施設の近くで、困った時はいつでも相談に来られる場所だった。事実、学校の帰りに施設に立ち寄ることもあった。

これからの生活について本児は、祖母の卒業した高校へいきたいので塾に通うこと、母が仕事で遅くなったら自分が夕食を手伝うことなど自分で夢を語り、それに向かって親子で生活を始めたはずだった。しかしどこで間違ったのだろう・・・1月15日に措置停止、2月15日措置解除。それからわずか3か月後の5月には、母との関係がよくない、本児が好き勝手し放題であり、無断外泊やピアス毛染めなどをしているという情報が入った。家庭訪問をすると、学校は半分以上遅刻、無断欠席も多いことがわかり、その場で本児と母が口論になった。
しかし、この頃はまだ家にいたし、学校にも行っていた。夏休みには、母と喧嘩しながら何とかやっていると本人から連絡も来ていた。夏休みが明けた９月、運動会の練習に参加していないことが分かり電話をしたら、ひさしぶりに電話に出たが、やはり学校には時々しか行っていないとのことだった。　　　　　　　　　　　　　　　　

10月、祖父から施設に連絡があった。本児が夏休み以降登校しておらず、今では所在もつかめず、捜索願を出す予定であるという。実は、9月にアパートを退去してから特定の居住先はなく、近々引越しをする予定であるとは聞いているが・・・学校には時々登校して話をして帰る程度であるという。このころには、施設から電話をしてもつながらなくなっていた。児相が家庭訪問をした際は、学校の時間であるにも関わらず中学生の男子と一緒にアパートにいたという。
私たちは、本児の非行性が進んでいることがわかったが、どうやって手を差し伸べてよいのか分からなかった。同級生の中学生がまだほかに5人いたので、その子たちへの影響も心配されたし、施設生活を嫌がっていた本児が施設に戻ってくるとは思えなかった。児相や学校・祖父に連絡を取ったが、どこも何かをしようということにはならなかった。祖父は、自分の家に迎えるとは言わなかった。児相も、触法行為があるわけではないので手を出そうとはしなかった。翌年の1月、叔父より、みつかったという連絡があった。児相にも連絡をするように伝えた。
その後児相に一時保護となったと聞いたが、施設に帰る気はないと聞いた。間もなく脱走したという。その後祖父からの情報で、本児が母と知人のいる町に転出したと聞いた。本児は学校に行きたいと言っていたし、祖父も強く望んでいたが、学校には行ってないらしく中学校によると受け入れの手続きがないままだった。その後、祖父も本児との連絡はとれなくなっていた。
それから1年後、新年度になって、高校生になった同級生が偶然駅で本児に会ったという。アルバイトをしていると言い明るく自分から声をかけてきたそうである。しかし、忙しくしているのか施設に遊びにくることはない。私たちが心配していたことも知らないことだろう。元気でいることがわかってホッとしたのが事実である。
これまでのことを振り返って思うことは、もっと施設としてできることはなかったかということである。一つは退所児への働きかけである。退所児にはどの子へもFSWが定期的に連絡を取っている。気軽に遊びに来る子も多く、情報の少ない子にはこちらから行事に呼ぶこともある。連絡のつかないことや心配な状態があれば児相に連絡を取っている。家庭訪問をすることもあれば、関係者会議に呼ばれることもある。連絡が取れなくなった時には、児相に尋ねてもらうが、他県に行った時は連絡がとれないままのこともある。本児は、この例に当てはまる。施設が何もできないままだった。
もう一つは、家族との関係の整理と本児の立ち場の確認が不十分だったということである。本児は家族から愛されてはいたが、母も祖父も自分が責任を持って育てることはできなかった。祖父は、自分の生活スタイルは崩したくなかった。本児を心配するだけだった。母は、意志が弱く自分で自分の安定した生活を作ることができない人だった。働く意欲はあっても体がついて行かず、条件の良い仕事にはなかなかつけないし続かなかった。本児は、母にも、祖父にも裏切られたような気持ちでいたのだろう。親だからといってどんなに期待してもできないことがあること・・・大人も失敗することがあることなどこれから予想される困難な状況をもっと想定して話し合っておけばよかった。困った時は、どこへSOSを出すのかなど・・・もっと弱いところやしんどいところを母子と本音で話し合っておけばよかった。あれほどプライドが高く人に負けるのが嫌いだった本児は、だれにもSOSを出すことはできなかったのかもしれない。退所する時みんなに送られて、うらやましがられて・・・もう一度施設で不自由な暮らしはできなかったかもしれないが・・・。だが、自分を大事にするためには、自立するまでは負けるが勝ちを教えておくべきだった。本当に困った時もいっぱいあっただろうに・・・
しかし、高校にも行かずにアルバイトをして生活している自分を許せるほど成長しているなら、彼女はたくましく生きていくだろう。いつか駅の辺りでばったり会ったら、いつでも遊びにおいでと声をかけてやりたい。施設は、退所してももう一つのあなたの家であると。
［2007年の作文］
『それでもお母さん、嫌いではないよ』
近藤　隆志（中２）
職員　渡辺　真理子
はじめに
「子どもの作文集」の作成に際して、職員である私がお引き受けすることに多少戸惑いました。子ども達との日々の生活には慣れてきたときでしたが、子どもと入所の経緯などについて話すことはこれまでありませんでした。作文を頼むことになった隆志くんは、2 歳で入所し、親との関係が希薄なため、入所の経緯、親とのことについてじっくりと話したことはほとんどありませんでした。隆志くんとの話し合いで、彼の過去に触れることになります。そのことをどう受け入れてもらえるのかが一番の不安でした。
しかし、あえて一緒にひとつの作文集を作ろうと思ったのには、2 つの理由がありました。ひとつは、彼が中学3年生という時期にあり、自分の進路について何らかの決断をしなくてはならないのです。進路を前にして、自分がどうして今ここにいるのかを理解し、これからの自分の進路を決断していってほしいと思ったからです。もうひとつは、今の彼なら過去の自分について知ることをプラスにできるのではないかと考えたからです。これまで「あきらめる」ということの方が多かった彼ですが、少しずつ自分の可能性に気づくことが出来はじめています。過去を知ることと、自分の未来を考えること、それらを含めて前向きに自分を見つめることができるのではないかと思いました。
作文集を作るにあたって
彼は中学3,年生です。自分の力で作文を書き上げることができればと思っていました。しかし、今の彼には難しいこともわかっています。受験生のため勉強時間の確保をすることや、彼が自分の過去、現在さらに未来を自分の言葉で表現することがいかに難しいかということです。そこで私が聞き取りをして、まとめることにしました。見本としていただいた【31年間私の歩んだ人生】という施設卒園者の書かれた文章を彼に渡しました。彼はとても真剣な表情で読み始めました。「隆志くんとこういうのを書こうと思うんだけど、どう？」と聞くと、「いいよ」と答えてくれました。それまでは何度も断られ続けていたので、そのときあまりにあっさりと引き受けてくれたことに驚きました。5回にわたる彼の今までを振り返る話し合いが始まりました。話し合いといっても、彼の返答の多くは、「知らん」、「おぼえてない」、「考えたことない」が多く、彼の言葉はきわめて少ないのです。しかし、じっくり話をするいい機会になっていると感じ、話し合いを続けました。
彼は、2歳2ヶ月のときに児童養護施設に入所しました。きっかけは、福祉事務所に隣人より子どもが外に１人でいるという通報があり、親からのネグレクトという適切な養育がされていない状態に置かれているということでした。
寒い中、母子2人ともブラウス一枚の薄着で、母は覇気のない表情、彼は食事をほとんど与えられていないため、2歳にしては小さく、無表情だったそうです。当時の福祉司は、彼の表情からフローズンアイという言葉を思い浮かべたほどです。当時の記録に、6ヶ月で体重7.46㎏、身長66.5㎝、1歳1ヶ月で体重9㎏、身長71㎝、1歳6ヶ月で体重9.55㎏、身長78㎝とありました。とても小さく、成長の伸びが悪いことがよくわかります。母は、彼が発達のどの段階なのか、彼とどう接していいのかがわからず、疲れていました。彼は、ひとつもおもちゃを与えられず、環境不良のため軽度の発達の遅れがありました。また、外出する機会も与えられず、歩行も不十分でした。
＊児童養護施設での思い出
児童養護施設（入所児童の定員が50名の施設で、職員20名ほどで交代勤務している施設）に入所した彼は、当初は10数名の幼児（2歳から小学校就学前）グループに、そしてその後学童（小学生から18歳まで）グループに在籍しました。当時の彼を見ていた職員に彼の様子を聞いてみると、幼児の頃は食事を与えられていなかった反動で、とてもよく食べ、身体がまんまると大きくなったと話していました。学童の頃は、感情表現・自己表現が苦手で、職員への子どもらしい要求も少なかったそうです。しかし、職員から可愛がられていたそうです。
まず彼に、児童養護施設に来たとき、そしてそこでの思い出について聞いてみました。
「児童養護施設に来たときのことをおぼえている？」
「12年前の6月だよ。誰かに聞いた。同じ頃に来た大人（職員）がいたんだって」
「その時のこと何かおぼえている？」
「まったくおぼえてない」
「幼児のグループにいたときのことはおぼえている？」
「あんまりおぼえてない。桜ちゃん、茜ちゃん、真澄ちゃん、太一くんとか一緒にいたなぁ」
「じゃあ、学童グループのときのことはおぼえている？」
「知らん」
「いろんな職員の人たちと過ごしてきたけど、何か思い出とかある？こんな人だったなぁ
とかある？」
「誰に対してもどんな人かなんて考えたことない」
「いつも何していた？」
「いつもゲームしてた。だって、何もすることなかったし」
上記以外にもいろいろ質問をしましたが、ほとんどの答えが「知らん」、「おぼえてない」、「考えたことない」でした。もちろん、彼の入所は二歳なので記憶はほとんどないでしょう。また、これまでの彼の様子からして、多くを語ることは予想していませんでした。私は、彼のこうした答え方に彼の今までの生き方を感じました。彼は、物事に対してきわめて受動的です。そのように過ごす彼には、思い出はたくさんあっても、取り立てて話すことは見つからなかったのでしょう。しかし、数日後、彼はアルバムを私に見せてくれました。職員や他の子ども達の顔を見ては、「この写真、おもしろい顔してるよねぇ」「これは、遊園地に行ったときのだよ」と嬉しそうに語ってくれました。児童養護施設での様々な行事がしっかりと彼の中に残っていることと、写真の多さから彼が職員に大切に育てられてきたことがわかりました。
＊他児との関わり
彼が小学校高学年のころ、同じ学童のグループで生活をしている中学3年生の翔太くんが、他児を巻き込んで、様々な方法で大人を困らせたときがありました。年下の子を連れて夜中施設をぬけだしたり、年下の子たちに暴力を振るったりしました。職員も、様々な方法でその子と関わりましたが、なかなかその子の状況は変わりませんでした。そして、その年下の子達の中に隆志くんもいました。そのときのことについて聞いてみました。
「あの頃、一緒に行動することは多かった？」
「俺はあんまりなかったよ。誠くんや卓也くんの方が多かったよ」
「一緒に行動していたのはどうして？」
「うーん」
「楽しかった？」
「ううん」
「金井くんが怖かったから、断れなかった？」
「ううん。断るのが面倒だったかなぁ」
「何か嫌だなぁと思ったことはあった？」
「夜中に俺のゲームを翔太くんと誠くんと卓也くんが勝手に使ってたことがよくあった」
「怒ったりした？」
「ううん。別に言えばいいのにって思ってた」
「暴れたりした翔太くんの気持ちはわかる？」
「ううん。わからん」
　話をしていて、私はもっと当時のことに怒り、翔太くんへの嫌な思いを言葉にするかと思ったが、そのような強い感情は見られませんでした。本人が意識的にしているわけではないでしょうが、目の前で起こったことに対して、自分と関係づけるということをしないでいるように思えました。たくさんの子ども達がいる児童養護施設で小さいときから育っている彼にとって、こうしたことはよくあることだったのかもしれません。児童養護施設では、様々な理由をもった子どもたちが暮らしています。子ども同士でいい関係を結べるときも多くあるのですが、よくない関係になってしまうこともしばしばです。職員も子ども同士の関係に充分な目配りを求められるのが、現状です。
＊地域小規模児童養護施設での思い出
4年前の中学校入学のときに、彼は、児童養護施設が新設した地域小規模児童養護施設〔以下、グループホーム〕に移ることになりました。グループホームとは児童養護施設の分園です。異動理由は、自己表現が苦手で、年上の子たちに囲まれてあまり自分らしさを発揮できていなかった彼には、少人数のグループホームが向いているのではないかと考えられたからです。現在グループホームには、彼以外に5 人の子どもと3人の職員がいます。職員が3人といっても、3人が交代勤務をしているので、基本的に職員は１人で勤務しています。そうした中、彼は何事にも冷静で、職員の心の支えとなってくれています。また、よくお笑い芸人のモノマネをしては、他の子ども達や職員を笑わせてくれています。夕食を1人で7人分作ってくれたことも何度かありました。たのもしくもあり、ユーモアのある彼の本質がここでは発揮されるようになったのです。
　私は4年前に彼と出会いました。そして、グループホームに私も彼と一緒に移りました。この3年間、彼は私にとってより近い存在となりました。
そんな彼に、地域小規模児童養護施設に移ることになったときのことについて聞いてみました。
「メンバー6 人のうちの1人に選ばれたときはどう思った？」
「うーん」
「行ってもいいかなと思った？」
「うん」
「来てよかったと思う？」
「うん。来たから、今の自分がいるしね」
「グループホームに来てからの生活の中で、何かおぼえていることある？」
「入学式のことおぼえているよ」
と、彼は中学校入学式の出来事を話し始めました。
私と彼は、小学校と中学校の間で時間を決めて待ち合わせをしていました。しかし、私は小学校の始業式に長く出ていて、待ち合わせの時間に行くことができなかったのです。さらに待ち合わせ場所に時計がなく、困った末、彼は初めて行く中学校に1人で行くことになったのです。2人で思い出して、また笑ってしまいました。
「中学生になって、いろんなことができるようになったけど、何がある？」
「うーん」
「料理は？自信あるでしょ？」
「うん。俺の料理をばかにしちゃいかんよ。貧乏料理だからね」
お腹がすいて、創作料理をしたことを思い出しました。そうめんを焼肉のたれで炒めるという料理でしたが、意外とおいしかったことを憶えています。
「そして、勉強もがんばっているよね？」
「そんなことないよ。成績は2あがったけどね。ま、3年だからがんばらなきゃとは思ってるよ」
　彼は、グループホームに引っ越しするのと同時に、1人で新しい中学校に通うことになりました。今思うと、不安は大きかったと思います。グループホームは、良くも悪くも自分で動かなければならない場面が多くあります。自主的に動くことが苦手だった彼ですが、次第に自分で何かをするようになってきました。1人で出掛けたり、料理をしたりするようになりました。また、自ら学習する姿も見られるようになりました。話をしていて、その過程を振り返りながら彼の成長を実感しました。
＊どうして施設にいるのか
2歳のときから児童養護施設で生活をしている彼ですが、どうしてここにいるのかについて聞いてみました。
「隆志くんは、どこで生まれたのか知っている？」
「うん。S市。」
「S市に住んでいたときのことおぼえている？」
「ううん」
「どうして施設で生活することになったのか知っている？」
「知らない」
「今まで、どうしてなのかと考えたことある？」
「あるよ」
「いつ頃？」
「小学校高学年くらいかなぁ」
「どうして施設で生活することになったのか、知りたい？」
「うん」
そこで、入所の経緯を彼に話しました。そして、入所してから二年間程の当時の担当者が記述した記録も見せました。なぜこの記録を見せたかというと、今でこそ、彼と母との関係は希薄ですが、当時は週に一度、自宅から遠くはなれた施設まで母が面会に来ていたのです。記録の中には、「早く隆志と一緒に暮らしたい」「隆志と会えるのを楽しみにしていた」などの言葉がありました。一緒に暮らせるようにと、母が職員と料理の練習をしていたことや、誕生日に自転車をプレゼントしてくれていたことなども書かれていました。
　私が話している間、彼は真剣な表情で聞いていました。
「聞いてみて、どう思った？」
「どうって…どうも思わないよ。自転車もらったのはおぼえてるけど」
　彼は、話を聞いても大きく反応することはありませんでしたが、話はしっかりと聞いていてくれました。
＊母への思い、そして父への思い
母について聞いてみました。
「お母さんのことが嫌いになったことはある？」
「ううん」
「じゃあ、お母さんのことは好き？」
「はぁ？」とはにかみながら、
「嫌いではないよ」
「今までお母さんのせいで自分が施設にいるんだと、憎く思ったことはないの？」
「そんなこと思ったことないよ。だってどうして（施設に）いるのかなんて知らんかったし」
「お母さんはどんな人だと思う？」
「わからん」
「小さいときからずっとお盆と年末年始は帰省していたのに、小学校六年の冬から帰省し
なくなったのはどうして？」
「（お母さんの家に）行っても何もすることがないから、帰りたくなかった」
「お母さんが迎えに来てくれたけど、泣いて帰らなかったんだよね？」
「だって、何日も前から俺は帰りたくないって言ってたんだよ」
「お母さんに悪いなぁとは思った？」
「うん」
「帰省していた頃は、家で何してたの？」
「何もしてないよ。だから、テレビ見たり、ゲームしたりしてた」
「お母さんと話したりするの？」
「ううん、話さない」
「どこかに出かけたりするの？」
「ううん、出かけないよ」
「ご飯は？」
「作ってくれてたよ」
「その後も、何度かお母さんと会ってはいるけど、どんなこと話した？」
「話してないよ。いつも仲介人がいるからね、直接は話してない。」
「仲介人って？」
「大人（職員）といるからさ」
次に、父について聞いてみました。彼は父に会ったことはありません。父の情報は、彼の母子手帳に書かれた名前と生年月日のみです。母子手帳を見ては、
「お母さんと歳離れてるよね？今もうおじいちゃんじゃない？」と話していました。
「お父さんについて考えることはある？」
「考えたりはしないよ」
「会えるなら、会ってみたいとは思う？」
「うん、会えるなら」
小さい頃から施設で育った彼には、母・父に多くを期待することも、憎しみを持つこともできないでいるように感じました。母・父の存在をどのように受け入れるか、またどのように関係を持っていくのかは彼にとって難しいことなのだとも感じました。話し合いの数日後に彼は一冊のアルバムを見せてくれました。「ほら」とただ一言言いながら、たくさんの母の写真も見せてくれました。「嫌いではないよ」という彼の言葉が彼の母への思いを言い当てていると感じました。彼にとって母はたった一人しかいなくて、そのことは受け入れているのだと思いました。

＊現在・そして未来への思い
彼は現在中学3 年生で、公立高校を目指して受験勉強をしているとこです。そうした彼に、現在とこれからについて聞いてみました。
「高校に行きたい？」
「うん」
「どうして行きたいと思うようになったの？」
「うーん」
「就職はしたくないから？それとも高校行くのは当たり前だと思ったから？」
「後のほうかな」
「私は商業科を勧めていたけど、自分で普通科の進学を選んだよね。それはどうして？」
「うーん」
「大学に行きたいから？将来の就職が絞られたくないから？」
「後のほうかな」
「これで受験が終わったら、高校生になるけど、不安なことはある？」
「ないよ。まだなったことないし、わかんないかな」
「将来の夢はある？」
「ない」
「大学や専門学校に行きたい？」
「うーん」
「もし行けたら行きたい？」
「うん」
「就職するならどういうことがしたい？」
「さぁ。わからん」
「児童養護施設にいる頃、調理の仕事とか勧められたって言っていたけど、どう？」
「嫌いじゃないけど、まだわからん」
「結婚はしたい？」
「遠い未来だからわからん」
　具体的にまだ考えていないようでした。しかし、日頃の生活の中では、「きちんとお金が稼げるようになりたいなぁ」と話す場面もありました。また、グループホームで共に生活している高校3年生の女の子が、専門学校に進学するため、彼は彼女の様子をみていて、進学してみたいとも話していました。具体的ではないが、少しずつ自分で自分の未来を見つめるようになってきたと感じています。
＊児童養護施設ついて
児童養護施設で生活する彼にとって、困ったことやこれから不安なことはあるか、これからの児童養護施設をどう思うかについて聞いてみました。
「施設にいるから困ったことはある？」
「うーん」
「私が担当で困ったことはあるんじゃない？」
「あー、真理子ねえ（筆者の呼び名）が学校に来ると、『あの人誰？』って聞かれるからね」
「なんて答えるの？」
「『知らん』って言う」
「中学校では自分が施設で暮らしていることは友達に話しているの？」
「誰にも話してないよ。誰もそんなに聞いてこないし」
「小学校の頃はどうだった？」
「小学校のときは児童養護施設にいたから、施設の子は学校にたくさんいたからね。言わなくても、みんな知ってたよ」
「施設から出たときにどんなことに困ると思う？」
「特にない。あ、お金のことは心配かな。おれんちもお金無いしね。（母が）働いてないから」
「他にはある？仕事やっていけるかなぁとかは？」
「ない」
「施設を出て、会社などで施設で暮らしていたことは隠す？」
「聞かれたら話すよ。聞かれんかったら、別に話さないけど」
「これから先も、隆志くんと同じように児童養護施設で暮らす子どもたちは居続けてしまうかもしれ
ないんだけど、何かこうなったらいいのにと思うことはある？」
「ない。そんなこと考えたりしないもん」
　児童養護施設に対して嫌な思いはないようでした。しかし、職員との年齢が開いていない場合は、保護者として職員が学校などへ行くと、不自然さを感じさせてしまうことがよくあります。「授業参観へは来ないで」、「懇談会は遅い時間にして」などとよく言われます。当たり前の感情だと思います。施設で暮らすということを恥じているのではなく、説明に困るのでしょう。隆志くんだけでなく、「あの人がお母さん？」と聞かれて困っている子どもたちはよく見ます。職員と入所児という関係が彼らにはどう消化されているのでしょうか。
*話し合いを終えて
私は彼の気持ちをもう少し彼の言葉にして聞きたかったです。しかし十分には言葉にすることはできませんでした。しかし、得たものは大きかったように思います。ひとつは、彼が自分の未来を見つめ始めていることがわかったことです。過去の話をしている時より、未来の話をしている時の彼の方が生き生きとした表情だったのです。私は、安心しました。もうひとつは、彼の言葉は多く聞けませんでしたが、私の話を彼に聞いてもらうことができました。彼がここにいる理由、母が彼を思ってくれていたこと、職員が一生懸命彼のことを考えていることなどです。彼が聞いてくれた話は、すぐには彼には意味を持たないかもしれませんが、しかし必ず後の人生で思い出されるでしょうし、何かそのことが大事なことになってくれると思います。
*隆志くんへのメッセージ
私が初めて彼に会ったのは、彼が小学校五年生、私が大学4年生の時でした。私が他の子の学習ボランティアで児童養護施設に通っていた頃、よく邪魔をしに、顔を出していました。まだ背も小さく、いつもニコニコ笑って、ウロウロしていたのを憶えています。児童養護施設にいる頃は、私は他のグループの担当をしていました。そのため、彼は私に甘えることもなく、だからといって困らせることもない子でした。たくさんの子どもたちが暮らしているため、「僕が先！！」と言わない、言えない彼は、どうしても何事も後になってしまいがちでした。
　グループホームでの生活がスタートしたとき、数ヶ月で彼の意外な面を見ました。まず何より、彼はおもしろいのです。夜も更けてくると、彼はイキイキと芸人のものまねをしたり、面白い話をしたりします。変な踊りを踊っているときさえありました。職員1人勤務で、大人のいない生活が始まった私には、彼と話す夜のひとときがとても楽しみな時間でした。次に、彼はいつでも冷静に周りを見ることが出来ます。子どもとぶつかっては悩む私に、「今はほっとけって」、「ああいいながら、げんさんに甘えたいだけだって」などと数々の助言をくれました。その言葉に何度も救われました。また、彼は素直に相手の話を聞くことができます。彼と今までたくさん話をしてきました。彼はいろいろな話に耳を傾けてくれました。
そして彼のいいところが分かったからこそ、課題も見えてきました。ひとつは、おもしろい面を周りに知ってもらうために、彼にもっと人間関係を作ってほしいということです。グループホームでは『おもしろいお兄さん』である彼ですが、学校などではまだその面を隠しています。これからまだたくさんの人たちと出会っていきます。そのときに少しでも彼が自分らしく周りと付き合っていけるようになってほしいと思っています。
もうひとつは、彼はたくさんの良い面を持っているのに、自分に自信がなく、何事もあきらめてしまう面があります。「どうせできんし」と彼はよく言います。決してそんなことはありません。彼は今人生のひとつの山である進路・受験に対峙しています。時には気持ちが集中できなかったり、思ったようにできなかったり、結果を出せなかったりすることは誰にでもあります。彼もそんなときはありますが、少しずつ「やってみよう」と思えているのではないかと感じます。それは、彼ががんばって少しずつ出来る自分を見ることができたからです。中学3年生の1学期の中間テストで社会の点数が良かったとき、彼はとてもよい表情をしていました。がんばってみたから、あの表情ができたのです。これは、勉強・受験だけの話ではありません。これから先、人生には踏ん張ってやってみなくてはならないときがたくさんあると思います。隆志くんはやればできます。それを忘れずにいてほしいと、私は思います。中学校の担任の先生は懇談会でこう言いました。「隆志くんにとっての進路は他の子に比べたら大変かもしれない。けど、他の中学三年生はまだ考えてもいない自立を考えながら進路と向き合っている隆志くんはみんなより一歩進んでいるんだよ」その通りだと思います。自信を持ってほしいのです。
彼がカレンダーに書かれたある言葉を見て、「俺はこれがいいかな」と言った言葉がありました。『現在に全力を尽くそう　過去はもうない　未来はまだない』素敵な言葉です。母のもとに生まれ、理由があって彼は児童養護施設、分園のグループホームにいます。今回過去を知ったことにより、過去は過去として大切にしてほしいと思います。しかし、現在を大事にする気持ちを忘れないでください。
いつも口うるさい私ですが、隆志くんに対してこんなことを思っている私を知っていてほしいと思います。隆志くんを見ていると、私もまだまだ踏ん張って生きていかなきゃと思います。共に学ばせてもらっているのだと思っています。いつもありがとう。
*おわりに
「子どもの作文集」を通して、はじめに掲げたことが達成できたのかはわかりませんが、一緒に大切なことを考える機会を持つことができました。隆志くんに伝えたいことを文章にして残すこともできました。
そして、読んでくださった方が今施設で生活をしている子ども達のことを少しでも理解してくださるきっかけになればとも思います。施設で暮らす子ども達は、確かに複雑な過去を持っています。しかし、乗り越えていかなくてはならない課題は皆と一緒だと思うのです。自分の良い面・悪い面を見つめて、山を乗り越えていくことです。　　その手助けをしながら、私自身も乗り越えているのだと思います。彼らの生活の基盤である児童養護施設は、まだまだ足りない部分の多い施設です。子どもに対する職員配置も少なく、金銭的にも余裕はない施設です。しかし、たくさんの地域の方に助けていただいている施設でもあります。読んでくださった方が、少しでも興味を持ってくださることが、子ども達と児童養護施設の助けになるのだと思っています。
［3年後2010年の作文］
『就活中の彼方へ』
近藤隆司　（高3）
＊高校生活振り返り
高校生活といえば、部活・勉強・バイトへの取り組み。部活は弓道部に3年間所属初段を習得して仲間ができました。勉強は大学進学を目指し真面目に取り組み私立大学への推薦をとりつけました。バイトに関しては面接をいくつか受けるがなかなか決まらず、落ち込み気味だった頃にスーパーが決まり、2年ほど続けています。バイトの目的は自立に向けての社会勉強と自動車免許習得に向けての貯金でした。
＊彼の国籍について
彼は日本国籍ではありません。私はその事実をいつ伝えようかとずっと考えていました。しかし、私がタイミングを探している間に、伝えなくてはならない事態になりました。Kくんは高校１年生の冬にアルバイトを始めてみることにしました。そこで、住民票の提示が必要になったのですが、彼の身分証明書は永住登録書だったのです。合格するかもわからないアルバイト先のためにいきなり自分の国籍の事実を知らされるのはショックが大きいのではと心配になった私は、Kくんに内緒でアルバイト先に現状を話し、合否を聞かせてもらいました。店長が「彼は真面目そうで仕事ができそうだ」と話してくださったことを今でも覚えています。そこで、これをいい機会にしようと、児童相談所にて担当の福祉司さんから彼へ国籍について話をしてもらいました。
「そのときのこと覚えてる？」

「うん」
「ねぇ、実は自分の国籍について知ってた？」
「全然知らんかったよ」
「驚いた？」
「いや…驚いたっていうか…」
「まじ？って思った？」
「いや、まじ？を超えたよ。俺、日本語しかしゃべれんけどって思った」
「落ち込んだ？」
「落ち込むっしょ。でもさ、（野球の）金本選手もだしね。やだなとは思ってないよ。いつもはそんなこと考えないし。忘れてるよ。」
　当時の彼はまだまだ自分の気持ちを言葉にできないとこがありましたが、随分言葉にできるようになったのだとまず驚きました。彼の「まじ？を超えた」という表現にそのときの衝撃的な驚きを感じました。まだ国籍で何に困るかわからないが、帰化するかもしれないとも話していました。
＊母について
国籍についての話をした頃、母からもそれについて話をしてもらおうと彼と私と家庭支援専門相談員とで、彼の家に家庭訪問に行きました。母は彼に国籍について話をしてくれました。しかし、国籍だけでなく、父のことや、彼の幼少期の頃の話も始めました。彼の母は言葉選びが下手な方で、いろいろな話を赤裸々に話し始めたのです。内容をすべて載せませんが、父がどんな人で、彼が小さい頃その男性に押入れに閉じ込められことなどを話していました。帰りの車中ではお互いに話し出せず、「びっくりしたね。」と一言だけ交わしたことを覚えています。

「あのときどうだった？」
「ショックの向こう側に行ったって感じかな」
「お母さんとはこれからどうしていく？」
「わからん。めんどくさいな。だって何話したらいいかわからんもん。会いに行ってもシーンってなるでしょ。俺、人見知りするからさ。」
「自分のお母さんにも人見知りしちゃうの？」
「だって１０何年も一緒に暮らしてないんだよ。人見知りするでしょ。」
「卒園したら会いに行ったりするかな？」
「しないんじゃない。」
彼の中の母への期待はほとんどなくなったことを感じました。自分と母との距離の遠さを感じ、それは埋める必要性もないと感じているようでした。良くも悪くも母との関係の現実を知る良いきっかけになったのだと思います。
３年ぶりに彼とゆっくり話をして、私は改めて彼の成長を感じました。「しらん」「わからん」ばかりだった彼が、自分の気持ちを言葉にして、私に一生懸命伝えようとしてくれていました。私と向き合うことへの抵抗感もなくなり、飲み物まで準備してくれて、嬉しそうに最近の自分のこともたくさん話してくれました。表情は自信に満ちていました。高校受験、友人関係、部活、アルバイト、高校の勉強等、向き合うのが苦手だったKくんが、逃げずにすべて向き合ってきたから今の自信に満ちた彼がいるのだと思います。３年前に私が願っていた彼の成長を超えるほど彼は成長していました。彼にはいつも大切なことを教えてもらっています。（高校1年時　担当者：渡辺真理子）
＊ただ今就職活動中
高校2年までは進学したい気持ちが強く大学情報をとりよせ、「つれと会社おこすんだ。」
と夢をもち、自己流勉強法で上位の成績をキープしていました。
3年になり進路と向き合わなくてはいけない状況となり進学するには経済的に難しいということを本人なりに感じていました。
「７：３くらいで就職だと思う。」とポツリとKくんは言いました。
三者懇談会では、担任は進学だと思い大学資料を提示されました。
その後K君は自分から「あのさ、就職に変えたいんだけど」ときりだしました。
担任はKの家庭の事情を理解され、すぐに就職担当の先生を紹介してくれました。
今年も就職難であり、就職活動が他の子より遅れ気味なのがふりでした。
しかしKの真面目さと成績も良い評価に繋がっていました。一週間で希望職種を３つ選び提出しなくてはならない現実に隆司は悩みながらも自分と向き合いました。食品関係で製造の仕事を第一希望として選び「おれさ、人と関わるの苦手だからさ。バイトと仕事は違うし。」｢就職したら一人で暮らしたい｣と言う隆司くんは自分の性格をわかっていました。
「友達は経済学部に進学するから、俺はそいつらと会社おこすために金ためんとな」と笑いながら話すK君。本当は大学に行きたいのだろうなぁと感じました。
しかしKが現実と向き合い就職に向けて動きだしているので、全力投球で応援していきたいと思います。
私は幼児期にK君と出会いました。その頃は母子関係を深め母に子育てを学んでもらおうと施設に足を運んでもらっていました。Kの為にお母さんは努力され施設によく来てくれました。しかし母の状況・K君の成長と共に母と息子が会う機会いは少なくなり心の距離もできてきました。
しかしK君は母に対して否定的ではなく現実を見据えて考えています。
１５年ぶりにK君の担当をさせてもらい、彼の優しさ・高校生活で得た仲間との繋がり・自信に満ちた行動に驚きと共によくぞここまで育ってくれたと感動です。
社会にでれば今までとは違う人間関係・環境の中で厳しい現実と向きあい、悩みも多いと思います。そんな時K君には相談できる仲間がいる事忘れないでいて欲しい。
「君は1人じゃない」いつまでも見守り応援しています。
［インタビュー］

①作文を書いていただいた子どもとはどんな関係でしたか。
（いつ頃から、施設の様子、印象に残っている子どもの出来事）
職員：地域小規模施設に来てから１年半なので、それ以前（大舎の方）の小さいときの隆志君のイージがあり
ます。今は痩せてスリムですが、お家から本園に来た時の方がスマートで痩せていました。施設でい
っぱいご飯を食べて、割とぽちゃっとした男の子になったと思います。
私の中での隆志君の存在は、地域小規模施設にいる私たち職員の癒しだなという風に思っています。
私自身が今までずっと幼児さん担当で子どもとの距離が非常に近い人間だったのですが、ここに来てそういう風では自分がやっていけないというのがすごくわかったんです。でも小学生のこととかで悩んだ時に、フッと隆志君に言うと自分の中にはまる言葉が返ってきたり、彼はそんなつもりはないと思いますが、冗談で言っていることでもストンと落ちて楽になるとか、普通にしゃべれる大人みたいな存在です。1人勤務なので色々と聞いてもらいたい時に同じ職員に聞いてもらえず、そんな時に隆志君に何気なく言って、何気なく返ってくる言葉が非常に私にはぴったりくる癒しです。こんなこと彼には初めて言いました。
②林君の前山さんへの印象や、前山さんとの関係で印象に残っている事はありますか。
子ども：何でも心配しすぎなんだよ。例えば目が見えていないとか言って眼科行けって言うこととか。眼科行っ
たら目悪くない、前と変わらないって言われた。そういうとこ駄目。（笑）
③進学でなく就職を考えているのですね。興味のある事や行きたい所はありますか。
子ども：いや、特にない。わかんない。やりたいことないもん。
④では、どうして進学でなく就職にしようと考えたのですか。
子ども：それは、、、ね。働いた方がいいから。
⑤働いた方が一人で生きて行ける、勉強するより働いてみたい、という気持ちが大きかったのですか。
子ども：うん。
⑥進路に関して前山さんはいかがですか。
職員：今彼はそう言っていますが、本当は彼なりにすごく勉強を頑張っていて、前の担当者も職員たちもそれ
を認めています。そして、彼が本当は進学したいという思いも私たちは必死とわかっています。しか
し、経済的なことなどを考えると、正直、なかなか頑張れって押してあげられるだけのお金の余裕がな
いのが現状です。たぶん彼はそこを察知したのだという事は感じるので、正直そこが辛いです。でも
彼が選んだことだと思うと、今は頑張って就活の応援ができたらいいなと思っています。
⑦中学のときの高校受験はいかがでしたか。（勉強で大変だったこと、進学後のことなど）
子ども：別に勉強とかあんまりしてなかったから。定員割れだったから普通に。
職員：本人はこう言っていますが、私が前年度の担当から聞いたのは、確かに定員は割れていたけれど、現
実として彼は、中学校のときに少し厳しいと言われたところに頑張って勉強して入ったと聞いていま
す。彼は謙遜しているし、定員割れは確かだったけれど、彼はその時中三でしたが頑張っていたと聞
いています。
⑧真剣に向かい合って議論したことはありますか。
子ども：ないと思います。
職員：たぶん私自身が、まだ子どもとの距離のとり方がへたなので、あまり突っ込んだところで言っていない
のが現状でもあるし、正直今の彼に対して言うべきことは今の私にはないです。進路に向けたところ
では彼も最小限ここは言わなきゃいけないという事は私に伝えてくれているので、それに対して話を
聞いたり、学校との調整をしています。
⑨林君が信頼してくれていると感じたときはありますか。
職員：信頼かどうかはわからないけれど、就活や節々での大事なことを、とりあえず私に一番に伝えてくれる
ときに感じます。たぶん彼は、私が担当だというのを無意識に感じて伝えようとしてくれているとは思
いますが、伝えてくれた時にはやっぱりちょっとありがたいかな、一緒に頑張りたいなと思います。
⑩施設退所後、担当した子どもに対してアフターケアなどを含めてどのように接していきたいですか。
職員：彼は来年ここから自立して独り立ちしていきます。ここにいるときは衣食住の保障があり、近くにもいる
ので、なんとなく見えていてわかるけれども、出た後の事に関しては本当に心配です。アフターケアに
関しては、どのくらいという期間ではなく、彼の節目節目に、私や今まで関わってきた職員に対して、こ
この所はこの人に話がしたいなと思う人がいたら、その扉を開いておいてあげる手伝いはしたいと思
います。本園には、何か困ったときに私や私以外の職員に彼が相談できるような体制でやっていきた
いとはいつもお願いしています。でも、隆志君がいいって思えれば、それはそれで良い事なのですが

本当になにかあったときには期間ではなく言ってきてくれたら嬉しいなと思います。そういう関係でい
たいです。
⑪施設で関わった子ども達に対して職員として将来どう生きてほしいと考えていますか。
職員：隆志君を含め、どの子もですけれど、やっぱり私たちが想像するよりももっと色んな所でずっと感
じる事があったと思います。でも、今すごく生きる力はあるので、これからも自分らしく生きて欲しいで
す。特に旅立ちの時期には心配なんだけれども、本当にいつも思うのは、本当に独りじゃないよと言
う事です。これはみんなにやってはいるつもりです。でも隆志君とのやり取りの中では、特に話すと
かはないんだけれども、私の中で彼の言葉を感じうる時はあるので、その応援はしていきたいと思
います。自分のやりたいことを見つけて生きて欲しいです。
⑫職員としてこの仕事をしていて良かったと思ったことはどんな時ですか。
職員：本園からも沢山の子どもたちが巣立っていきましたが、結婚したよとか子どもが出来たよという報告を
フッとしに来てくれたときや、家族を連れてきてくれたときの顔を見ると嬉しい気持ちになりますね。そ
ういう時はやっていて良かったと思います。
⑬あなたにとって児童養護施設は今後どうなっていくことが良いと思いますか。
職員：本園から小規模に来たこともあるので、この６人の子達は本園の子達より人数が少ないぶん、多少なり
とも人間関係のストレスは感じていないのではないかと思います。やはり、大舎よりは家庭に近い方
がいいんだろうなとはイメージ的には思うんですけれども、やっぱりゆくゆくはみんな家庭に帰れれ
ばいいと思うので、家に帰れる状況を作ってあげられたらいいのかなと思います。でもなかなか難し
いです、理想はありますけれども。
［2007年の作文］
『一歩進むのに長い時間がかかっても』
田中　愛（16歳）
愛ちゃんは現在16歳である。愛ちゃんが入所してきたのは親のネグレクトが原因で入所に至った。
＊児童養護施設入所するまでに
入所する前は、父、母、兄、私、妹の5人家族で5階建てのマンションに住んでいました。五人家族・・・。今、考えると家族と言えるのか分かりません。父は4年生の時、母が再婚した年の若い人です。どちらかというと兄と言った方がいいと思える人です。それに私はあの人のことを父親なんて思ったことは一度もないです。今では母親についても親とは思ってもいないし、私が幼稚園の年中だったときに薬物に手をつけていた実父の所に私を置き去りにして出て行ったこともありました。この話は小学校5年生ぐらいに聞いた話だったけれど、その時はまだ私は母親のことが大好きで大事に思っていたので気持ち的に余裕がありました。でも今は、私の家族は兄だけだと思っています。母親は私が中学2年の時また私を置き去りにしました。母親がいなくなってからの生活は大変で、毎日の食べるものが無くて学校の先生にご飯を連れて行ってもらったり、魚の缶詰を買ってきてもらったり児童相談所の人に助けてもらってでも最終的には児童養護施設に入所することになってしまいました。　私は、現在高校1年の16歳です。児童養護施設に入所してから約2年が経ちます
中学卒業と高校入学とこの1年間にたくさんのことがありました、そのたくさんの事と共に学校生活の中での変化もありましたし、児童養護施設の中で人に対する見方の変化もありました。
＊最初の壁
私は1年半前児童養護施設に入所しました、当時は家族と急に離れて暮らすことになった不安、人への不信、部屋から出るのが怖くて仕方がありませんでした。当時は自分の事で本当に精一杯でした。そんな中一番大変だったのは食事の時間です。学童の子だけで35人の中で食事を共にしなければならないこと、私にはとても難しい問題でした。家にいた時の長い期間の不登校、外に出ない生活が約25人という数の中での生活を困難にさせました。不登校、引きこもりをしていたのは親とかは関係なく自分からの行動でした。ですが、少しずつ職員の方々の協力があったことで頑張ることが出来ました。ここで自分にとって辛くならない人数が理解することが出来ました。私の安定していられる人数は10人未満！すばらしいほど少ない人数、この人数で分かるようにこれでは普通の学校生活は送れませんでした。そこで中学生活では特殊学級で勉強していました。毎日好きなように授業の時間割を自分でたてて先生と１対1で勉強していきます。最初は英語の授業でローマ字の勉強をし、数学では約分から通分までをやりました。この中学3年生の1年間で高校受験が出来るレベルまで持って行く事が目標でした。
＊多分反抗期の時期
私は15歳、16歳の時期に児童養護施設に入所しました。その頃はいつものように苛立っていて児童養護施設のセラピストさんに話ていました。セラピストさんは週に１度本人が望めば誰にも口外しないと約束してくれて話しを聞いてくれました。苛立ちを何とか納めようとしたり、理由は並べれば出てはくるけれど、なんだか良く分からない気持ちが多くその時ありました。今となってはこれが世間で言われる反抗期なのかなぁと今では思います。けれど児童養護施設の先生にも言えない苛立ちがそのままになることはなく1人の信頼をおいている人に話が出来たことはとても自分の心のゆとりになっていたと思います。こういう事を考えていると私は昔ある一時保護所の先生のこんな言葉が思い出されます。「人は思わぬところで重荷になってしまうようなことを背負ってしまう事が起きてしまうかもしれない、そんな時、その荷物を隣にいる誰かに預けたり、その誰かに声をかけるのはあなた自身、そしてその荷物を最後にどうするかを決めるのもあなただから。」この言葉は私の頑固な気持ちをいつもちょっと甘えさせてくれ、時には気を引き締めさせ現実から逃げてはいけないことを自覚させてくれる言葉でした。
＊自分と児童養護施設の先生との境界線
私の中で職員の先生とは近い存在の様で遠い存在、勤務時間に来て時間通りに帰って行く、時間通りに帰る事のない人がほとんどだけれど、帰らないからといって嬉しいとは限らないです。それは先生達も生活があるから。もし私達が先生達を引きとめたりしていれば誰かが悲しい寂しい思いをすることになります。家族があるということはそういう事なのだと思います、私は知り合いにはなれるけど、それ以上家族みたいな関係には何年かけても出来ることではないと思っています。そしてそこで一本の線を引いてしまうことで自分自身を納得させることが出来ます。どんな言葉を先生達から聞いたとして私は本気にはしない。こうすることで２度目の納得の出来ない別れはないと信じています。
＊何十年後かの事と自分の家族のこと
現在最初に書いたように公立高校に通っていますが、卒業後の事はこれから考えていくつもりです。家族は今では母と兄の居場所も連絡先も分かっているのでいつでも会うことも出来ます、兄とは今まで何度か会っているのですが、母親とは自分の考えで会うべきではないと思っているので今は会ってはいませんが、自分の気持ちが固まったらいつになるか分からないけれど会って話しをして、自分の思っていることの全部を話そうと思っています。
将来に関する考えに具体的な就職したい進学したいといった事はないけど、こういう大人、社会人になりたいなぁという思いがあります。こんな書き方だと緩い感じがしてしまうかもしれないけど私にはこれが生きていく事に対して大事なことなのではないかと思いました。それは、自分の可能性を信じて物事をすること。ここまででいいとか、自分には出来ないとそこで諦めるようじゃなくて一歩が凄く長い時間がかかることで辛いことだとしても、やり遂げようとしなければいけないと考えています。人のせいには決してしないで自分がどうありたいかをきちんと自分の中に置いて目の前の出来事に一生懸命取り組み、親がどうしようも無いとかそんなの関係なく自分は自分の力でここまできたんだって、十年後でも二十年後でも思える時が来るようにしたいです。
職員　　八木　洋次郎
愛さんが児童養護施設に入所することになったのは、本人が中学2年生の三月でした。母親が継父と離婚し、母子家庭の中での母親の家出。3人兄妹の一番下の妹は継父が引き取ることになり、残された兄妹で、元継父からもらっていた１日500円の食事代でインスタントラーメンを買ったり、中学校の先生から食事に連れて行ってもらったりする状況で生活をすることになりました。母親は帰ってくることはなく、兄妹とも一時保護所に保護されることになりました。そこで愛さんは児童養護施設に入所することになり、一つ上の兄は一時保護所でしばらくした後、寮付きの仕事を見つけました。
愛さんが児童養護施設に入所したばかりの頃は、作文の中にも書かれていますが親子分離したことでの不安や新しい人間関係に対する不安とそして愛さんが入所した施設というのは大舎制で50人の子ども達が１つ屋根の下で生活をしているところなので、日常的に多くの子ども達と関わり合うことがあり、ずっと不登校であった愛さんにとっては、それもまた不安を高める要素になっており、さらに母親に対する葛藤も抱えていましたので、この生活に慣れるまで長い時間が必要でした。この余裕もない状態の中での生活でしたのでトラブルがあったりするとリストカットすることもあり、その傷後が日に日に増していた時期でもありました。
中学校生活の方は、「普通に登校できるようにする」という本人も目標を掲げてはいましたが、30数人がいる普通クラスに入れば「息苦しい…」と、そこで授業を受けることができず、特殊学級で授業を受けることになり、愛さんの気持ちをよく理解してくれていた先生の個別授業で、遅れていた学業も、一生懸命取り戻そうとする姿が見られていました。児童養護施設生活も学校生活もがんばり続けている生活は、やはり心理的に負担が大きく、時々休憩をするような場所として適応指導教室を利用しながら中学三年生の1年間過ごしていました。
そしてなんとか公立高校に入学することになりました。高校生になってからは、見違える程の変化がありました。高校には毎日登校をして、普通クラスの中で勉強をし、部活動にも入部し、今は朝の練習から夕方、日々がんばりながら、児童養護施設生活内でも趣味の写真を撮っては、新聞社に送ったり、ギターの練習をしては施設祭で大勢の前で発表したりと活動的に過ごしています。このように高校生になってから目覚まし成長をみせていますが、全く心配材料が無くなったわけではなく本人の作文の中にも書かれてありますが、自分の将来像だったり、自分なりの目標をもちながら、そしてゆっくりと、自分史や家族史も振り返りながら、しっかりとした自己が形成されるように今後も成長してほしいと願っています。
［3年後2010年の作文］
『私の今の気持ち』

田中　愛（１９歳）　

大学の入学式から４ヶ月が経ちました。大学生活が始まってから、やっぱり色々なことがあり、新しい友達、高校時代の頃とは全く違う授業、あの頃とは少し変わり始めた不安が生まれてきました。あの頃は楽しい事だけを想像していました。厳しい社会のこととか、1人の寂しさなんて､たいしたことないかなって考えていました。でも、やっぱり実際は本当に苦しいと感じたり、施設で生活していた頃、どれだけ守られていたかを強く感じます。

正直、施設にいた頃は、同じ施設の子たちとけんかになったり、人間関係のことでイライラしたり、大人に対しても、何かとむかついたりすることがよくあって、いろんな人にそのイライラをぶつけていたんだなあと、振り返って思います。けれど、今一人で生活していると、当たるところもないし、失敗したりすると自分が辛くなっていくだけで、あたりまえのことだけど、自分のことに責任がついてまわっていることを肌で感じています。

今、私は大学で法律について学んでいます。法律は人に多く関わることができ、多くのことを広く知ることができます。テストなどは難しくて大変ですが、調べることでまた私の中でまた新しい知識が追加され、成長できそうだなあと感じます。ですが、大学は勉強だけが全てだと思っていません。サークル活動や学生間の交流など、やっぱり人と人の間には色々なことがあるもので、上手くいかないことがたくさんあって、どうしようもないくらいの気持ちになることもあり、逃げ出したくなることもあります。でも、私は、本当の意味で逃げ出すことはしたくありません。なぜかというと、私は以前、施設の先生に大学に行きたいと言いました。あの頃、たくさんの夢を私は生意気にも語りました。だから、私は、あの頃の私を口だけの私にしたくありません。

今、本当にたくさんのことを悩みます。不安になります。そして答えがほしいのにやっぱり見つからない。そんな時、私は施設の先生の話をゆっくりと聞きたいと感じます。すごく色々なことに疲れた気持ちになった時、大学を休んでいた時がありました。私は大学のレポートを書くためもあって施設の方にお邪魔しました。先生たちはいつも退所した私でも、パソコンを貸してほしいとお願いすると、笑顔で迎えてくれて承諾してくれます。そしてレポートを書き終え、帰らないといけないは感じているけれど、やっぱりもう少し話しをしていたい時、施設の先生は紅茶を入れてくれて、本当に夜の遅い時間で先生たちも疲れているのに、私と話しをしてくれました。先生に今、自分が思っている不安と、欲しい答えが見つけられないことについて話しをすると、今は答えが見つからなくていいものだと言ってくれました。その言葉は答えを探すことに焦って、大事なことが見えにくくなっていた私を落ち着かせてくれました。大事なことは、急いで答えを探して大人になることじゃなくて、自分で追いつめながら生きていくことじゃなくて、ゆっくりでもいいからたくさんのことを経験すること。それは楽しいことだけじゃないけど、大事だということを気づかさせてくれました。

母親のことについては、連絡を取らないようにしています。私の中でまだ母のことは整理が出来ていない事が大きな理由です。やっぱり考えるとむかついたりしますが、自分は自分の人生を歩んでいきたいと思うし、今はまだ、正直、割り切りたいけど、そうできない気持ちなので、これはこれと置いといて今の生活に影響のないように考えていきたいと思います。ですから、今も、私と母の時間はずっと止まったままです。いつか会うときが来たとき母のことが理解出来るまでにお互い成長していけたらと考えています。

今のわたしはには、まだ、分からないことが多いし、色々な事の答えが見えないけど、今は、答えが見えないことが答えだとして、これから続く大学生活や日々の生活を過ごしていきたいと思います。

職員　八木　洋次郎
現在、愛さんは短期大学の１年生になりました。愛さんの作文の中に色々な事柄に対しての心境が書かれていますが、施設を卒園して進学するという大変さやこれまでの進学するにいたった経緯、関わりなどを振り返ってみたいと思います。
前回の作文集に、高校生になって部活動をがんばる姿や趣味のギターを通して表現する姿などがありましたが、その後も、引き続き学校生活は充実して過ごしていたと言える状況で、3年間ほとんど休むことなく登校することになりました。厳しかった部活動でも引退する時には涙を流す程、一生懸命に取り組み、施設での生活面については、人間関係のことで悩んだり、職員とぶつかったりと気分の浮き沈みはありましたが、愛さんなりに成長している姿が見られていました。また、とある団体の歌を作曲して、それをいろいろな所で発表したりといろいろな経験を重ねてもいました。
高校２年頃からは、漠然とでしたが将来について話しをするようになり、また施設出身者で大学に進学した方の話しを聞く機会を設けたりして、徐々に進路選択について本格的に考える時期を迎えることになりました。愛さんが自分自身の将来を考えていくにあたって、改めてこれまでの自分自身をみつめ、これからの具体的な道筋を考える機会をつくっていくことにしました。また、１８歳で措置が解除され、１人で歩んでいくこと、厳しい社会に出ていかないといけないことなど現実を伝えていくこと、家庭のこと、母親のこととも向き合っていかなければなりませんでした。その中で愛さんの口から「高校で授業以外のことが勉強になった。不登校だった時期があったから、学んでこなかったことがたくさんある気がする。いろんな先生のいろんな考え方とか、その人柄とかも。部活動での先輩後輩関係とかも学んだ。」「大学に行ってもっと、いろんなことを学んで人間的にも成長したい」また「もう親に期待しない」と、いろいろな気持ちや意思が明確になってきました。担当職員から見ても、充実した高校生活があったのも先生から授業だけでなく様々なことを教えてもらい、学びの大切さを実感していたことと、現状の愛さんを見ても、積み残したことを取り戻すために様々な要素がつまっている学校教育の必要性や視野をもっと広げていくことが愛さんの成長にとって必要であると感じ、関わりの中から進路の方向性が徐々にはっきりと見えてくるようになりました。
しかし、施設を卒園して、大学に進学するということは簡単なことではなく、担当職員として当初はその進路に、特に経済的な面での心配が先行していたのも事実でした。居住地を転々としている母親のサポートは受けられない現状から、自ら生計を立てながら学業に取り組むために寮付きの新聞奨学生の説明会に参加したり、働きながら学生をするといっても、どのくらいの費用がかかるのかを算出したりする中で、具体的に考えれば考えていく程、置かれている状況と現実の厳しさを目の当たりにすることになりました。結局、住まいについては、施設に隣接する退所児童支援施設を利用してそこから通える大学ということで考えていくことになりました。また同時に、本人の経済的負担を少しでも軽減するために、施設から進学する子どものための奨学金や助成金申請を行い、何枚も何枚もお題に沿った作文を書いていきました。そしていろいろな面を考慮し、最終的には公立の短期大学を志望し受験することになりました。
そして4月、期待と不安を抱え、短期大学に入学をし、新しい道を歩むことになりました。大学生活は、本人の作文にも書いてあるように、楽しいことばかりでなく、また新しい不安や葛藤を抱え、社会にでたことの寂しさや厳しさを目の当たりして日々を過ごしています。施設の隣に住んでいるので、会うたびに話しをしたり、時々ご飯を食べに行っては、ゆっくりと近況を聞きながら愛さんとは関わっています。施設として充分にバックアップ体制が整っているとは言えないですが、出来る限りの愛さんの相談や要求には応えていけるようにしていきたいと思っています。
18歳で措置が解除されはしましたが、施設や職員との関係は簡単にきれるものではないので、困ったときや自身で答えが見い出せない時は、近くの大人に相談をしながら、けれども自分の意思を大切にしながら、まずは一つめの目標、短大を卒業すること、そして自身が描く自分像に徐々に近づいていけるように歩んでほしいと思います。今、こうして振り返ってみると、現在も新しい生活のなかで不安を抱え、本人には自身の成長が見えなかったり気づきにくいかもしれませんが、確実に成長していると感じますし、様々な問題を徐々に乗り越えてきた結果だと思います。

[インタビュー]
①二人の関係は？
職員：施設に来てから。中3の時に来たから3年半ぐらいになる。
②どんな子どもだった？
職員：来た時と卒園する時はだいぶ変わった。成長が著しい子だなという印象。中2の3月に来て、中3の1
年間はこもっていた。あまり外に向かうことがなかった。公立高校に入ってから、部活やボランティア、
ギターと覚え始め、変わってきた。
③印象に残っている出来事は？
子ども：あまり思い出せない。（笑）分かんない。プラスの面はあまり思い出せない。マイナスが大きかった。
④マイナス面、例えば？
子ども：やっぱり来たばっかはしんどいし、現実受け入れるまでが結構時間かかるし、迷惑いっぱいかけた。
仕方なかったといえはそうかな。今だからそう思える。あの時は何が悪いのかも分からなかった。
職員：１番最初、ここに来る前は一時保護所にいた。お兄ちゃんとＭちゃんという兄弟ケース。両親共が子育
てできない状況になって、兄弟2人になって、兄弟がバラバラになってしまうという印象を最初に受け
た。定員などの関係で兄弟が別の施設になってしまうこともあるから、その辺は何ともならないのかな
あと思った。それで、ここにきてからは・・・何が印象？？手首切ってたこととか。（笑）内向きの時はい
ろいろ心配することが多かった。正直、中2の終わりで高校進学とかどうしようかと。もともと不登校だったので1年間でどこまで変わるのかなとか。100％じゃないんだけど、一応高校進学しないと施設になかなかいれない状況でもあるから、なんとか高校進学のために。次第に勉強を頑張り始めて、ギターを中3の夏に初めた。ギターとやりながら、特別支援学級で個別授業を受けていた。その変わり様が印象的だった。あと、クラスに入れないというのがすごく印象的だった。子ども：なんか、どうしても恐かった。
職員：息苦しいって言ってたもんね。
子ども：学校行かないのが続きすぎて、行くことが当たり前ではなかった。最初は大変だったけど、高校へは
行けるようになった。
職員：高校選択をするときに、クラスに入れないというのは致命傷で、少人数編成のクラスでも、同年代の子
がいるわけで、選びようがないじゃんってね。最初は夜間の方とか、でなるべく少人数の高校を探しな
がら。
子ども：やってこなかった分、高校でできて感動することが多かった。「教室でこうやって座ってる！」「先生に質
問しちゃってる！」みたいな。そういう1つ1つが嬉しかった。あと、人に恵まれた。部活の先輩もすごく
守ってくれたし。
⑤家族と連絡は？
子ども：お兄ちゃんとはとってます。お父さんは元々他人だから、それは、連絡とらないってことになってるの
で。お母さんとは筋が違うので、お母さんが連絡とりたいって言っても、おかしいじゃないですか。自
分のやったことをきちんと意識してほしいので。
職員：ここに来てから1年ぐらいはなかなか連絡とれない状況だった。半年後ぐらいで場所が分かった。なか
なか向こうも、自分の生活などで忙しいみたいで連絡がとれないでいて、それから結局あまりとらなか
った。今は九州の方に行かれてて、仕事はしてない。まだまだお母さんの方も自分の生活でいっぱい
だから、関係はなかなかいい方向には向かってない。今回の大学進学の際に保証人の関係とか、お
金のこととか、緊急報告を含めて連絡はするようにはしていたが、とれたりとれなかったりという感じ
だった。お兄ちゃんは、突然見えたりとか、まあ連絡はとって、来るね。
子ども：お兄ちゃんはちゃんと働いています。でも、信頼はしていない。一緒に住みたいって言われても住め
ない。今は家族が一緒になるときではないと思う。
職員：何十年後か先だよね。連絡を重ねると親子関係とか家族の在り方が変わってくる。今はこのままでいい
と思う。
⑥大学進学でなにか問題は？
子ども：それはお金ですね！！お金とお金！あと、住まいのこと。何かあった時に誰にも頼れないってとこが
見えてなかった。
職員：ちょうど移転のことが進んでいて、今年いっぱいで引っ越しするのですが、これまでの卒園生も心配す
る子もいて、社会出るんだけど人間関係がとか仕事が大変でとかで寮付きの仕事を飛び出して、帰る
とこがない場合、戻る場所として、退所児童支援施設に住んで通うという形が1番現実的かな。三重の
津の方だから、その辺の近くに住んで通うのも検討したけど、いろんな交通費や寮費、光熱費など考
えると、ここから通った方がお金の面では良かったのでここから通っています。
子ども：お金だけじゃなくて、全部断ち切ってあっち行っちゃうと、ダメだったと思う。
職員：ここでいろんな人間関係を築いてきたわけで、そこを切って1から始めるっていうのはあまりにもリスク
が高いだろうし、ここだったらちょっとしたことでもすぐ相談受けれるし、安心感があるのかな。お金の
方は、高校時代に貯めて大学時代に貯めて、卒業した時に授業料の分払ってくれればと考えていた
が、まあ高校時代そんなに貯めてない、今もなかなか貯まらない、という状況で悩みどころ。大学に
行けた理由の1つとしては、ここの施設独自のエコ基金というのがあって、卒園した子が専門学校と
か大学とか行った子のために蓄えを作ろうというためにやっている。また、奨学金制度でいくつかの
団体のものとか、みらいのイメージソングを作ってのお金、わずかなバイト代で1年分はなんとかなっ
ている。残りの1年分の30万ぐらいをどうしようか考え中。以前より奨学金制度とか高卒後の進学に
関する支援団体とか、意識が少しずつ高まってる気はする。
⑦どれくらいのペースで2人は連絡をとっている？
子ども：結構来ます。まだ離れられてないから。親離れが遅いって感じ。1週間に1回ぐらいは顔出してる。人
にとってはなんでもないことでも、私にとってはなんでもあること。物事を大きく受け止めすぎちゃうか
ら、それがマイナスのなるときもある。
⑧2人が真剣に向き合って対決したことは？
子ども：口論はめっちゃある！私はすごい主張するから、4大に行きたいとか。高3のそういう時期にいっぱ
い話したよね。
職員：反対はしてなかったんだけどね。施設の中でもいろんな立場でいろんな事を皆さんでお話しされるの
で、どれも間違ったことではないと思うし、四大行って女の子で400万の借金を背負って社会に出て、
家庭の基盤があったりすればやっていけるのかもしれないけど、ない子でそれだけ背負って結婚と
か出産とかいろんな事考えるとリスクが高いんじゃないかとか、高校出て働いてＯＬさんやったりって
いう職員いたり、アグレッシブに攻めていけっていう職員もいた。
子ども：園長が好きなようにやらせてくれた。
職員：本人もよく言ってたけど、高校の授業で学ぶことと先生からいろいろ教えてもらうことが多かった。そう
いう学校教育を小学校の時代からずっと受けていなくて、欠落してた部分があって、本人が学校教育
を受けたいという意思が強かったので、なんとか大学に進学して2年間学んで社会に出ると本人のた
めになるのではと考えた。
⑨お互いに、どういう時に信頼してますか？
職員：いろいろと話をしてくれることですかね。なかなか昼間は忙しかったりするから夜に聞いていけたらと
思うし、やっぱり岐路に立った時の判断は迷ってるし、誤る時もあるし、そういうのは聞きたい。
子ども：これからは進路だから。厳しいらしいけど、どうにかしなきゃいけない。動物関係の仕事につきたいけ
どなかなか難しい。
⑩これからどのように生きていってほしいですか？
職員：今19歳で、まだこれからいろんなことが待ってると思うので、やっぱりいろんなことに挑戦してほしい。
何もしないで止まって悩むよりかは挑戦して失敗もして、なるべく多くの失敗をしてそこから学び得るこ
とって多くおると思うので、自信を持って自分の選んだ道を突き進んでほしい。
⑪みほさんはどういう人生を歩みたい？
子ども：人に恥ずかしくない生き方をしたい。ここの子が少しでも、私を見て、大学行きたいとか、こうなりたい
とか思ってもらえるようになりたいし、人生でいうと、自分の中の信念を曲げないようにしていきたい。
今までずっと逃げ続けてきた感じだったので、長い間の休みをとったって感じがしてて・・心の中で。
だから、何かしんどいことが起きたとしても逃げちゃだめだって思っていたい。休んだ時間をきちんと
頭に入れといて、休んだ分を取り返したい。誰よりも頑張らなきゃいけないし、誰よりもいろんなとこ
に行っていろんなことしてかなきゃいけないし、そうじゃなきゃ置いてかれちゃうっていうか。まずは
逃げないこと！
職員：アクセル全開すぎるのもどうかと思うけど。
⑫職員をしていて良かったと思うことは？
職員：やっぱり、子どもの成長を見れること。幼児さんみたいに、明らかに背丈が伸びるとか、できないことが
できるようになったとかではないんだけど、中高生はいろんな心の葛藤を乗り越えたりぶつかったり
する中で、それでも1つずつ次のステージにみんな向かっているので、その辺を近くで見てて、やって
て良かったと思う。直接関わってるからこそ感じ取れるものがあって、良い方向に向かってることもそ
うだし、中にはちょっと傾いてる子もいるけど、そこにどう自分が関わっていけばいいのかとか考えて
いく過程はやりがいでもある。18歳で形上は切れてしまうけど、人間関係は卒園してからも繋がりとい
うのはあって、何年か前に卒園してった子が結婚したりとかの報告を受けるのもすごく、この仕事して
て良かったなと思う。ここも建物はなくなるけど、結局は子どもは建物に帰るというよりは人に帰るとい
う感じがあるので、新しい建物になると、卒園した子は思い入れがない場所になるけど、そこに残って
いる職員は続けられるように、また、自分も続くようにしたいというのはある。
⑬今後、児童養護施設はどうなっていくことがいいと思いますか？
職員：子どもを守る仕事が施設職員の役割で、守るためには職員も守られてないと、子どものことが二の次、
三の次になっちゃうので、そういう意味では労働環境を整えることが大事だなと思う。人員配置のこと
とか研修体制。仕事について、みんなプロフェッショナルかっていったらそうではなく、子どもと毎日実
践してだんだんと経験を積んで、この仕事は育ちに関係する仕事なので、個人の育ちに影響する。来
てる子どもたち十人十色の個性を持っているので、研修でもう少し職員が、こういった子どもにはこう
いう関わりがちか、心理の勉強だったりとか、制度面のことだったりとか、広く学ぶ機会というのは常に
与えられていて、学びながら、毎日の援助ができるような体制になっていくと、今よりは職員が辞めな
くても済むだろうし、子どもの笑顔も増えるだろうし、と思う。配置の話はここ30年ほど変わってない。
ずっと6：1のまま。これからのあまりそこは期待できないから、職員の資質がもう少し高まるような、個
人の力量が高まるような形が作られていくといいと思います。
子ども：施設の在り方は・・。いつも子どもの個性とか雰囲気とが変わる。大人がどうであるべきかでも変わっ
てくるし、職員によっても変わってくる。固定概念を持ってほしくない。子どもたちで言えば、自分はで
きないとか自分は施設にいるから愛されてないんだとか、そういうものをどっかでやっぱり持ってる
から、大人で言うと、この子はこうなんだとか、職員が少ないから、1人の子に思いがあるし。変わら
ないんじゃないかっていう諦めもある。施設ごとで違うし。今の子たち見てると、怒ってる子とか目立
つし、不安がってたり、出し方が雑な気がする。「私はこうでこういうことがしたいんだ」っていう説明
ができない子が多い気がする。大人と子どもがもっと話せる場を作っていければと思う。でも今の子
たちは1：1だとなかなか怒って言うだけとかだよね。子ども同士の関わりも少し薄くなっている。大人
と子どもが話せる場と時間を作るのが大事だと思う。
[２００７年の作文]

　　　　　　　　　『私にとっての家族』
橘　渚（高３）
渚さんは現在高校3年生である。父母の離婚後、兄弟四人で児童養護施設に入所した。6 歳から18 歳までの12 年間を児童養護施設で暮らした。母とは、入所後もやりとりがあり、現在は母の新しい旦那さんを『本当のお父さん』と慕い、新しい家族7 人で生活している。

 ＊入所に至る状況と施設での生活

私は児童養護施設に入った日の事をハッキリではないけれど覚えています。6 歳の時のことです。見慣れない景色を施設に着くまでの道のりの間、車の窓から見ていたのを覚えています。車には母と兄、私、妹、弟が乗っていました。児童養護施設に着くと母から離れ知らない大人の人と外で遊んでいました。しばらくして私たち兄弟4 人の荷物は児童養護施設の職員に渡され、母は私たちに何かを告げると行ってしまいました。母が言っていたことは、当時の私は物心がつく前の年齢でよく分かりませんでした。ただはっきり覚えているのは、自分たちがこれからどうなるのかという不安。私たちは少しすると食堂に連れて行かれました。そこで自己紹介をしてもらうのですが児童養護施設に住んでいるみんながいっせいに自分たちを見ていて、緊張していたのを覚えています。夜になると年上の子3 人くらいの子たちと私と妹、弟と一緒の部屋で寝ました。その日弟はいつもいるはずの母がいないからなのか泣いていました。私はそのときなぜかとても寂しく感じました。その日から母のいない児童養護施設の生活が始まりました。

私は6 歳から18 歳までの12 年間、ずっと同じ児童養護施設で生活してきました。だけど児童養護施設を自分の家だと思ったことは今まで一度もありません。理由はきっと自分の意思で施設に来たわけではないからだと思います。なぜ自分はこんな所にいるんだろう・・・学校から帰ってくるときなぜ自分の帰ってくる所がこんな所なんだろう・・・なぜ帰ってきたときに「お帰り」と言う人が赤の他人なんだろうと思っていました。母の顔を見たのは、そして母の手料理を食べたのは、もうどれくらい前になるだろう・・・。手料理でよくお袋の味なんて言うけど、母の料理の味を覚えていない自分。きっと児童養護施設で生活しているほとんどの子は、こんな所に来たくなんかなかった・・・。親に連れてこられてしまったからしょうがないから・・・そう、ここで生活するしか生きていけないからしょうがなくただいるだけ、そう思ってきました。私は家族で過ごした時期の記憶がほとんどないから、家族というものがどんなものなのか分かりません。

児童養護施設生活ではあまりいい思い出がありません。私の中での最悪な思い出は中学2 年生の秋。私は高校生の美樹さんと同じ2 人部屋で、美樹さんが3 日間修学旅行でいないときにその事件は起きました。私は部屋に1 人になり、寂しかったので別の部屋に移動して寝ていました。その日の夜、部屋にいた1 歳下の由希ちゃんが他の子が寝ている中、起き出しました。私はその時、眠っていましたが気配に気づいてわずかに目を開きました。由希ちゃんは同じ部屋の子が起きていないか辺りを見回し、そのあと隣の部屋の私と美樹さんの部屋に入っていったらしく、照明がつくのを見ました。私はその時は眠くってあまり深く考えずにそのまま寝てしまいました。

次の日に美樹さんが帰ってきました。私が他の子の部屋で遊んでいたら、美樹さんと由希ちゃんが来て、私にいきなり「お菓子パクッたでしょ？」と言ってきました。もちろん私は身に覚えがなく否定しました。なぜ私が疑われたのかというと、私の机の上に美樹さんのお菓子の空袋があったからでした。それを聞かされたときに私は『やられたっ！』と思いました。お菓子の空き袋を第一に発見したのは由希ちゃんだったのです。由希ちゃんと美樹さんはそのとき一番仲がよかったので、まず由希ちゃんが疑われることはなく、同じ部屋の私を犯人に仕立てあげることくらいは簡単だったわけです。その後しばらくは私の生活は悲惨なものでした。犯人扱いされたおかげで、部屋に美樹さんがいるときは気を使って入ることができず、寝る時には職員の知らないところで部屋から抜け出して、他の子の部屋で寝ました。こそっと抜け出していたということもあり、布団を部屋から持ち出すことができずに、夜寒くて寝れずにいました。

当時美樹さんが女子のボス的な存在だったので、周りの女子のほとんどは美樹さんの味方で、あえて美樹さんの喜ぶようなことをしていました。ある時、由希ちゃんは私のロッカーの鍵を勝手に持ち出すと、私の物をロッカーの中から捕っていってしまうという嫌がらせをしました。こんなふうにしてしばらくは、辛い生活を強いられてきました。

しかし、それも我慢の限界でした。職員に言ってもきっと何もしてくれないだろうと思い、母に連絡して職員に部屋を変えるように言ってもらいました。そして部屋を変えてもらったことで、ようやく私の生活は事件が起こる前の状態に戻りました。今だから言える事です。
＊児童養護施設職員との出会い

今までずっと児童養護施設にいて色んな職員に出会いました。私が小学校低学年のとき帰省から児童養護施設に戻ると、弟は母との別れが辛くて泣いてしまいました。母の姿が見えなくなっても玄関先で母を求めて泣いている弟の姿を見たとき、私も悲しくなって泣いてしまいました。その時、一人の職員が私をひざの上に乗せて泣き止むまでずっと頭をなででくれたことを覚えています。でも自分の本音を言える職員がいませんでした。小さい時はただ無条件に職員に甘えるだけで、人を信じるとか信じないとかそんな感情もなかったけど、歳を重ねてくるごとに、大人を信用しなくなり一時期は誰も信じれなくなっていました。親友と思ってる子や自分の家族でさえも信じれなかった。信じるって何？信じるって何をもって信じるって言うの？何もかもが分からなかった・・・。

『職員は、私たちの気持ちなんて分からないくせに、ただ歳が上で大学を出たっていうだけで、職員はうちらにものをいうなんて偉そうなことすんなっ！同情で児童養護施設で働いてもらっても、うっとおしいだけ。私たちは可哀想なんて思ってもらいたくなんかない』そう思っていました。でもそんなことを思っても何かが変わることはないと思って、考えるのを止めにしました。だって家庭で過ごせなかった自分のひがみにしかならないから。

私は、今まで普通の家庭で過ごしてきた人たちを自分より下の人間だと見下していました。両親の愛情を受けて、なに不自由なく過ごせて何かあったらすぐ親に頼って、でも親が自分の思い通りに動いてくれないと親を悪く言って。親の有難みなんてこれぽっちもわかっていない人間を馬鹿にしていました。でも一番のバカは自分でした。

＊私の家族

高校1 年生の秋に母とメールでケンカをしました。きっかけは友達にクラブ（遊興）に誘われたため、母にメールで“今日友達とクラブに行きたいから帰省したい”（児童養護施設では認められないため、帰省という形をとろうとした）と送ったことでした。母からは『当日に行っても無理だよ』と返ってきましたが、仕事もあるから無理なことくらいは私にだって理解できました。しかし、そのときの私は精神状態がおかしくて、今まで母親に不満を貯めていたことが一気にあふれ出て、ひどい事を言って傷つけてしまったのです。『私が寂しかったときにそばにいてくれなかったのに母親面しないで』とか何とか・・・いろんなことを言ってしまいました。母からは 『お金が欲しいときにだけお母さんを利用してるくせに。そんなこと言うんだったらこれからは自分でなんとかしなさい』みたいなメールが返ってきました。『なんて母親なんだ、あんなの親でもなんでもない！』と思いながら沢山泣いてしまったことを覚えています。そのあと、兄やおばあちゃんや親戚にメールで『母親と縁切ったから』と送ったらすぐに兄から電話がかかってきました。あの時、兄やおばあちゃんから心配して連絡が来たことは嬉しかったです。私は電話で兄に内容を話そうとしましたが、泣けてきてしまって話すことができませんでした。母にひどいことを言ってしまった後悔からなのか、母親に見捨てられてしまったと思ったからなのか、とにかく泣けてきました。当時の私は母親の気持ちなんてこれっぽっちも分かっていませんでした。むしろ自分たちはいらないから児童養護施設に入れられたのではないか、本当は自分たちがいなかった方が、母にとって幸せなんじゃないかと思っていました。ケンカの後は２ヶ月くらい母からの連絡を無視して、留守電も入っていたけれど自分では聞かずに児童養護施設の職員に聞いてもらっていました。でもずっとこの状態ではダメだと思っていたときに、高校の三者懇談会に母親が来ることになりました。面と向って話せるチャンスかもしれないと思いました。話し合う機会が与えられ、母と話しているうちに、今まで私は母のことを誤解していたことに気がつきました。母は私たちの父親と離婚した後にとても苦労してきたこと、そして児童養護施設に入れることでしか私たちは生きてこられなかった事など、私が知りたかったことを話してくれました。母は私たち兄弟4 人をちゃんと愛してくれていたんだ。そばにいて与えるだけが愛情ではないんだと知りました。

しかし一方で、母からの話しを聞いて今度は父に憎みや怒りを感じ始めました。まさか父がそんな事をしていたなんて・・・私はきっと一生父親を許すことはできないと思いました。そして父親は最初からいなかった、そう思うようにしました。それは今現在も変わっていません。それに父と過ごした記憶はひとつも覚えていません。ただひとつ覚えているのは、父が家から出て行っていったときの記憶です。昔、おばあちゃんの家にあった私のアルバムを見たときに、家族六人で幸せそうに写っていた写真を見たのを覚えています。まさかそのときは、こんなことになるなんて誰も思っていなかったと思います。

私はときどき、もし今家族で過ごせていたらどんな家族になっていたんだろう、と考えるときがあります。でもやっぱり父親が悪い人だから、きっと今のように児童養護施設の生活になっていたんだろうなと思います。父のせいで全てを壊された。すこしでも私や母に愛情があったなら、会いにくるなりできたはずだし、現実問題お金を送ってくるはずだし、父は私たちに愛情なんてなかった。その証拠にこの14 年間1 度も父からの電話や手紙などなく、母にお金のことなどですべて背負わせていた。きっと今頃は私たちのことなんか忘れているに違いありません。そんな人を誰が何て言おうと許せるわけがありません。私は母から父のことを聞くまで父のことを忘れた日はありませんでした。きっと父は、何かどうしようもない理由があって離婚して私たちの元からいなくなったんだ、と思っていたのにまさか私たちを裏切って私たちを捨てていったんだなんて、と思ったら今まで父のことを思っていた自分が情けなくって、馬鹿らしくなってきました。父親が憎い、どうしても許せない。そんな感情が出てきました。これからもきっとこの思いは変わらないと思います。

母は父のことをどう思っているかは聞いたことがないから、どう思っているのか分かりませんが、父と出会って私たちを産んだことに後悔はしていないか不安でした。もし産んで後悔しているなら、母親に必要とされないなら、自分は生まれてきた意味がないと思います。　

でも母はきっと、自分たちを産んで後悔していないと思います。私の思い込みかもしれないけど・・・。私は母に必要とされているならこれ以上の幸せはないと思います。これに気づけるのに何年もかかってしまいました。私にとって母は尊敬できる人だし、母も含め兄弟は私の一番大切なものです。昔の私だったら絶対こんな感情を持つことはできませんでした。大切なことに気づけてよかったです。

そんな母も2007 年に大切な人と結婚・妊娠をしました。私は相手の方と6 年生の運動会のときに初めて会いました。そのときは母から仕事仲間と聞かされました。そうなんだと思う反面、本当は恋人なんじゃないかなと思いました。でも母の口からは恋人と紹介されませんでした。しばらく日が経つと、母はその男性と一緒に暮らし始めました。

初めて母と恋人が一緒に住む家に帰省したとき、母が住んでいる生活を見てここには母の生活があるんだ、と思い悲しくなりました。なぜ自分たちはこの環境にいないのだろう、なぜ一緒に暮らせないのだろうと思いました。それからはあまり深く考えるのをやめました。考えてもどうにもならないからです。内心私は、どうせまたすぐ別れるかもしれないと思っていました。帰省しても相手の方とまったくと言っていいほど会話もせず、そんな状態が四、五年続いていました。相手の方も私たちに喋りかけることもなく、私たちもどうしたらいいか悩んでいました。いつも用事があるときは、お互いに母を通じて用事をすましていました。きっと、こんな状態がずっと続くんだろうなと思っていたときに、結婚するかもしれないと言われました。そのとき私は母に「おめでとう」が言えませんでした。自分でも理由は分かりません。それからしばらくして、母の妊娠が分かり電話がかかってきました。聞かされたとき私は泣きそうでした。それはうれしかったからではありませんでした。母にも新しい家族ができる、私たちがしてもらえなかったことがその子はしてもらえるのかと思うと悲しくなったからだと思います。母に新しい家族ができる、私たちはどうなるのだろう、私たちはいないほうがいいのかな、その方が母も母の旦那さんもこれから新しい家族三人で幸せなんじゃないのかなと思いました。旦那さんも母と自分の子どもができることによって、きっとこれから私たちを邪魔に思う日がくるかもしれない、ひょっとしたら既に今までにもそう思ったことがあるかもしれない、そう思いました。

私はこれからどうしたらいいか考えていました。あまり関わらないほうがいいのか、自分の母親なのに他人に思えてきました。そんな中、兄を除き私、妹、弟は母の入籍と共に旦那さんの養子となっていました。ある日、母は用事があって旦那さんと児童養護施設に来ました。ちょうど母達が来る前に、施設を3 年前に卒園した兄も遊びに来ていました。

母の用事が終わって玄関を出ると、旦那さんと兄が話していました。自分たちも話しているところに行くと最初は気まずかったけど、兄と旦那さんが話しているうちに、自分達も自然と話しに入っていけました。

母、旦那さん、兄、私、妹、弟でたわいもない、くだらない話しで笑い合うことができ、楽しかった。お父さんってこんな感じなのかな、とか家族ってこんな感じなのかな、とか私が今まで欲しかった家族ってこんな感じなのかなと思いました。きっと今まで当たり前のように家族がいて、過ごしてきた人たちには絶対に解らないと思います。家族とたわいもない話をする、それが私にはとても嬉しく幸せと感じました。こんな時間がこれからもずっと続けばいいのにと思いました。

それから時が経ち2008 年のお正月に、おばあちゃんの家に帰省した時のことです。朝、私と弟は散歩にでかけ、そこで弟と一緒に旦那さんのことを何て呼ぶか話し合いました。

私たちと出会ったのは小学生の頃だけど、今はもう自分の本当の子どもがいるし、私たちもみんな高校生以上になり、自分で稼いで生活もできなくは無い歳なので、私たちを自分の子どもとして見ているのか、自分たちのお父さんになってくれるのか不安でした。今でもどう思っているのか聞けずにいます。

でもきっと母が選んだ人なので、私たちを邪魔だとは思っていないと思います。やっと私にもお父さんができました。

家族と一緒に暮らせているのが当たり前だと思っている人に言いたい。家族がいて当たり前だと思わないでください。いつ自分の家族がなくなるか誰にもわかりません。ひょっとして何かがきっかけで明日にはなくなるかもしれません。

今家族と過ごせている人は、家族を大切に、家族と過ごせる時間を大切にしてください。家族はなによりも大切な宝物です。たとえ家族の誰かと血がつながっていなくっても、自分が家族だと思ったら血のつながりなんて関係ないと思います。

＊私の大切な家族へ

お母さんへ　あの喧嘩がなかったら、今でもお母さんの大切さに気づけなかったと思います。けんかをしてよか
ったのかもしれませんね。これからも迷惑ばかりかけてしまうかもしれないけどよろしくね。

お父さんへ　血は繋がっていないけど、本当のお父さんだと思ってもいいですか？これから家族七人で仲良く
やっていこうね。そしてお母さんを支えてあげてくださいね。お母さんをよろしくお願いします。

兄へ　私がここまでお母さんを大切に思うようになれたのも、お兄ちゃんが私たち兄弟を大切に思ってくれたお
かげだよ。ありがとう。なにかあったらそのときはよろしくね。

妹･弟へ　普段一緒にいる時間は一番長かったのに、お互いが本音で話せずにいたね。これから少しずつでい
いから話していこうね。

＊最後にメッセージ

今まで施設にいた十四間辛いことばかりだったけど、児童養護施設にいなかったらきっと家族の大切さに気づけなかったと思います。家族と過ごせなかったのは辛かったけどその分、今まで家族で過ごしてきた人達よりも家族の大切さや絆は強いものになったと思います。

家族は私の自慢です。この家族に産まれて幸せです。この家族でよかった。

これから私は自分の家族を持つ日が来たときに、家族で過ごせる幸せを当たり前だと思わずに大切にしていきたいです。

　　　

［3年後2010年の作文］

『私にとっての家族のその後・・・』
橘　渚

＊社会に出てみて

施設を高卒で卒園し、寮のあるパン工場に就職しましたが、朝は7時半からと早いし、残業は毎日のように3時間あり、きつくて2ヶ月で退職しました。

そのあと家に入って、すぐに車の部品工場で働き始め、今もその仕事を続けています。毎日朝決まった時間に起きるのは辛いし、長時間同じ作業の繰り返しは大変です。やはり自分がやりたいと思える仕事を見つけた方が楽しく、苦痛にならずに働けると思います。ただ、今でもやりたいと思える仕事があるわけではありませんが・・・

そして副業として週末はキャバクラで働いています。キャバクラというと偏見な目で見る人もいるけれど、キャバクラほど楽しく自分の実力を試せる職業はないと思います。キャバクラはお客さんによって話すことを変えなきゃいけないし、話し方やテンションなどもお客さんに合わせなければなりません。やり始めは大変だったけど、今では楽しく働いています。先輩とも楽しくおしゃべりしたり遊んだりして、自分にとってはとてもよい職場です。

こうして社会に出たことで、人の輪が広がり、自分で自由に使えるお金が多くなり、お金の使い方を覚えることができたことは良かったなと思います。

施設を出て改めて思うことは、施設は我慢を覚え、精神的に強くなれた場所だったということ、その反面、自由になれたことはうれしかったです。夜も普通に遊びに行けるし、先輩との飲み会にも時間を気にせず参加できるようになりました。

ただ施設を出て困ったこともあります。施設にいた頃は甘えるという発想すらなく、何をもって“甘え”というのかわからないまま卒園したので、恋人に甘えたくてもどう甘えたらよいのからない時期がありました。

＊家族との生活

施設を卒園した今、施設にいた時とは家族に対する思いなど、考えが変わりました。

初めの仕事を退職した時、寮暮らしだったので、そこを出ていかなければならなくなり、自分から頼んで母の所で一緒に暮らし始めました。もちろん、新しい父と母のお腹の中にいた子どもも一緒に・・・。

正直複雑でした。家族と一緒に過ごすことよりも、施設で過ごしてきた方が長いのでどう接すればいいのかなど、やっと家族と暮らせるという嬉しい気持ちがある反面、複雑な気持ちになりました。

母が住んでいるアパートに引っ越してきましたが、ちょうどその頃、母は子どもを出産し、父の実家で過ごすことになりました。だから最初の2ヶ月くらいは一人で住んでいるようなものでした。

そして2ヶ月後、母たちと住むようになり、その時住んでいたアパートでは狭かったので引っ越すことになりました。引っ越す時に妹も一緒に暮らすことになりました。

最初は家族で住める嬉しさと楽しみがありました。実際、病気になった時にはおかゆを作ってもらうなど、実親から作ってもらえたというささやかな温もりを感じることもできました。もし今後、何か私に一大事があれば、助けてくれるのはきっと母なんだとも思えます。

ただ、実際に一緒に住むと嫌なところもたくさん出てきて、家にいるのが嫌になり、ストレスとなっていきました。洗濯や掃除を自分の好きな時にできず、いちいち指図されるという煩わしさもあります。他人同士がいきなり一緒に住むようなもので、それまでに身に付けてきた私と母のそれぞれの生活の基準があり、どちらかに合わせることは苦痛になるだけでした。ただ、その程度のことだけではありません。

正直なことを言うと、私が思い描いていた家族とは違いました。

成人をしたことで社会では大人といわれる年齢になり、自分でお金を稼ぐようになりましたが、たまに親のために働いていると思うときがあります。

友達に家に入れている生活費のことを話すと「えっ・・・マジで」や「親子なんだよね・・・？」など大抵の人にびっくりされます。

そして「そんなの家族じゃないよ。ちょっと異常だよ。おかしいよ」「早く家から出て行った方がいいよ」と言われたことがあります。私は家族で住んだ記憶がないので、普通の家族がどうゆうものか解りませんが、異常だと言われればそうなのかもしれません。

自分でも毎月こんなに生活費をいれなければ、今頃貯金もたまっているだろうし、自分のしたいこともできているだろうな・・・って思います。

＊愛情

日常生活の中で親からあまり愛情というものを感じないのです。父とはもともと、ほとんど会話を交わさず、母からも・・・

私は家の中で「自分の居場所」が欲しかったけれど、結局母にそれを求めても無駄でした。居場所とは自分にとって安心のできる場所。安心とは、自分のことを想ってくれているとういう安心感のことです。

今、幸いにも私には彼氏がいて、その人が私にとっての居場所を作ってくれています。

＊家族としてのこれから

でも、家族によって、家族のあり方は違うと思います。母とは恋愛話しをしたり、失恋したら「あんたを振った男のために泣くな。あんたにはもっといい男が現れる」と言って、励ましてくれました。時には友達のように接することができる母が大好きで、母が母で良かったと思います。母は強い人で私の目標であり、尊敬する人です。

これからも一緒に暮らしていけば、腹が立つこともあると思うけど、お互い間違っていることは間違っていると言い合える関係を築いていきたいです。

＊自分の夢

私は今、家を出たいと思っています。理由は家族との関係以上に、今の彼と結婚して、彼との家族を作りたいからです。自分の居場所が欲しい、好きな人とずっと一緒にいたい、自分だけの家族が欲しい、のです。恋人と2人きりで一緒にいられる時間がとても幸せで楽しい、彼と一緒にいる未来が想像できる、だからそれが私の夢なのです。

私の理想とする家族とは・・・子どもに愛情を持てる自分でいられることです。ある友人の家族を見ていると（こんなのいいなぁ）と思える。親は子どもと向き合えていて、ちょっと転んだだけでも、「大丈夫？」なんて心配して抱きかかえている。子どもは全身でそんな親に抱きつき甘えている。子どもとそんな関係になれること、それが私の理想であり、それもまた夢なのです。

『家族との実生活から考える』

職員　山本純也

＊家族との生活をスタート

3年前の作文にも綴ってあるように、渚さんは幼い頃より、「何故私は実親と離れ離れに暮らさなくてはならないのか」という命題について常に自問を繰り返してきました。それは施設に入らなければならない理由を誰かに説明されてきたか、という問題ではなく、ぽっかりと開いた寂しさを埋めきれないところでの心の叫びだったような気がします。

　施設の子どもたちは、親と離れ離れにならなくてはならなくなった現実を『捨てられた』と表現することがあります。大人側からすれば何かしらの事情があったにしろ、子どもの募る寂しさが、そのような受け止め方に傾倒させてきたのでしょう。

それでも子どもは一方で、親が自分のことを本当は愛してくれているのだ、とどこかでつながりを信じていたりもします。「家に戻りたくない」とか「親を絶対に許さない」と口では叫んでいても、親を目の前にして「これまでごめんね」と言われることで、許してしまえるのもその証でしょう。渚さんも同様で「家族はなによりも大切な宝物です」という言葉を前作の最後のまとめとしたことからも、そのことが理解されます。

しかし、重要なのは親子での生活を実際に体験するということです。理想や想像上のものではなく、現実を体感することは、1 人の大人として自立していく上で、あるいは自らが子の親となる上で大変意義のあることだと私は思うのです。それがたとえ自分の思い描いていた理想のものではなかったにしろ、です。

人間には現実を受け止め、それを乗り越えていく智恵があり、渚さんもまた、苦しみを願いに変え、思い描いていた理想を自らが努力する中で、現実のものとする能力があると信じているからです。

渚さんは高校を卒業後、学園を出て就職。しかし思った以上に仕事が過酷のため転職をすることになりました。本人曰く、行くところがなくなるという理由で自ら両親に頼み、いよいよ家族での生活をスタートさせました。

渚さんにとって、『家族との生活』は在園の時からの最大の関心事であったし、『家族』とはあって当たり前のものではなかったわけです。また、在園時、母子家庭だった渚さんは、自分は母からどのように思われているのか、母が再婚すればその夫（義父）から自分はどのように思われているのか、と不安視しながら、親から見られた自分というものを常に意識してきました。そんな中、高校を卒業し施設から出て自立の段階で渚さんは、長い間経験してこなかった家族との生活が始まったわけです。

＊戸惑い

渚さんの家族に対する想いは、幾ら欲しようとも手に掴むことのできない憧れの中で膨らんでいきました。しかし、渚さんは徐々にその憧れから冷めていき、早く家から出たい、早く結婚して自分だけの家族を持ちたいと思うようになっていきます。

その原因はどこにあったのか、もちろん家族を大切にしていきたいという思いはあったでしょうが、その一方で家族の中にあって“愛されたい”という願望、それは当然の想いだとは思うのですが、そのことが理想と現実のギャップを生んでしまったこともあるのかなとも思います。“愛される”ということは、何もできない赤子であれば親からミルクを与えてもらったり、オムツを交換してもらったりする中で、情緒的な交流が深まり、自然と愛されているという実感を得ることも可能でしょうが、既に社会人となっている渚さんが、どうそれを表していけばよいのか、施設生活が長かったという生育暦を理由に彼にどう甘えたらよいのかわからなくて困っていたように、両親に対しても自分をどう表したらよいのか困っていたことが想像できます。

しかし、それは両親とて同じでしょう。お互いの想いの交流が、今の関係を現しているのでしょうから、親子という長い歴史の空白をどう埋めていけばよいのか、これについては困惑されていることだろうと思います。

＊大人として成長していくために

ただ親子の間に生じている距離感をどう縮めていけばよいのか、について考えるならばそこに遠慮があってはならないのだと思います。

たとえば掃除や洗濯といったことにお互いの生活基準が違うことで、苦痛を感じているのであれば、そのことについて話し合う必要があるでしょう。母親と話し合うことについては「めんどうくさい」と言って、結局は何も言い出せずにいる渚さん。「そんな（話し合う）エネルギーはない」とも言いますが、衝突し合うことで、傷つく結果になることを怖れているようで、どうもマイナスイメージしか浮かんでこないようです。それは在園中、父母から自分がどう思われているか不安視していた姿とも被ります。

話せないことがコミュニケーション不足となり、そのことから家にいても1 人で生活しているようなものになり、結果、愛されていない（想われていない）となっている構図があるような気がしてなりません。

客観的には、もし、生活費の金額のことでひっかかっているのであれば、それを直接母親に訴えて納得のいくまで話せばいいし、その上で双方の折り合いがつかず、家を出たいというのであれば、それも選択肢のひとつなのだと思います。

話し合いがないところではあるけれども、渚さんなりに考えており、自立のための試算はしたものの、家を出てアパートを借りたりその他の生活費が足りる資金はないとのこと。

確かに高い家賃のアパートは借りられないでしょう。家賃が安ければ立地が悪かったり、築年数が古ければ、見た目や設備も物足りなかったりするでしょう。また、遊ぶお金も節約しながらでないと生活がやっていけなくなるから我慢が必要になる。あちらを立てればこちらが立たずの状況になるわけで、そういうジレンマを感じているのが、今の渚さんなのでしょう。それでも結果として、両親の元で生活することを自分で選択しているわけですから、そのことを受け止め、逃げの姿勢ではなく正面から両親と向き合ってもらいたい。

　結果としてそれが渚さんにとって、ひとりの自立した大人として成長させていくのでしょうから。

［インタビュー］
①作文を書いていただいた子どもとはどんな関係（（１）いつ頃から・（２）施設ではどんな子でしたか（３）施設で印象に残っている子どもの出来事はありますか。）

（１）なぎさちゃんは４人兄弟で、小学校2年生（7歳）～の約12年間、児童養護施設にいました（弟もいた）。

（２）大人しく、コミュニケーションが苦手な子でした。あまりコミュニケーションが取れない分、あまり笑うような子ではなかったように思います。畑クラブのメンバーでシシトウを持ってニッコリ笑うなどの一面もありました。行事があるときなどは、「はあー・・」とため息をつくような、少々反発的な態度を取るところもありました。
（３）恋愛に関して、他人の恋愛と話などを聞いて、自分の純粋なところをアピールすることが多かったなあというのが印象的です。
②両親・身内等連絡が取れていた子は、両親や身内とはどんな接し方でしたか。
母親に対して遠慮がちな子でした。親子遠足では、母親とは離れた場所にいました。高校生（親子喧嘩）
まで、親への思いなども口には出したりはしませんでした。

③施設を退所するときに進路問題でどんなことが問題となりましたか。

進路については、行けるところに限りがあったので。母親とは今は同居しています。

④すんなり就職に関してできましたか。問題があるケースではどんなことが問題となりましたか。
退所してからは、ずっと水商売をしています。本人も楽しいと言っています。

⑤施設退所後、担当職員との関係はどんな時にありましたか。（定期的にアフターケアとして訪問していたとか。困った時に連絡があって対応したとか等）
なぎささんは、特にアフターケアの必要な子ではありませんでした。今は、施設に半年に１回くらいの頻度できますね。施設に来たときには、母親と暮らしていることなどについて不平・不満などをもらしたり（たとえば、金銭的な問題など、彼女も母とともに家計を支えているので）、彼氏との関係のことなどの話をしています。
⑥本人と真剣に向かい合って対決(議論)をした時はどんな時でしたか。

思春期あたりは特にありますね。そのときにしなければいけないことが、できなかったり、ですかね。

⑦子どもが担当者を信頼してくれているなと感じた時はどんな時でしたか。
「ちゃんとわたしのこと見てくれたのは○○さんだけだったよ。」というようなことは卒園のときなどに言ってくれました。しかし自分としては、彼女との場合、少し関わりが浅かったかもしれないと思います。

厳しい面で関われていないので、本当に信用、信頼と呼ぶのだろうかと思います。彼女にとっての信用・信頼は、優しい＝信用・信頼であったのかなという気もします。

⑧職員として自分の担当した子どもたちに対してどこまで面倒(アフターケア)をすることが必要だと思いますか。
いつでも顔を出せたり、連絡することできたりといった態勢が必要だと思います。

困っている時や、ただなんとなく懐かしくなった時、でもいいのでいつでも、近況情報を知る意味も含め、卒園生をどんな時でも受け入れる態勢が必要だと思います。

私自身は、アフターケアとして卒園して1年間は家庭訪問をします。しかしやはり２、３年経ってくると１年目よりも回数は徐々に減ってしまいます。
余談ですが、もしかしたら、アフターケアを本当に必要としてる子というのは、施設に自分からきてくれる
子たちよりも、施設に来ることをしない子に必要かもしれないですね。

⑨施設に関わった子どもたちに対して職員として将来どう生きていってほしいと考えていますか。
「１人で生きていかなきゃいけないわけではないよ」ということです。1 人で抱えこまないで、誰かに頼
ってみてもいいこと、そしてまた逆に誰かに頼られることのできる、そういう相手との信頼関係を上手に
築いていってほしいです。そういった中で、社会の中や友人・家族その他、人と関わるうえで、協調性や
連帯感を身につけていってほしいです。

⑩職員としてこの仕事をしていて良かったと思ったことはどんな時ですか。

子どもの感性に触れた時です。面白いじゃないですか、子どもの感性って。たとえばですが、みえみえ
の嘘なのに必死に隠しているような、そんな子どもらしさや、あっと驚くような斬新なものの見方に触れ
たり。そんな和ませてもらえる人（子ども）たちと関われることを、本当に幸せなことだと思っています。

⑪あなたにとって児童養護施設は今後どうなっていくことが良いと思いますか。
形態としては、子供が自然でいられる環境づくりですね。あと、優秀な”人材”を揃えていくことだと思いま
す。たとえば、人と、人として向き合える感性を磨くことのできる、そういう人。形態はその次ではないでし
ょうか。

［2007年の作文］
『ぼくの大切な場所』
田中　和夫（中3）
僕は、生まれて間もなく乳児院に入り、幼稚園の頃から児童養護施設にいるので、家庭での生活というものを知りません。
施設での楽しいこと
僕は、幼稚園の頃から児童養護施設にいます。
そのころは、自分では何もできなかったから、職員の人に助けてもらっていたようです。3歳ごろから、トイレやご飯は自分でできるようになったと聞きました。
そのころの施設は、人数が少なくてとても静かでした。でも、そのうち人数も増えて、とても賑やかになりました。今では、うるさいくらいです。他にも楽しいことがたくさんあります。
その中でも僕は、調理実習が気に入っています。食べたい物を部屋の子たちと相談して栄養士さんと作って食べるのですが、楽しくておいしいです。
他にも、誕生日外出で、外食に行ったり好きな所へ遊びに行ったりします。
 暇なときには、卓球やテレビゲームで遊びます。ゲームは「スマッシュブラザーズ」や「ナルト激闘忍者対戦四」をして遊んでいます。とても楽しいし、面白いです。
夏祭りや、施設行事では、みんなで役割を分担しお店を出したり、受付をやったりします。
他にも、施設対抗でソフトボールやYリーグにも行きます。
ソフトボールは、いろんな施設が集まって試合をします。僕は、ピッチャーを何回もしたことがあります。Yリーグは、1回戦勝ちました。他にも、卓球大会があります。この前の大会では、中学生の部で3位と小学生の部で準優勝をとりました。
施設のご飯はとてもおいしいです。
それに、月1回のバイキングはとってもおいしいです。唐揚げや寿司が出ます。
他にも、クリスマス会でレストランを借りていっぱい食べて、みんなでゲームを考えて遊びます。職員の劇もあり、とても楽しいです。
卒園式は、少しさみしい。僕も高3になったら施設を出ていきます。
喧嘩もあります。でも、すぐに仲直りをします。
土曜日や日曜日にはたまに、DVDを借りにレンタルショップへ行きます。怖い映画とか面白い映画を観ます。
4月には、鯉のぼりをあげます。
七夕では、笹の葉に願い事の短冊をつけます。
手術の前には、「早く首が治りますように」と書きました。
夏休みは、好きな所に外出ができます。ディズニーランドやUSJに行ったり、自分で計画を立てて行ったりします。とても楽しいです。　
大晦日には、施設に残っているみんなで焼き肉を食べ、花火をして新年を迎えました。
3月には、ひな人形を飾ります。でも、夜見るととても怖いです。だから、夜はあまり見ないようにします。
施設の仲間と職員さんにありがとうを…
施設は、とても楽しいし、面白いです。
中2の慶くんは、いつも年下の子をいじめるから職員の人に怒られてばっかりです。とても生意気だしすぐに人のまねをします。
職員でいちばんやさしいのは伊藤さん（担当）です。伊藤さんはいつも笑顔で話してくれるし、悩み事がある時にも、相談してくれます。
6年生の明くんは、入ってきたときはとってもおとなしかったけど、だんだん騒ぐようになりました。4年生の純くんは、HGのまねばかりしていました。
とても面白かったです。職員の若林さんもHGのまねをしていました。ゲームで負けた人の罰ゲームでHGのまねをして職員も一緒にやって面白かった。
内藤姉妹、この4人姉妹はとてもうるさかった。特に2番目の祥子ちゃんがすごくうるさかったです。高1の正弘くんと悠樹くんとは、たくさん遊びました。正弘くんの部屋には冷蔵庫とテレビが置いてありました。たまにかき氷を食べさせてもらいました。おいしかったです。
僕にとって、施設はいろんな思い出が詰まった宝物の存在です。
だから、僕にとってこの施設は大切な存在です。
職員　　加藤茂樹
＊病院の人気者
和夫は、小柄で年齢よりもうんと若くみえる。
彼は、脊柱側わん症と肩甲骨高位症を併せ持ち、五級の身障という状況にあるが、中2の春に「高校に入る前に首の傾きを直したい。」と強く希望し、病院で首の筋を伸ばして傾きを改善する手術を受けることとなった。
手術直後、見舞いに行くと、ベッドに固定され、頭に取り付けた金具の先には5キロの重りがつりさげられていた。「外して…」と小声で求める姿は、見舞う者にもつらい光景であった。しばらくしてから見舞いに行くと、ベッドから解放されてベストから2本のアンテナが伸びており、その先が頭を支えていた。その姿でぴょんぴょん飛び回る姿は病院内で人気者になっていた。
1ヶ月にわたる入院生活ののち、和夫は首のハンディを30度から15度に軽減できた。少しでも良くなりたい。背負ってきた境遇に自ら立ち向かい改善していった勇気ある姿を、退院して学園に戻った時に子どもたち全員が拍手で彼を迎えた。
＊境遇にめげないガンバリ屋
小柄で年齢よりも若くみえるため、年齢相応に見てもらえないことに不満を持っていた和夫だったが、この時のがんばりを契機に、頼れる兄貴分として施設の子たちの中に一目置かれる存在となった。
中学卒業までの九年間を養護学校で学び、現在は高校1年に在籍する。
高校入学から間もない時に、体のことでいじめに遭いながらも、職員の励ましを受け、中途退学の危機を乗り越え、毎朝元気に通学している。
実母とは一切連絡を取れない状況が続いている。
そんな中、一昨年から週末（ショート）里親宅に夏休みや正月にも帰省できるようになった。
里親宅で暖かい家庭を味わいながら、よい家族像のイメージを構築しつつある。（私達の施設では、1児童に1里親とし、僕だけの里親、僕だけの帰省先としてしっかりと向き合える関係を大切にしている）
今では、アルバイトをしたいと口にし、彼の社会性は広がりつつある。
これは、和夫が中2の秋に他の六人の子たちと一緒に万引きをしてしまった時に、その場限りの反省文で済ませるのではなく、自分自身を見つめる内容の作文に取り組んだ時のものであるが、「こんなに素敵な自分」を発見することで自己肯定感を高めてほしいと願って取り組んだものである。
この題は『幼い頃の自分』『友達について』『学校について思うこと』『学園について思うこと』『楽しかった思い出』『つらかった思い出』『大切にしていること』『悪口について』『恥ずかしかったこと』『障害のある人にしてあげたいこと』『お年寄りにしてあげたいこと』『戦争と平和について』『将来こんな仕事がしてみたい』等々。その中の1編である。
また、この作文を書き終えた後、『お年寄りにしてあげたいこと』の実践として理解ある宅老所やデーサービスにおもむき、お年寄りと1日を過ごすことを重ねてきた。
その都度「和夫くんが来てくれてとても楽しかった　また来てね」というお年寄りの言葉に励まされ、人の役に立つことが実感できたことを実感し、「また行く」と暇を見つけてはボランティアをつづけている。
［3年後2010年の作文］
『施設の思い出』
田中和夫
僕は乳児院から１７年間施設で過ごしたので、思い出もたくさんあります。
今の施設に来たのは２歳からです。
＊アルバイトの思い出
高校１年生からバイトを始めました。３月に近くの観光地のホテルの調理場で見習いとして働きました。途中から同じ学園の高校生に紹介し一緒に働きましたが、その年の９月に会社がホテルを引き上げることになり、バイトもなくなりました。
その後は、市内にオープンしたスケート場でバイトをしました。
スケート場は、１１月２０日頃から２月一杯までの３ヶ月間、受付や貸し靴の受け渡しなどをしました。平日の客は少ないけど休日はとても混雑します。
冬休み中は、忙しい日が続きました。次の日には筋肉痛で動けないときもありました。
冬のバイトなので、寒い中自転車で行くのは大変でしたが、季節が終わる頃には、やり遂げた満足感がありました。
スケート場のバイトは冬の間だけなので、春からはミスタードーナッツでバイトをしました。油の取り替えやドーナッツのトッピングなどをしました。最初は難しくてうまくできませんでしたが、日を重ねるうちにだんだん出来るようになりました。
このバイトの楽しみは、終わった後にドーナッツをもらえることでした。ゴミ捨てをして終わりますが、多い日もあり大変でした。
バイトのない日は、年下の子とよく遊びました。
僕は、年下の子に優しいと言われ、部屋も小学生と同じ部屋が多かったです。小学生は、朝早くから起きてうるさいのですが、その分、夜は早く寝るのでゆっくりと寝られます。
学園の生活は、すごく楽しく、いろいろなことを経験できたのでとてもいい思い出になりました。
＊職員について
僕が、施設に来たときと比べ、とても多くなりました。思い出深いのは高１から担当してもらった伊東さんです。バイト探しや、就職を決めるところまでいろいろお世話になりました。約束を守れなかった時も何回かあったけど、それでも沢山手助けをしてもらったのでとても感謝しています。将来は、調理師になりたいと思うのですが、伊東さんには一番最初に食べて欲しいと思っています。
＊退園式の思い出
今年は、７人も退園する子がいたのですが、一番長く施設にいた僕にとっては、きっと他の退園する子よりも思い出は一番多く、だからみんなと会えなくなるのはとっても悲しかったです。　他の子は、県内に就職が決まったのですが僕は他県なので、なかなか会いに行くことも出来ません。
退園式の中で、何人かはお礼と一緒に決意などを言いました。僕も「将来は調理師になり、施設の全員に美味しいものをつくる」と約束したので、その約束は絶対守ると決めています。
＊退園後のこと
退園してからは、海辺のホテルの調理場に就職しましたが、施設での生活習慣が抜けないこともあり、何日も遅刻や無断欠勤をしてしまい、調理場の人たちともうまくいかなかったので１ヶ月たたないうちにやめてしまいました。
そのせいで、いろいろな人に迷惑をかかてしまい、就職の大変さも知ったので次は、きちんと頑張りたいと思っています。
＊将来の夢
将来は、調理師になるのが目標なので、２１歳になったら調理師の免許を取りたいです。
また、親には生まれてからずっと会っていないので出来れば、会って施設生活のことなどを聴かせてあげられたらよいと思っています。
ホテルを退職してからは、前に生活をしていた施設の寮で生活をしながら、次の就職先を探しました。その時も沢山の職員の方々に手助けをしてもらい、面接にも一緒に行ってもらいました。就職活動をしながら、一つの就職先を見つけることがとても大変なことだと知りました。
今は、県内の障がいをもつ人の職場で働くことになり、引っ越しの準備をしているところです。
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員：加藤茂樹
＊卒業・退園・就職
学園近隣地域にある公立昼間定時制高校を好成績で卒業した和夫である。
３月に開催した学園の「お別れ会」（退園式）では、社会へ巣立つ仲間や家庭復帰する仲間合わせて７名と共に壇上に立ち、在園児童や今まで支えてくれた職員、保護者、児童相談所、学校等の関係者に向かって「調理師になってみんなに美味しいものを食べてもらうのが夢」と力強く語りかけた。
その言葉は担当職員はじめ多くの参加した大人の涙さえ誘う、訴える力を感じるものであった。
３月末に、就職先である海辺の観光ホテルの寮に引っ越したが、冷蔵庫やテレビ、洗濯機等の家財道具の中に、ぬいぐるみのクマを忍ばせていたのが印象的であった。
０歳から乳児院で過ごし、２歳から１８歳までは児童養護施設で生活してきた和夫のどこかに寂しさを感じていたのではないかと思わせるエピソードであった。
＊職場での躓き
４月に入り、一週間ほどすると「遅刻が多い」と職場から連絡が入り、担当職員と一緒に寮を訪れて話を聴くと、携帯電話で夜遅くまで同じ時期に退園し、他の地域へ就職した仲間と話していたようであった。一人暮らしの寂しさと、職場規律の厳しさの間で揺れている事は察することができたが、結果は遅刻の連続となって現れた。
３０代の板長さんは、「彼がやる気ならば少しずつ調理のことも教えていきたい。気持ちがあるなら続けさせたい、本人次第である。」と優しさの感じられる言葉で語られた。
それから一週間ほどした頃、職場に様子伺いの電話を入れてみると今度は無断欠勤もあった。
すぐに、施設長と出かけ、職場の取締役のお話を伺うと、「遅刻はすることはあってもよいが、問題は、遅刻してすみませんでしたという挨拶ができないところだ。現場（調理場）の仲間の意見で去就を判断したい。」といわれた。
心優しく迎え入れてくださった、海辺の観光ホテルの皆さんであったが、４月末で退職となった。取締役は、和夫に「社会は、人に優しく接すればあなたをやさしく迎えてくれる、人に厳しく接すれば厳しく迎え入れる。」と伝えられ、毎日の挨拶や、遅刻したときに「すみませんでした」と言えることは、職場の仲間に対する優しさだ。挨拶できなかったことは職場の仲間に厳しく接したことになる。その結果、ここでは働いて欲しくないという結論を調理場の仲間は示したのだと解説された。
ここに、和夫の社会的スキルの低さを感じないではいられなかった。同時に、１００％施設育ちである和夫であることから、施設生活の組み立ての中での積み残し課題としてとらえざるを得なかった。
他にも、今年退園した仲間の職場から、同種の警告を受けたことがある。「遅刻や職場で商品を取り違える等のミステイクをしたときに謝れない。叱ると無断欠勤してしまう」という内容であった。
　和夫は、５月のゴールデンウイーク明けには学園に戻ることになった。すでに措置児童ではないので、全職員の了解で生活支援、就職支援を再び行うことになった。
それからは、ハローワークに通う毎日が始まった。ホテルの調理や厩舎での競走馬の世話など、募集しているところはいくつも当たってみたが就職難が深刻なときであり加えて、１ヶ月でリタイヤしたことが重ねてマイナス要因になり、いっこうに就職先は見つからなかった。
また、身体も小さい方で身障５級という身体状況も採用に結びつかない理由の一つになっていたようである。
＊障がい者福祉施設へ
それでも和夫は、調理関係で働きたいという希望は捨てなかった。
同法人の中に、障がい者対象のS福祉施設があり。以前にも声をかけておいたが再度お願いしてみると、ケアホームが空けば、そこを生活の拠点に支援事業として調理関係の仕事ができるという返事をもらった。
しかし、この話があった７月にはケアホームは空いておらず、近くのアパートに住みながら仕事に通うことにし、８月から通い始めた。当面は生活保護を受け、何とか生活できるメドだけは園長以下職員が奔走しながら何とか形にしてきた。
現在は８月からS福祉施設で仕事を続けている。その間、遅刻や無断欠勤もあったがねばり強く支援をいただいている。箱おり作業、袋詰め作業等を経て今は同法人施設直営のレストランで皿洗いを行えるようになった。
　
＊退園後の支援の重圧感
1人ひとりの支援には、とても時間も根気もいるものである。
今は、とても少なくなった高卒就職であるが、施設では圧倒的に高卒就職が多い現状にある。
今年度は、前述した退園児７名のうち６名が高卒就職児童であり、そのアフターケアは多忙を極めた。
貧困・格差の問題は施設出身児童を直撃しているというのが実感である。まずは、住むところがなく住み込みで働ける、或いは職場がアパートや寮を持ち格安で提供してくれる等の条件が必要になる。今年度の退園児で家族所有の家から通うことができたのは１名だけであった。
そして、１度リタイヤすると次の就職先が見つからない。特に短期でやめた場合には当然のこととしてその理由を本人の性格や働くスキルの低さに求められてしまうのが常である。就職先をリタイヤした退園児をどこで誰がどのような形で支援していくのか、施設だけではなく、多くの人のつながりで支援していく体制づくりが急務である。
被虐待、発達障がいの措置入所が増えることで、安心を保障する施設の構造化が求められることと合わせて、1人ひとりの「育ち」に着目した支援体制が必要になる。
育ちは、やがて「巣立ち」に向かった支援へと発展させなければならない。
被虐待や発達障がいの子の支援は、専門性と丁寧さを持ってゆっくりと時間をかけて行うことになるが、就職や進学という施設からの「巣立ち」のときを迎えてから、他機関と連携することや、頼れる資源を増やしていくこと、仲間同士の自助、事業主や学校の理解等１８歳以降を支える広範なネットワークづくりに働きかけなければと思うこの頃である。
［インタビュー］
・作文を書いていただいた子どもとはどんな関係でしたか。
普通に、施設にいる職員と子ども。
・担当についたことありますか。
担当はついたことはあるかもしれないが、分からない。
・施設で印象に残っている子どもの出来事はありますか。
作文にも書いたんだけど、田中君は乳児院から来ている子。施設しか知らない子。２歳からここでずっと大き
くなったから、成長ぶりをずっと見てきたんだけど、ちゃんと大人になるんだよね。当たり前で、不思議だけど。ここに書いたことが１番印象的かな。かなり大手術しているんで。あの時かな、それを自分で手術したいって。じゃあ応援するかって。そういう言葉の中に良くなりたいんだ、大きくなりたいんだ、障害を克服したいんだという気持ちがすごく出てた。それが中２の頃。
・それまで自分から「～したい」とか、あんまり言わない子どもだったんですか。
そこまでの自己主張はなかった。ゲームばっかりやってたりとか、サッカーしている姿だとかいろいろ出てくるけど。体が小さかったから、体力的にもそんな丈夫な子ではなかった。とにかく小さい子というイメージがずっとある。エピソード的にはそんな感じかな。大きい子に振り回されちゃう。大きい子に付いて良いことも悪いこともやっちゃう。この子は中学生の頃に、生い立ちの整理を自分なりに丁寧にやった。家族からの見捨てられ感が強い。大人が信頼できるっていうことが、世の中に出て生きてくための１つの支えになる。生い立ちの整理ってわかるよね？この世に命を受けたことのありがたさを自覚していく、親を恨まない、親がいたから君は命をもらえたんだ、たまたま育てたかったんだけどそれが出来ない事情があった、それで施設に来た。これは決して恥ずかしいことではなく、１つの君が生きるための方法なんだ。大人は君を大事にするし、一緒に生きて行こう。そういうくくり。とにかくこの子はそういう話をよくしたね。
・施設を退所するときに進路問題でどんなことが問題となりましたか。すんなり就職に関してできましたか。問題があるケースではどんなことが問題となりましたか。
彼は高校の成績もよかったので、心配していなかったんだけど、丁度今年の３月卒業だから、就職難にまともにぶつかった。大変だったね、施設の子達といわゆるリーマンショックで、採用制限という中で、４割ぐらいでしょ、例年の就職率が。それに巻き込まれたっていうのでなかなか就職が決まらなかった。でもまあそういう中でも、5級の障害をもってるから障害者枠での雇用とか、一般就職だとかいろいろ当たってみたんだけど、彼自身が調理師になりたいという希望を持っていた。じゃあその道でいこうか、って思っていくつか当たったんだけど、料理人の世界って厳しいじゃない。生半可な気持ちで来るなって追い返された所もあったし。調理がしたいって。彼、洋食がやりたいってよく言ってたけど。甘いもんじゃないやないのよ。で、福祉大の近くに就職した。福祉大の近くの海のそばのホテルに。だけど、やっぱりちょっとしたことでくじける。遅刻するなと言われたりとか。当たり前に言われるよね、そんなこと。手が遅いだとか、挨拶の声が小さいとか。そういうがどんどんショックになっちゃって、行けなくなっちゃって、１８日間で辞めちゃった。それまでに何度も職場に訪ねたり、話はしてきたんだけどね。結局辞めちゃった。辞めるとね、行くとこがないのよ。特に家に帰れない子でしょ、だからしょうがないからもう１回引き取って、職員寮の１階に７月の終わりまで住んでて、その間に療育の手続きをして、障害の区分認定を受けるとか、生活保護を受けるとかいろんなことをやって、それで今障害者を雇用してくれる授産施設に就職した。
・これは調理系とは関係ないんですか。
調理だよ。その希望だけは貫いて。
・調理はずっと好きで、調理実習とかも好きだったんですか。
調理実習書いてあったっけ。ちょっと違うよ。そこまでいってないんじゃないかな。多分、高校生になった時に、高１の時にアルバイトをして、その時に近くのホテルの厨房でアルバイトをしたんだ。その時の印象があるみたい。すごくよく見ていただいてしてもらったみたい。その時に色々、調理に携わったっていうのが彼の１つの生き方につながったじゃないかな。考えてみれば、すごく幅が狭い世界。どうしても施設の子って世間との接触っていうのが普通の子よりは少ないかもしれない。普通の家庭で言えば、お父さんとお母さんが別々の仕事をしていて、お父さんがエンジニアだったり、色々な会社で働いていたりとか、学校の先生だったりとか色々するわけでしょ。施設って周りの大人って施設職員じゃない。職業選択のバリエーションがなかなか見つけにくいっていう関係がある。お父さんみたいになりたい、お母さんみたいになりたいっていうのが弱い。それが職員がやっている仕事に対して魅力を感じる。保育士になりたい、施設の先生になりたいっていうのが多い。そこがちょっと世間と違うところかな。普通の家庭にいる子どもと違う。彼なんてピンポイントで、調理のバイトでやった経験が職業選択の１つの方向づけになっている。疲れると休んだりとかはあったけど。まあ楽しそうにやっていたんじゃないかな。
・施設退所後、担当職員との関係はどんな時にありましたか。（定期的にアフターケアとして訪問していたとか。困った時に連絡があって対応したとか等）
それが担当っていう風にはしていない。そこまで担当に負わせるとすごい大変になっちゃう。だから。手分けできるところでやっている。彼なんて施設長いから、職員皆わかってるから。そういう意味では分担はしやすい。ただ担当がずっと２歳からいる内にだいぶ変わるじゃない。ずっと１人っていう風じゃない。だから施設ってみてるっていうような風かな。
・今も彼と交流がありますか。
アフターはしょっちゅうやってる、のぞきに行ったりとか、そこの施設に。先月は３回ぐらい行ったかな。だから、アパート探しから、何人かの職員でずっとやってる。せいぼのことは園長がやったかな。アパート探してきたりとか、就職先との面談とか、色々何人かでやってる。実際に関わっているのは４、５人かな。それで手分けしてやってるんだけど。
・今は１人暮らしですか。
うん、安いアパートで。鍵をなくしたとか、お金落としたとか、しょっちゅう連絡あるよ。この子に限らずだよね、アフターっていうのはけっこう細かなところがあるんで。今年６人就職したからね。アフターケアがめちゃめちゃいるもんね。あっちこっち行っている。
・どのぐらいのペースでアフターケアに行きますか。
もうね、ウエイト置かなきゃいけない子、彼もそうなんだけど、不安定な子についてはしょっちゅうだね。月に3回、4回、５回、6回。すごいよ。それぐらいの支援が必要。
・本人と真剣に向かい合って対決(議論)をした時はどんな時でしたか。
あるある。最近でいえば、福祉大の近くの職場を辞めたいって言った時にいっぱい話を聞いたやんか。彼の出来てたとこはしっかり褒めながら、頑張れたやんか、もう人踏ん張りしよかと声を掛けてみた。施設の中でも色々あったよね。例えば、部屋の中の問題をどう解決して行くかということを話し合ったり。いっぱい話はしたよ。ただ話をする時に忘れちゃいかんのが今、出来ていることを誉める。良さをしっかりと本人が認識できるようにしていくと、それがパワーになる。自分で問題解決に向かえる。寄り添うところは寄り添って、一緒に解決していくっていうスタイルをとってきた。
・自分はできないとかっていう風に考えてしまうことが多いんですか。
やっぱり自己肯定感が低いっていうのは施設の子、全般にある。施設にいるっていうことの世間の評価、やっぱり親から離れていることが自分の中でマイナスイメージ。そこは生い立ちの整理で追いつけるかは分からないけど。なかなかそれっていうのは難しい。施設は集団生活だから、集団を生かしていく発想、本人が上手く育っていくことが1番良いんだけど。就職したら1人なるじゃない。1人になった時に、今までの生活とのギャップっていうのが相当あって、例えば携帯電話で友達と遅くまでしゃべってる。皆でもあるよね。そんで朝気がつくと遅刻している。今、就職したら何を１番大事にしなきゃいけないかっていう、その辺があまりにも施設の生活と就職した時と違いすぎて、どっかに救いを求めるっていうことの結果として生活リズムを乱していく。だから職員が常にサポートしてきたっていう環境から、そうじゃないところ、ようは1人でいろんなことやっていかなきゃいけない、朝1人で起きる、今まで職員が起こしてくれた。でも起きなきゃいけない。そういうところが身についていない、これは施設の１つの問題なんだけど。具体的なところを見ていくと、やっぱりその施設育ちっていうところの弱さはあると思う。だから、そういうことが、具体的に職場の中で色々言われた時に耐え切れなくて、逃げちゃう。遅刻した後に、次の日に時間通りに出て行って、昨日はすみませんでした、遅刻してってことが言えない。挨拶をせずにうじうじしてそんなんで良い印象持てないでしょ。なんだこいつってなっちゃう。そういうスキルがあんまり育っていかない。今、自分たちが考えなきゃいけない問題は、自立支援って一体なんだろってこと。施設って１８歳まで、特例を除いて、１８歳までっていうくくりの中でみていくのであれば、１８歳以降をしっかり視野に入れて、そのリービングケアの中でどう組み立てていくのか、かなり具体的にやっていかなと難しいっていうのを感じてる。その子が世の中に出て求められるスキルっていうのはなんだろうか、そういうことを自然に学べるような環境を施設に作れるのだろうか、そこんところをもう少し考えて作っていかないと。それでもその施設育ちから抜け切らない。でも施設のせいじゃないんだよ、遅刻するっていうのは本人の問題だから。でもそれを考えて行くと、育ちっていうことで考えて行くと、やっぱりこちらがもう少しそういうことを視野に入れて考えて、プログラムとして作っていく必要がある。上手くいく子は上手くいっているんだよ。彼は上手くいかなかった。
・今の授産施設でそういうことはないんですか。(遅刻とか)
しょっちゅう電話して、確認してるよ。「今日行ったか」って。彼も後がないと思っただろうね。就職探しも自分でやって、ハローワークへ行っても全然就職がないっていうのも見てきたし。僕が何を直して行けばいいのかも職員と話して見えてきたと思うし。
・子どもが担当者を信頼してくれているなと感じた時はどんな時でしたか。
彼の卒業まで担当した女性の職員がいるんだけども、その職員には、本当にもうお母さんのような感じで、慕っていたかな。厳しさのある人だったけど、向き合ってたよね、彼と。１番感じたのは卒園式っていうのが３月の２２日にやったんだけど、その時に1人ひとり退園していく子が壇上でしゃべるんだけど、その中で１番お世話になったのはその職員さん(女性職員)だって堂々と言ったって。彼の中にはやっぱりあったかくみてもらったっていうところが、すごく印象に残ったっていう。就職まで本当に一生懸命やっていたからね。でもその後に担当を代えたことがあったんだけど、退園しちゃったから、他の者でやるからっていうことで、意図的に代えたんだけどね。でも、彼の中では女性職員が１番印象に残っている。
・施設に関わった子どもたちに対して職員として将来どう生きていってほしいと考えていますか。
そうだよね。普通に生きてってほしいって、そんだけだよね。色々あるだろうけどね。たくましく生きていってほしいとか。特に虐待受けた子多いんでね。だから、家庭に対するイメージが非常に貧弱であったり、間違ったイメージ。その中で、父親象とか母親象が上手く形成されていないっていう可能性も充分にあるんで。でもそうなると男の子だったら自分が父親になったらどういう風にすればいいのっていうこととか、女の子だったらお母さんになったらどういう風に子どもを育てていけばいいのっていう、そういうことがイメージとして弱い。そこが１つは課題になってくるかなと思うんだけど。困った時は相談に乗る、来てくれればいい。あとは、家族を大切にいきてほしいなって思うんだけど。
・結婚した方はいますか。
いるよ。
・子育ての話をしたことはありますか。
うん、しょっちゅう、しょちゅう。昨日も電話かかってきたし、おとといも電話かかってきた。もうすぐ1歳になるとか。お腹の大きいのとかいっぱい来るよ。遊びに来る。それは嬉しいね。車を変えたからって見せに来たとかさ。なんか理由作っちゃ、来るよ。嬉しいけど、あんまり数が多いとね。仕事中に来られると、ずっと付き合ってる訳にいかないっていうのがあって。でも嬉しいよ。とにかく元気でやってるんだねって。夏休み中に千葉から訪ねて来た子がおったんだけど、相当ここで暴れた悪坊やだったんだけど、ちゃんと大人になったんだね。そういうのがしゅっちゅう来るよ。だから、やっぱりそうやって仕事をしてる姿とかさ、家庭を持って一生懸命生きてる姿とか見せてもらえるってことは嬉しいよね。
・卒業していった子がほとんど来るんですか。
全く来ない子もいる。やっぱりここを拠り所にしていた子はいるんだ、色々ある。万引きしちゃったりとか、人殴っちゃったりとか、同じことがあった子だって来るし。来る子も来ない子もいるけど、３分の２ぐらいは来るんじゃないかな。裏返していえば、行く所がない。相談する大人がいない。
［2007年の作文］
『その先に見える夢と希望』
上田　翔・高校三年生

翔くんは、継父の身体的虐待により、児童養護施設に入所した。

翔くんには、姉と妹がおり、翔くんが小学生の時に、母が継父と再婚した。継父は、中学卒業で、調理の仕事をしており、厳しい修行の中で若い頃を過した。

継父は、自分が中学卒業で就職をしたために、翔くんたち姉弟には、勉強をして、良い学校へ行って欲しいという気持ちが強く、再婚してからの子どもたちの生活は、継父の思いのままに厳しく管理されていた。

門限、家業の手伝い、学習時間の設定、体力づくりのための運動、テレビはなし、夜は、九時には就寝、それが守れなければ、ビンタや足蹴りが飛んでくる。姉弟は、逆らえないので、守って生活をしていた。友だちと遊ぶ時間もなく、継父の管理のもと、日課や課題が出されていた。姉弟の中でも翔くんだけが、年齢と共に不満を持ち始め、様々な規則を守らなくなり、身体的虐待を受けていた。そのため、翔君は高校入学と時を同じくして、『自立』への道を選んだのかもしれない。体罰の傷を担任に相談することから、児童相談所への通告となり、家庭に帰ることは、継父に従順になってしまうので、それは出来ないと児童養護施設への入所を希望した。

＊翔君歩んできた道

1月の終りに近いある夜のこと、風呂上りの高校3 年生の翔くんに、食堂で、「インタビューしてもいいかな？」と声をかけると、「いいよ」とのことであった。数人の中学生は、テレビを観ていた。保育士は、風呂の後ろにある洗濯物を干していた。テーブルに座った私は、彼に色々と聞いておきたかったことがあった。

　大学入試のセンター試験も終り、いよいよ受験の本番を迎えている。翔くんは、もう3ヶ月もすると、児童養護施設を巣立っていかなければならない。翔くんは、私のインタビューということに、少し緊張したのか、声が高くなっている。私が、椅子に座った翔くんに、「声を変えなくてもいいよ」私が質問をするから、その質問に思ったまま答えてくれたらいいよ」と伝えた。

まずはじめに、私は、「何故、大学に行くの？」と質問をした。すると、翔くんは、「将来の夢が四大卒を条件にしているから」と答えた。私は、その答えに、「そうか、自分の夢の実現には、大学を卒業することになっているんだね」翔くんは、「はい」と答えた。

次に、私が、「じゃあ、頑張って大学にいかなきゃね」と言うと、翔くんは再び、「はい」と答えた。私は、「翔くんは、ここに来てから何年になるかな？」と聞くと、翔くんは、「3 年目です」と答えた。そして、私は、「家にいた時と、施設に来た時とでは何か変わった」と聞いてみた。その質問に対して、翔くんは、「家にいた時は、勉強、勉強で家に帰ったら外に行けない。ここに来てからは、自分の意思で行動できる」と言った。私は、「ここに来て、翔くんの生活が変わったんだね」と言った。

そして、私は、「学校では、施設で生活していることを友だちに話したりするの？」と聞いた。すると、翔くんは、「1 年、2 年の時は、みんな部活で、話せる時間がなかった。でも、今は、部活が終わったから話せるよ。家から通学している時は、部活はダメ、すぐに帰って来てから、勉強、家業の手伝い、体力作りのトレーニングで帰宅後の外出は認めてもらえなかった」と話す。私は、「施設の生活の中で、自分の意思で勉強するようになったから、勉強が嫌ではなくなったのではないかな」と言うと、翔くんは、「それもあるけど、僕は、図書館や学校では勉強できるけど、友だちがいたり、強制されると勉強できない性格なんだ」私は、「では、中・高生に対して、施設では、時間や場所を決めてから、勉強時間を設定して取り組むことが多いけど、翔君はどう思う？」と聞いてみた。その質問に、翔くんは、「高校に進学するとか、大学に進学するというのは、自分の意思だから、勉強しなさいと言われたり、決められたりするのは嫌だ。社会に出たり、大人になった時には、自分で判断したり、決めたりしなければならないのだから」と言った。私は、「じゃあ、施設の生活の中で、何か不満はないの。後輩たちのために言っておくことはない？」と聞いた。しかし、翔くんは、「不満はない」と答えた。

その次に、私は、「今年の運動会で応援団やってたね。高校生活の中で一番の思い出になったのでは。自分から立候補したの？」と聞くと、翔くんは、「友だちに誘われて。やってみてよかったと一番印象に残っている。高校生活が明るくなった。仲の良い友だちには、児童養護施設での生活のことを話しているよ」と話してくれた。

最後に私は、「じゃあ、3 年後はどうしているのかな？」と聞いてみると、翔くんは、「3 年後、大学3 年生。夢を見つけるために、努力していると思うよ」と言った。私は、「3 年後を楽しみにしているからね」と言った。

［3年後2010年の作文］　

『夢に向かって歩いているのだろうか』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員　工藤光一
翔君は、福祉系の大学に合格、将来を夢見て、母親と兄妹のいる家に帰っていった。あれから3 年、初めのころは、児童養護施設に遊びに帰ってきていた。明るい顔をして「頑張っているよ」と話していた。大学3年生になったころ、母親とうまくいかなくなって「家を出るかもしれない」と言っていた。それから、施設の方へ出入するのが少なくなってきた。電話で、「アルバイトで朝起きれない。大学の1限目の授業の単位がとれないかもしれない」と話していた。大学の学費は母親が出してくれることになっていたので、そのことを聞いてみたいと思っていたが聞けずしまいで、連絡がとれなくなった。そして、施設の方に「どこか実習できる所を教えてほしい」との電話があったと聞く。大学は続いているのだと少しほっとしたのを覚えているが、現在は音信不通になっている。
［2007年の作文］

『施設での生活と職員へのメッセージ』
斎藤　梨奈・25歳・

私が児童養護施設へ入所したのは中学１年生の時でした。

父は真面目に会社で働いていましたが、母の浮気と借金、また子どもの面倒を見ないということもあり、離婚することになりました。母親のトラブルによる離婚により父方に引き取られたのだが、父親１人では養育困難であるという理由から児童養護施設に入所することになったのです。

元々両親の関係は良好なものではなく、また母親は私に対して無関心であり、母親とは良好な関係ではなかった。

父には短気な面が見られましたが、私のことは可愛がってくれていました。現在は亡くなった祖父も、孫の中で唯一の女の子ということもあり、可愛がってくれた思い出が今も残っています。現在、私は児童養護施設を退所しているが、父親とは現在も連絡を取っています。

母は、私の兄のことは溺愛していましたが、私には関心がなく、現在も母とは連絡とっていませんし、私から連絡をとろうとも思っていません。

父母との思い出といえば、あまり良いことはなく、夫婦喧嘩ばかりしていて、その時は兄が私にその場面を見せないように上の階へ連れて行ってくれたことを覚えています。しかし、兄との関係も良いとは言えず、よく叩かれたり、突き飛ばされるなどの暴力や暴言等、いじめのような冷たい仕打ちを受けたこともあり、今は連絡をとっていません。

私はこのような状況と、学校でいじめを受けていたこともあり、児童相談所に保護されたときは正直ほっとしました。中学１年で保護されましたが、一時保護所は大学のお兄さんがバイトでいて、勉強をみてもらったり、話をするのが楽しかったです。元々通っていた中学の友達の数人は、学校の先生の手紙をもってきてくれたりしましたが、児童養護施設へ行ってからは連絡が途絶えてしまいました。その中の１人とは児童養護施設を出てから一度、街中で偶然会い、電話番号を交換したけれど、結局連絡はとっていません。

＊施設での生活と退所時の思い

児童養護施設には中学１年の一学期末に入所しました。児童養護施設に入った当初は、保護所と雰囲気が違い、一時保護所の友達とも離れて心細く戸惑いもありました。いじめや嫌がらせはありませんでしたが、最初は1人でいたり、部屋にこもったりしていたように思います。児童養護施設の仲間と打ち解けていけたきっかけは、入所した時に同じ部屋の子が同じ年で、ちょうど同じ時期に入所したばかりだったということもあり、いろいろと話ができました。そして、入所して数ヶ月たった九月くらいにはみんなとも話せるようになりました。何よりも、年下の幼児さんや、小学生の子どもたちが声をかけてきてくれたことが嬉しかったし、楽しかったです。

児童養護施設で楽しかった点はほかにも日常的にありました。例えば、学校から帰ってきてそのまま幼児室へ行き、幼時さんと一緒に遊んだことなどです。そのほかには、食事の時の話が盛り上がり、その延長で同年代の子とは夕食後に一緒にお風呂に入れたので、お風呂で過ごす時間もとても楽しかったです。行事では、海水浴場へ中高生だけで行き、みんなで泳いだり、海に飛び込んでみたりと、とても楽しかったです。児童養護施設の同年代のみんなは、男女問わず仲が良かったです。一方で児童養護施設の中では、ごく稀に自分のお金が盗られたり、ケンカをすると暴力や暴言などがあり、嫌な思いをしたこともありました。

児童養護施設で中学、高校に通っていた頃には、学校の友達に自分が児童養護施設にいることを話していたので、回りの友達はみんなそのことを知っていました。しかし、高校に通っていた時、一部の女子からは「悲劇のヒロイン」と陰口を言われました。私は、児童養護施設にいることは恥ずかしくないし、自分がいた家よりいい家だと思っていました。だから、普通に生活しているのにそのように言われるのはとても悔しいことでした。しかし、親友の１人は私の話を真剣に話しを聞いてくれました。その子とは今も親しい間柄です。言うべきこともしっかり言い合える仲。この友人がいたから、私は今までやってこられたと思います。

児童養護施設の職員とは、高校3年の進路の時期にこういう学校に行きたいという相談をして、自分で調べて進路を決めました。職員と話し合い、働きながら通学するⅢ部の短大も考えましたが、Ⅲ部は週交代の変則で工場勤務などをしないとならないため、断念しました。しかし、夜間の専門学校なら昼間、保育現場で働きながら学校へ通うことができるため、夜間の専門学校へ進学することにしました。将来のお金のことも自分なりに計算して、自立することを目的に、自分なりに経済的に余裕にある生活していこうと考えました。

児童養護施設を卒園する時は、高校3年生の時が私の中で一番楽しかったということもあり、まだ児童養護施設にいたいという思いが強くありました。それから、児童養護施設を出るという実感も私の中でありませんでした。1日でも長く児童養護施設にいてみんなと関わっていたいという思いがあり、児童養護施設を出る直前まで幼児さんと遊んだり、調理の手伝いしたりして過ごしました。児童養護施設を出るときには、見送りに父が来てくれたため、泣くのを我慢することが大変でした。

学費や生活費、奨学金については、児童養護施設で一定以上の成績がないと、アルバイトが禁止されていたため、アルバイトはしていませんでしたが、月3,000円程度のお小遣いを貯めていたので、卒園時には6万円くらいは貯まっていました。しかし、その貯金は専門学校の受験料として使うことになり、卒園時に貯金は残っていませんでした。保証人は父に頼んで保証人になってもらい、入学金などのお金も借り、アパートを借りることが出来ました。その後、服飾関係の会社で準社員として働き、父に借りたお金は全額返しました。保証人も次に借りたアパートは、保証人が不要のところにしました。それは親と一定の距離をおかないと、自分自身がもたないという思いがあったからです。

専門学校では、奨学金は育英会のⅡ種で月に5万円程を受けました。入学後、児童養護施設の方から児童養護施設独自の助成金があると連絡があり、申請したら6万円ほどが支給されました。

＊卒園後の生活

卒園後は、昼間は働いて学費と生活費を稼ぎ、夜間の保育専門学校へ通うという生活

を送ることになりました。専門学校入学後の最初の職場は、服飾関係の準社員で１年、次の職場は保育所で朝の7時半～4時半まで、常勤的非常勤の保育助手の仕事をしました。保育所の仕事と学業の両立はなかなか大変でした。保育所は、いろんなクラスにフリーでは入る予定だったのですが、実際には二才児のクラスしか関わっておらず、他の年齢の子どもの発達がよくわからない状態でした。保育所では、子どもたちから「斉藤先生がいるから好きだよ」と言ってくれることや、実際の現場で働き、それらを学校で学ぶことで、学習が翌日の仕事に活かされたり、反省したりすることができました。

友人関係は、児童養護施設にいた頃ははっきり物事を言い合っていました。しかし、今の友人にははっきりと言いすぎだと言われ、お互いに傷ついてしまいます。自分の本当の顔を隠す仮面をつけていないと、今の友人と付き合っていくには難しいと感じることがあります。

しかし、今のままでは自分も苦しい思いをするし、相手にとっても苦しいことだと思います。同い年友人の子もいますが、なじめないところが多いです。よく周りから落ち着いていると言われることが多いです。

専門学校は働きながら通っていましたが、留年が決まったことや、実習で自信をなくしかけていたこともあり、それ以前からやめたいと児童養護施設職員に相談していましたが、実習だけはなんとか頑張ってと言われ、実習は続けました。悩んでいる時は夜、児童養護施設へ電話をしたり、自信がないと児童養護施設へ行って相談することもありました。児童養護施設で担当職員と会って話し合い、学校を続けていくことになりましたが、それでも「やろう」という気持ちがなかなか湧きませんでした。

そんな中、9月の施設実習を児童養護施設ですることになりました。そこでは、以前から知っている児童養護施設の職員が、いろいろと気を使って話をしてくれました。しかし、逆にそれがプレッシャーとなり潰れそうになりました。そもそも、自分が知っている児童養護施設には行きたくなかったのですが、前にいた児童養護施設の事や、職員はどうだとか、いろいろなことを聞かれたり、児童養護施設にいた頃のつながりで、当時の口調で話してしまったりすることが嫌でした。実習は実習だと自分なりに割り切っていたのですが、プライベートの話などをされると戸惑ってしまうことが多くありました。そして、実習中に職員と話せても、子どもと話せないという状況に陥ってしまいました。つい肩に力がはいってしまって、自分の中では最悪の状態だったと思います。その以前から、保育園で働いていたときに児童養護施設にいる時のような冷たい言葉がでてしまったりということがあり、それを直そうと努力していましたが、なかなか難しい部分がありました。他の人にも指摘されることも多々あり、精神的にも追い込まれた状況で保育専門学校を最終学年の10月に退学しました。

＊現在の生活、親への思いと今後の展望

退学後は、アルバイトでデパートの店員として半年、派遣で工場作業員に半年、そして歯科医院の助手は正社員だったけれど数ヶ月で辞めてしまい、現在は児童養護施設の頃に出会った彼氏と同棲しながら求職中の身です。転職した職場では、つい保育の目線になってしまい、そのことで周りから注意をされたり、嫌な思いを溜め込んでしまうことがよくありました。これらの職場では、子どもと関わることはほとんどなく、そのことを物足りなく感じたことも辞めた原因のひとつだと思います。

それから自分が受けた虐待のせいか、人からきついことを言われたり、自分の体に急に触れられると、ビクッとしてしまったり、過呼吸になりそうなこともよくあります。勤めてすぐに辞めたある職場では、上司はその事情を知っていましたが、逆にそのことで「悲劇のヒロイン」であるとか、「甘えるな」と説教され、つらい思いをしました。自分でも克服しないといけないと思ってはいますが、なかなか難しいところで、これも現在悩んでいることのひとつです。ただ、そんな中でも１人暮らしをしていた時、親の代わりをしてくれた家族がいて、悩んだりした時にはいつも相談にのってもらっていました。その方には今でもお世話になっています。

現在は無職で、学校と相談して復学するのか、通信教育でやっていくかを模索している段階です。彼氏と同棲しているということもあり、当面の暮らしにはそれほど困ることはありませんが、奨学金や車のローンなどの問題もあるため、早めに子どもと関われる職場を探したいと思っています。いずれは児童養護施設の職員になりたいという思いはあるものの、児童養護施設実習で自信がなくなったこともあり悩んでいますが、特に乳児が好きなので、乳児院も視野に入れながら、保育所での就職を考えているところです。いずれ、私自身さまざまな経験を積み、自信を持てた暁には児童養護施設にも就職したいと思っています。

今、改めて思う親への思いは、最近、実家に帰って父の寂しそうな顔を見たり、父と一緒にいると前よりも背中が小さくみえることがよくあります。電話だと、父も私も短気ですぐに怒ってしまうので、すぐにお互い言い合ってしまい、お互い謝ることができないですが、いずれは喧嘩ばかりするのではなく、電話でも穏やかに接することができればいいなと思っています。母とは、いまさら何という感じで、会いたいとも思いません。やはり、自分を放置して出て行ったということもあり、許せないも思いが今も強くあります。成人式にも父が成人の祝いに着物を買うお金を半分出し合おうかと言い出したことがありましたが、母が断ったそうです。誕生日も、何も親らしいことはしてもらっていないので、今は母にはそのような思いにしかなれない状況です。

これまで述べたように、自分がいた児童養護施設は家庭よりいい場所でした。しかし、ルールが多く、やはり家庭と児童養護施設とでは違います。だから、自分は将来、児童養護施設の保育士として子どもの意見を取り入れて暮らしやすい児童養護施設作りをしていきたいと思いますし、何よりも児童養護施設にいたことを哀れむ人がいるということを悲しく思います。こうした偏見をなくしていきたいと思いますし、理解してほしいと思います。現在、児童養護施設にいる子にも、児童養護施設にいることを恥ずかしいと思ってほしくないですし、周りの人にももっと児童養護施設のことをわかってほしいという思いから、偏見をなくしていくための発言もしていきたいと思います。

［3年後2010年の作文］
『私が進むべき道を教えてくれた夫に感謝』
斎藤梨奈(28歳)
退所後は、施設で過ごした自分の経験を生かして、子どもたちの不満や不安を少しでも理解できる職員になりたいと思い、保育の専門学校に進学しました。昼は保育園で働き、夜学校に通うという毎日でした。働いたお金で、自立するときに親に借りた部屋の資金を返し、それ以外を生活費に当てて、なんとか生活していました。朝早く、夜遅い毎日に、時々「何をやっているのだろう」と感じる時もありましたが、保育園で子どもたちの顔を見ると頑張ることができました。金銭的な面以外でいえば、充実した毎日だったと思います。しかしその後、金銭的に困難になり中退してしまいました。
退所後に、施設の友達を通じて出会った恋人がいたのですが、その彼氏とも別れ、以前より金銭的に困難な状況になりました。朝から夜まで準社員で働ける職場を探し仕事を掛け持ちして過ごしていました。すこく厳しい時には、食費を削り、水を飲んで生活したこともありました。
その後、同じ職場に新しい彼氏が出来ました。その頃に、私がマンションの階段から落ちてしまい、その時確認した防犯を見て、「自分から落ちていっている」と言われ、医師の診断でもないのにミュンヒハウゼン症候群の疑いをかけられてしまいました。同じ職場だったために、会社中にミュンヒハウゼン症候群のことが広められてしまい、その圧力から会社を辞めざるを得なくなってしまい、退職しました。その後、前の彼氏(現夫)に相談したり連絡を取り合うようになり、もう一度結婚前提で付き合うことになりました。もう一度、保育士資格取得に挑戦するために、お金を貯めていた矢先、妊娠したことが分かり、彼氏と結婚することに決めました。
現在は、夫も育児に協力してくれていたり充実した毎日を送っています。夫の両親も、子どものことをとてもかわいがってくれています。そして、私の父も不器用なりに気にかけてくれています。また、育児が落ち着いたら、いずれは資格を取りたいと考えております。
この3年間で結婚、妊娠など生活が大きく変わりました。今の夫に出会い、自分自身成長することができ、とても考えさせられました。また、私が進むべき道を教えてくれた夫に本当に感謝しています。
[インタビュー]

①どんな子どもでしたか

 　職員からはまじめな子どもに見えていたと思う。中学3年生の夏休みに施設に入所し、今までの生活から変
化したので、施設での生活の仕方がわからず不安だったが、徐々になじめるようになった。

②両親との関わり

結婚 妊娠の際に二度くらい父を通じて母と連絡をとった。父とは、よく連絡をとっている。母との関係が良くな
るまで、子どもにも会わせたくない。

③進路問題として何かありましたか

進学希望だった為、学校や予算など自分で調べてから、職員に相談した。退所後の住居が金銭的に困難で、
親に部屋代だけ借りて、学校と仕事を両立しながら返済した。

④担当職員と真剣に向かい合い議論したことはあったか

悩みや進路などは真剣に相談したことはある。入所中は、良い子にしていたので不満などは言えなかった。

⑤職員を信頼しているか

退所するまでは、信頼していた。その後、何かのきっかけで信頼を失くしてしまった。しかし、子どもが生まれ
てからは、自分の為にやってくれた、あの時言ってくれたおかげで今がある、と離れてから思うようになり感
謝している。

⑥今後の児童養護施設について

恥ずかしい、嫌だと思わない「家」だと思えるような施設になってほしい。DVやネグレクトなど最近ニュースに
なってはいるが、児童養護施設については世間では知られていない。少しでも多くの人に知ってほしいが、
施設の子どもたちをかわいそうなどと思わず普通の子と認識してほしい。施設＝良くない、という 偏見が減
れば施設をとりまく環境も良くなると思う。

［2007年の作文］
『子どもが生まれて、母の言葉を優しい気持ちで聞けるように』
鈴木あゆみ
＊施設に入ることになった理由
私が、施設に入ることになった理由は、母が病気になって入院してしまい、育てること出来なくなってしまったからです。本当は、母の姉（伯母）が、育てるつもりで預かってくれたのですが、祖母が死んでしまい、そのお葬式の際、私の父方の伯母に預けたところ、勝手に一時保護所に連れて行き、施設に入ることになったと聞いています。
＊子どもにとっての父母の思い出
父親に対しての思い出は、全くありません。小学校3年生になるまで顔も見たこともなく、一度も会ったことがありませんでした。私が小学校3年生の頃に、突然現れ、園長先生に「お父さんだよ」と言われたことを覚えています。私は、嬉しいという気持ちはなく、知らないおじさんが来た！としか思いませんでした。
母の事は、物心ついたときから嫌いでした。何故、嫌いだったのか分かりません。母の顔を見ると、憂鬱な気分になったことを覚えています。
＊当時の家庭状況
当時、私も小さかったので、あまり詳しくは覚えていないのですが、いつも家に母方の伯母が来ていて、身の回りの事をやってくれていたと思います。母が、わざと味噌汁を絨毯にこぼしたり、私と兄が見ていたテレビをいきなり消してきたりした事を覚えています。その度に、母と伯母が喧嘩をし、物を投げあったり、取っ組み合いをしていました。
＊入所施設の思い出・施設生活を振り返って
乳児院から、別の施設に入り、またそこから退所するまでお世話になった施設に3歳で入ることになりました。小さい頃、寂しいと感じても、誰にも言えなかった事や、夜、皆が寝た頃に布団にもぐって、泣いていたことを思い出します。
小3まで私は、Ｈ先生という先生に担当してもらっていたのですが、その先生が結婚して退職しました。その時は、何とも言えない寂しさと、不安でいっぱいで、先生の結婚相手に、先生をとられた気がして、仕方がありませんでした。
小４から６までは、地獄でした。大きい子に、いつも理不尽なことを要求され、叩かれたり、使い走りをさせられたり、学校が嫌いな私でしたが、学校に行っている間は、苛められなくてすむので、学校が天国みたいに思えました。
中学校に入学してからは、今まで我慢してきた反動からか、悪いことに興味がいき、髪を染めたり、目立つようなことをするようになりました。いつも、2～3日外泊しては施設に帰る、を繰り返し、そのうち、警察にもお世話になるようになりました。最初は、施設の先生に叱られるのが嫌で帰れなかった筈なのに、1人で浮きすぎて、周りの人に白い目で見られているような気がしていました。本当は、施設に帰って暖かい布団で寝たいのに、帰れなくなってしまいました。そんなうちに、施設には自分の居場所がないような気がして、どんどん、悪い友達の中で、自分の居場所作りを始めていきました。今思えば、白い目で私の事を見ていた人もいただろうけど、私の事を心配してくれていた人もいたのかなって思います。
＊職員との思い出
本当に子どもの事を考えてくれる先生もいれば、自分の好き嫌いで判断する人もいて、子どもとあまり変わらない考えを持っているような、無責任な先生もいました。私が担当してもらった先生は、鬱陶しい人が多かったし、口うるさかったけど、熱心に関ってくれたと思います。学校と同じようなもので、熱心に関ってくれる人もいれば、自分の気分で子どもに八つ当たりするような人もいて・・。施設に勤めている人だから、理解があるとか、親身になってくれる人ばかりではないと思います。
＊将来の夢
小さい頃、大人になるのが不安で、怖くてたまらなかった。大きくなったら、どうやって生活していくのか、凄く不安でした。小学生の頃は、アイドルになりたいと思い、オーディションを受けたりしましたが、お金がない私には、無理なことだと思って、諦めました。心の中では色んな夢を思い描いているけれど、自分の弱さや、目の前の辛いことから逃げてしまうことで、結局、高校も中退してしまいました。今は、アイドルになるわけでもなく、普通に生活しています。
＊施設を卒業時の思い出・決意
なんとなく高校に行って、悪さをして退学になり、美容室に住み込みで入ることになり、施設を退所しました。当時は、自分の城を構えた気がして嬉しかったのと、誰にも干渉されないことが嬉しかったのを覚えています。
＊社会に出てから
社会に出てみて施設の暮らしの有難さを実感しました。暖かい布団、ご飯の大切さがよく分かりました。悪いことをしていても、誰も止めてくれない生活。歯止めが効かず、毎日薬物に手を出す日々。本当に悪循環で、抜け出したい気持ちはあるのに、自分でコントロールできなくて、どうすれば良いのか分かりませんでした。その内、覚せい剤にも手を出すようになり、心身ともにぼろぼろになりました。誰かにどうにかして欲しくて、だけど、そんな風に悩みたくなくて、現実から逃げたくて、毎日覚せい剤に溺れていきました。未成年で、風俗店で働き、覚せい剤で警察に捕まりました。少年院に入る事になりましたが、そこでの生活に不安はなく、安心して生活できました。その頃の私は、自分の事を分かってほしくて、施設にいたことを隠さず話していましたが、今は、あまり言わないようにしています。世間では、施設に対する偏見もありますし、そのことで人間性まではかられるような気もするので・・。
＊結婚した人との出会い　
友達の紹介です。
＊今あらためて　親を思う気持ち
結婚して子どもを産むまで、母親の事が大嫌いでした。私の母は、私が物心ついた時には、精神科に入院していました。たまに、私たちに会いに来たり、電話をしてくるのですが、みっともなくて、鬱陶しいとかしか思ってなくて、そんな母親に会いたい思った事はありませんでした。母に対して、無関心だったと思います。
今、1歳になる子ども（長男）がいるのですが、産まれたときからどうしようもない愛おしさは変わらず、いつも、全身で守ってあげたいと思っています。きっと、母も私たちの事を、そんな風に思っていたんだろうなぁと、思います。今は、母に対して苛立った感情はありません。今なら、子どもと病院にお見舞いに行っても、母が話す言葉を優しい気持ちで聞けるような気がします。何故こんな気持ちになったのか分からないけど、多分、私の母も、私と兄を手放す時、凄く辛い気持ちだったんだろうなぁ、と思うからだと思います。
＊現在の児童養護施設職員に一言
子どもの話を親身になって聞いてあげてください。差別をするのではなく皆同じように接してあげてください。
＊児童養護施設の将来をどうしたらよいか
私にはどうすることも出来ないけど、施設で働く職員の人間性は大事だと思います。そういった面を、しっかり観たほうがいいと思います。
［3年後2010年の作文］
『あれから・・・』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木あゆみ
3人目を妊娠中の６か月目に私は旦那と離婚しました。
度重なる暴力と旦那の逮捕。子どもから父親を奪ってしまう事に少しの迷いはありましたが、夫婦としてやっていけるのか疑問を感じ、シングルマザーの道を選びました。
旦那と離婚後、子育てと仕事の両立がとても大変で、出産もあった為、一時期は生活にとても困りました。役所の方に相談にのってもらい何とか切り抜けましたが、本当に大変な思いをしました。どうしてこんな思いをしなければならないのか、と自問したこともありましたが、その道を選んだのは私自身ですから前向きに考えていくしかありません。
2人目を出産した時には、親のいる人は、産後も誰かの援助がもらえることに、羨ましく感じたこともありました。親がいてもいないに等しい私にとって、誰の援助もない中での仕事と子育ての両立はとても難しく（金銭的にも）、心無い人からのバッシングもあるなど、悔しい思いもたくさんしましたが、今では何とか生活も落ち着き、親子3人で楽しく過ごしています。
今は職場にも恵まれていて、皆さんに良くしていただいています。離婚から２人目を出産にかけての苦しかった日々を思うと、あの時仕事を辞めずに私なりに頑張って働き続けて本当に良かったと思っています。
離婚の選択が正しかったのかどうかは解らないけれど、今までを思い返してみると、何だかんだと私がピンチに陥った時、私は常に誰かに助けられてきたな、と思います。
子ども時代は、“自分だけ幸せになれない”というネガティブな気持ちを持っていましたが、今はそのような気持ちはありません。いろんな人に助けられてきたことで、独りぼっちじゃなかったと、心から思うことができたから・・・。
これからも感謝の心を持ちながら、親子三人で明るく暮らしていこうと思います。
『自立までの道のり』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職員　村山明日香
この原稿の依頼がてら久しぶりにあゆみさんに連絡をした。
挨拶もそこそこに、要件を話そうとしたが、受話器越しから子どもたちの賑やかな声が響き渡り、互いの声がなかなか聞き取れず・・・。
日をあらためて入電することを告げ、電話を切ろうとした矢先、「静かにしなさい！」と子どもたちを一喝する声はなかなかの迫力で、肝っ玉母さんと呼ぶにふさわしい。若いながらも一家の大黒柱として、二人の子どもを育てているから当然といえば当然か・・。
そんな思いを巡らせながら、あれからもう３年がたったのか、と時の流れのはやさに少しの驚きと感慨を感じながら、一家団欒の空気を感じ取ることができたことに嬉しさも感じた。
よちよち歩きの子を抱え、お腹には赤ちゃんがいる状況で、彼女は何度も旦那に暴力を振るわれた。見かねた近所の人が通報し、警察が介入するなど、大変だったらしい。
離婚によって、子どもたちを父親のいない子にすることに、逡巡する気持ちを聞くこともあったが、子どもの目の前で母親が殴られていることは、間接的にではあるけれど、子どもも殴られている事と一緒であり、子どもの育ちに決して良い影響を与えることではない。自分が幸せになれる道を選択してみてはどうか、と話した事を覚えている。
穏やかな生活を送りたいあゆみさんの願いと裏腹に、夫が薬物使用で逮捕。路頭に迷う生活に放り込まれたあゆみさん。身重の体では、雇ってくれる所もなく、生活に困窮してしまう。それ以前に彼女は役所の人にＤＶ相談をしていたが、相談員の人と上手くコミュニケーションが取れず、相手に良い印象を与えていなかった。それもあってか相談に行くのに躊躇していたが、困窮を打破するため、子どもに安全な暮らしをさせるため、生活保護の申請を勧めた。しかし、そこでも自分の意図する気持ちが伝わらなかったようで、憤慨した口調で連絡があった。「役所の人も人間。高圧的な態度や言動で来る人に気持ち良く援助をしたいと思う人はなかなかいないと思う」と宥めながら、後日役所に一緒に同行し、あゆみさんのケアについて相談した。
紆余曲折あり、生保受給が決定。住居や出産に対しての支援が入ることとなった。とりあえずの急場を凌ぐことができるようになり一安心したものだ。
その後、無事に可愛い女の子を出産。出産後、私に「親のいる子はいいよね。私は子ども産んだ後も一人で家事したり上の子の面倒見たり、ゆっくりできない。親のいる子は、おばぁちゃんとかが孫の面倒見てくれるけど、私は全部一人でやらないといけない。ずるいと思う」と零した言葉に、「そうだね。大変だよね。１人でえらいよね。あなたの娘にはあなたが味わった悔しさを味あわせないように、してあげてね」と返すのが精一杯だった。
出産してから数か月経ち、あゆみさんから連絡があった。子どもを保育園に預けて働こうと思っている事や生活保護を中止しようと思っている、などの相談だった。まだ生活が安定していないのだから、生保を切るのは心配だと伝えたが、彼女から予想だにしない答えが返ってくる。
「生活保護をもらう人ってさ、私の中では病気とかでどうしても働くことが出来ない人が貰うものだと思うんだ。私は、体もどこも悪くないし、仕事もしようと思えば出来る。私みたいな人が貰っていたらいけないと思う。本当に困っている人が貰うものだと思うから」。
　彼女の生活だって、決して楽な方ではない。にも関わらず、他者を思いやれる心が育っていたことに、驚きと感動が広がった。
その後・・・　お互い、思い出したかのように、たまに連絡を取り合っている。話の内容は、私からは施設の子ども達の近況や、こういう事があったのだけれど、どうやって接していけば良いと思う？といった相談。彼女からは、仕事の話や、恋愛の話、二人の子どもの養育相談。あとは、昔ばなし・・。「あの時、怒られてむかついた」「私の話を聞こうとしなかった」　など、当時は感情むき出しにぶつかっていた事さえも、今となっては互いにとって良い思い出となっている。
子ども時代から成人後の付き合いを通して、人が自立していく過程を垣間見ることが出来たことは私にとって大きな財産となった。これから先も多くの子どもとの出会いがあると思うが、それぞれの子ども達が、子ども時代を子どもらしく生きていけるよう、微力ながらお手伝いが出来ればと思っている。

［インタビュー］

①作文を書いていただいたあゆみさんとはどんな関係・どんな子でしたか
激しい子だった。言い関係ではなく注意しなければならない、反社会的行動がエスカレートに繰り返されている子だったので、毎日が格闘だった。
どの職員ともほのぼのした関係ではない。それは小学校時代から、挑戦的・攻撃的だった。小学校４、５年から茶髪にしたり、万引きはしょっちゅうしたり、ピアスを自分であけたりしていた。
すごく気が短く、気が強く自ら危ない橋や危険な所を渡ろうとしたり、刺激が好きな子だった。
自分からはむかってきたりするような子だった。
物ごとを悪く捉える傾向やマイナス思考な部分があった。
印象に残っていること
大きい出来事はありすぎて、これとは言えない。
でも家出がよくあった。出てって帰ってこなくて探し回って見つけては、そこで格闘して絡まれての繰り返しだった。彼女がよく今も言うのは、どこどこにいて、隠れてた時に車で探し回ってて出るに出れなかったということを言っていた。面白おかしくいったりする。お互い色々ありすぎて、印象がありすぎて、残るしかない。より印象的で一語一句覚えていることが多い。「あの時こういったらこういったよね」のような会話を今もすることがある。
②あゆみさんとどのように関わっていこうと思いましたか？
ウォームハート・クールヘッド　　心は熱く頭は冷静に
すべて感情に支配されてはいけない。そうなってしまっていたら、今頃体罰で捕まっていたかもしれない。そういう取っ組み合いや言いあいはしょっちゅうだった。本当に誤魔化しが効かない。言葉だけで心配していると伝えても、結局そういう子どもたちは、外へ外へと向かっていく。やりながらも、なんで探してきてくれないの？と言った半分アンビバレントな感情を持っていて、それに付き合っていくのが大変だった。労働時間なんてなかったようなものだった。ほとんど泊っていた。その子の担当と言うこともあったし、フロアリーダーでもあったし、彼女も彼女で行かなければ、どうせ来ないんでしょ？などといった、挑発行為、試し行為などがよくあった。
その子ばかりに関われるわけではないから、なんであの子は関わってなどというのもあったから、他児とのバランスをとるのも大変だった。
③関わっていく中で気をつけたことはありましたか？
言い分を聴くこと。怒鳴りたい気持ちなどは抑えながら、事情はしっかりと聞くようにしていた。そのようにこちらが務めているつもりでも、話をしたら、すぐ言ってきたよね、怒ったよねなどと言うこともあったから、私たちがそう思っていても、子どもがそう思えなかったら、気をつけていたことにはならなかったのかなと、今振り返るとそう思うことがある。
自分の権利主張が強く、すごく気の強い子だった。自分の欲求は人が忙しそうにしていても、要求してくることがあった。そして、本人はそういう欲求に答えてもらうのが当たり前だと思っていた。そういう部分ではしんどいこともあり、小さい時は苦手な子という部分もあった。今思うと、愛着障害だったのかなと思う部分がある。そうなってしまったのは、母親との関係や、イジメも昔はすごくて、今は労働環境もよくなって、建物もめぐまれて、小規模でゆとりをもった生活にシフトしてきたけれど、同時十何年前は本当に衣食住を確保するだけで精一杯で、本当に、心のケアまで回らなかった。そういうメンタルケアが必要な子に対して、十分なケアができなかった時代にたまたま二人は出会ってしまったんだよと言うような話をする。今の子との扱いとは違って、今はそういう子があまりいず、どうしたの？って聞いたら普通に話すし、人の言うことをちゃんと聞ける子が増えてきた。
その時代の移り変わりは虐待防止法ができて、虐待児のケアが必要だと叫ばれるようになってきて、それに付随して、メンタル・トラウマケアについて、すごく、研修も増えて言ったし、専門的に関わることが大事と叫ばれてきて、だんだんと知らない間にちょっとずつ、言い風になっているのかなと思う。研修もあり学ぶ機会が増えたり、厚労省からの通達もあったりした。
あきらめじゃないけれど、早く帰りたいと思っても、無理だし、ある意味諦めたというか、付いていくしかないのねとそういう感じに、自分の気持ちがストンと落ちた時に初めて、ゆとりがでるようになってきた。大変なんだけど、周りから見たりしても大変なんだけれど、愛着関係がバトルなどを繰り返す中でもできてきた。
うっとうしいとか担当じゃない方がいいといいながら、出てく寸前まで暴言を吐き続けていたけど、でも話に来る。嫌いなくせに他の子と話していると、割り込んできて、自分の話をしたりする。シカトしていると、なんで聞いてくれんのだ！みたいな感じでバトルになってしまったりとそういうやりとりばっかりだった。
警察などにも御厄介ばっかりだったから、色んな司法の力も借りた時もあるし、捕まる時が多いから、色んな人との協力関係でなんとか乗り切ってこれたのかなと思う。児相に限らず刑事さんとかにも。
④あゆみさんと親との関係
悪い。今は前ほど暴言ははかないけれど、お父さんの事は大嫌いだし、会ってないし、会う気もないし、昔は声を聞くだけで、「うっせな、ばばあ」や「きちがいやろう」のような事をずっと言っていた。今は自分も子どもができて、自分とお兄ちゃんを育てるのは大変だったかもしれない。と客観的に見れるようになっている部分もある。
第三者とお母さんの話をするときも、悪い言い方（あんたが私の親で恥ずかしい　など）をすることは、なくなってきた。そう思えるようになったのは、やっぱり自分自身の子どもができたのが大きいと思う。
⑤あゆみさんが学校中退後、就職の際はすんなり職に就くことはできましたか？
施設にいて、自由もないし、干渉もされるし、出たいと言っていたのでハローワークに行き、自分で美容室を見つけて、面接にいくことになって、運よく採用されて、寮もあり住み込みで働くことになった。
本人は意気揚々とやっとでれると言っていたりした。
⑥退所後の関係
良い意味で言うと人を頼って生きていくこだったので、退所後もひんぱんに施設に来ていた。電話もひんぱんにくるし、雇用主さんからも電話がきたりと、そのたびに４０，５０分かけて行っていた。落ち着くまでは、と思いなんども行ったりしていた。
仕事をやめてしまってからも、「元気？何してる？」のような連絡がったり、施設にも来たりしていて、しょっちゅう会っていた。
薬をやっていて、捕まってしまって少年院に入ってしまってからも面会に行った。つかまってホッとしているように見える部分があった。
そこから少しずつ変わっていった。
⑦リーダーとしてチーム力をあげるために
私の批判を他の職員に子どもが言う時に、私の悪口を子どもと一緒に言うことはダメだよということを徹底させた。仕事として、私もあなたも関わっているので、そうであったとしても私の批判を、共感的に同調することばを発したりすることは、チームを壊すことに繋がるから、それは絶対に言わないでねということは徹底をした。悪口や批判はしずに、言いたいことは本人に言うこと。子どもは上手に職員を分解させ力を持っている、子どものエネルギーは本当に高いので職員間をバラバラにしたり破壊する力を持っている。
「あの先生前こうやって言ってたよ」などと言った嘘も平気で挑発したりしてくる。そのことを聞いたりすると、いくら頭で整理して、言わないって徹底していても、その場は本当にイラっとしてしまったりするので、それに負けない、チーム力を持っていいないと、バラバラにされてしまう。虐待を受けていた子などは絶対にそういうことをすることがある。裏で情報は全部もらって、「こうやって言ってました。ああやって言ってました。」という情報共有。
チームを作っていくってことは本当に大切なことで、あの時頑張ってこれたのも、私を支えてくれる先生の存在があったから。
色んな支えがないとやれるわけない。色々な人の支えがあってやってこれた。
ですから、話し合いを徹底して、チーム力をあげていくことが大切。
⑧職員として、自分の担当した子ども達に対してどこまでの面倒（アフターケアー）をすることが大切だと思いま
すか？
子ども達が他の外に出て、新しい世界の人たちと手をつなげるように、なるまでくらいがアフターケアーだと思う。
あゆみさんに関してだと、ご主人ができて、子どもができて、ご主人の両親がいて、などと家族の輪が広がっていく。そうすると安定していく。
結局離婚もしてしまって、その後も大変で、まだ落ち着いているわけではないけれど、子どもがいて、ママ友達ができて、などと、新しい世界の人間関係が繋がっていくまでくらいを。普通に話を聞いてあげたり、を普通にしていくといいかなと思う。終わりはないかもしれない。あゆみさんなんかはずっと電話してくると思うから。他にも卒業生って言うのは色々な場面で役にたったりもする。出てった後に、「最近はこんな感じで、職員はこんな感じで」などの話をしたりすると、的を得たアドバイスをくれることもある。
当事者の意見などがすごくありがたいなと思うことがある。
⑨なぜあゆみさんを最後まで見ていこうと思ったか（理由）
あゆみさんは強い物には向かってくる。立場の強い職員とかには向かってくるけど、自分より立場の下の小さい子には、絶対にいじめはしなかった。
陰険なイジメやぱしりをするとかは絶対にしなかった。怒鳴りとかはあっても叩いたり、ということは絶対にしなかったので、それが私が、我慢できて理由。
⑩　職員としてこの仕事をしていて良かったと思ったことはどんな時ですか？
卒業生が今でも、電話をしてきてくれて、今も言い関係を築いていること。
職員だった、担当だったとかではなく、近所の人みたいな感じで、電話してきてくれたり、年賀状を出してきてくれたりしてくれたこと。
子どもに「先生、良い先生だよ」って言っていたのを聞いたりした時
子どもの成長や、退所後頑張っている姿をみたりすると、やっててよかったなと感じる
⑪先生にとって、児童養護施設は今後どうなっていくことが大切だと思いますか？
長期的に入所しなければいけない子が少しでも減ってほしいと思う。
一時的な場所で、家庭が本当に大変な時などに見て、整ったら家庭に返して、のような施設になればいいと思う。赤ちゃんから１８歳まで施設にいるっていうのは、やらない方がいいと思う。親もなくて、自分一人でずっとここでっていうのではなく、やっぱり柱になる人と生活していくことがいいと思う。
早く帰れるようになっていけばと思う。
［2007年の作文］
『私と児童養護施設』　

深津　俊哉

2歳の頃、児童養護施設へ入所となった。小学生の頃から野球少年である彼、俊哉さんは高等技能専門校を卒業後、建具屋に就職。現在も、建具屋の社長、奥さん、入所時の児童養護施設職員に支えられながら、仕事を続けている。

＊はじめに

私がこの作文集の話を引き受けたのは、一昨年行なわれたある研修会での報告がきっかけとなっています。「児童養護施設を出てからこれまでの生活について、研修会で話してもらえないだろうか。」退所した児童養護施設の指導員からかかってきた突然の電話に驚いて、少し待って欲しいと答えたのですが、私が話をすることで、今、児童養護施設で生活している子ども達のために何か少しでも役に立つことがあるならばと考え、この話を引き受けました。

私がK県のある児童養護施設を退所して、既に20年以上が経過しました。中学卒業後、児童養護施設から高等技能専門校に通い、退所後は児童養護施設の近くにある建具屋に就職し、現在もそこに勤めています。朝と夕方には、小中学校に通学する大勢の子ども達が職場の前の道を通ります。私もかつてはこの道を歩いて登下校していましたが、ふと思い出す児童養護施設での生活を懐かしいと感じると同時に、児童養護施設で生活する子ども達が感じる児童養護施設での生活の大変さを考えたりもします。

退所後は差別や偏見の目で見られる事も少なからずあります。社会に出てからも色々な場面で苦労している児童養護施設を出た子ども達への理解が進んで欲しいと考え、私が生活していた当時の生活の様子についてお話させていただきます。私の話から児童養護施設で生活する子ども達の生活について、正しく理解していたければと思います。

＊児童養護施設での生活について

私は、2歳でここの児童養護施設に入りました。昭和39年の新潟大地震の被害に遭った母親がそんな理由でK県に移ってきたらしいという事、祖母もいるらしいという事を当時の児童養護施設の職員からは聞かされましたが、その事以外、自分の生まれについては一切情報がありませんでした。そんな理由で未だに家族については何も知りませんし、当時の記憶も全く無いまま現在に至っています。

小学生のときは地域の野球スポーツ少年団に入りました。児童養護施設の中でも児童養護施設内ソフトボールクラブがあったので、年がら年中グラウンドで白いボールを追いかけていた記憶がしっかりと残っています。もちろん野球は大好きでした。五、六年生ではレギュラーにもなったので、土日と祝日はほとんど児童養護施設にいることもありませんでした。しかし、実はスポーツ少年団に入団したもう一つの大きな理由があったんです。今改めて考えてみると、その頃は本当にひどい生活だったなぁと思ってしまいますが、その時はその生活が当たり前だと思っていましたし、私は少年団に行っている時は、ほとんどの時間を児童養護施設から離れていることが出来ましたので、休みの日に児童養護施設に残っていた他の子ども達はもっといろんな大変さを経験していたのかもしれません。

昔は児童養護施設の下級生が上級生に従うことは当然の事でした。境遇も皆それぞれ違っていたとは思いますが、独特の雰囲気があって、良く言えば大家族的な部分があり、悪く言えば変な強制的なまとまりが感じられた場所でした。嫉妬心だったとは思いますが、甘えるのが上手な子どもが職員にべったりとくっついている姿を見ただけで、「その職員を無視しろ」なんていう命令も上級生からあって、（力関係で強い者の）言うことを聞かなかったり、もし断ったりしたときには、万引きやけんかに誘われたりします。断ると、さらに後からひどい仕打ちをされることが分かっていたので従うしかありませんでした。だから、野球少年団に入ることで少しでも児童養護施設を離れる時間が出来たのでした。

少年団に入っていなければ、児童養護施設内ソフトボールクラブの練習がありました。土曜日は昼から練習。日曜日は午前中から練習と言う名の地獄の特訓（しごき）が待ち構えていたのです。中学で部活動に入る事についても、力関係で優位に立つ児童養護施設の先輩たちからの圧力もあったので、あまり自分のやりたい部活動に入ることは出来ませんでした。入って一生懸命取り組んでいる姿を見ることが一部の児童養護施設生達にはしゃくに障ったのかもしれません。

私と同年代の者は大勢の者がそんな状況でした。ただし、そんなに全てが辛いことばかりではありませんでした。私たちの生活していた頃の児童養護施設職員のお兄さん、お姉さん達は私たちの若いお父さんやお母さん代わりであり、本当のお兄ちゃん、お姉ちゃんの様な感じがすることもありました。朝起きてから晩寝るまでずっと一緒でした。朝送り出してもらい、学校から帰ってきては勉強を見てもらい、一緒にお風呂に入って寝る時は布団の中で絵本を読んでもらいながら隣で寝てもらう。そんな毎日の生活でしたが、児童養護施設の中で一緒に生活している安心感や一体感がありました。夜、自分たちの部屋の窓から職員の部屋をのぞいて電気が点いていれば、こっそりと部屋に遊びに行ったりすることも結構ありました。部屋でお菓子を一緒に食べたり、漫画を読んだり、テレビを見たり、相談を聞いてもらったり、そんなことがごく当たり前に行なわれていた事を懐かしく思い出したりもします。

＊楽しかった専門学校時代と就職してからのこと

中3のある日、園長から呼ばれました。「専門学校に行く気があるんやったら行ってみないか」私は勉強はあまり得意ではありませんでしたが、手先が器用だったから声がかかったのかなぁと思っています。あと中学校時代には先ほど話しましたが、児童養護施設の先輩からの圧力で野球部には入れませんでしたが、児童養護施設内のソフトボールクラブの選抜メンバーとして、近くのもう一つの児童養護施設の選抜メンバーと一緒になったソフトボールチームを結成していました。そのチームで職業訓練校の方たちと定期的に練習試合を行なっていたことが、懐かしく思い出されます。

中学卒業後は、児童養護施設から職業訓練校の木工科に入学しました。勉強の方はそんなに熱中したとはいえませんが、放課後は仲間たちと一緒に近くの球場に野球の練習を見に行ったり、当時は訓練校でも課外クラブが盛んでしたので、そこのソフトボールクラブに入り県内の他の訓練校とも対抗戦が行なわれるなど、楽しい学校生活を送ることが出来ました。卒業した後は、児童養護施設の近くにある建具屋に就職しました。就職してから児童養護施設の職員に誘われ、地域のソフトボールチームに入りました。今までずっと続けてきましたので、途中でいろんな方から声をかけていただきました。運よく国体予選、東海大会出場の機会もいただきました。

　よく児童養護施設を卒業した子ども達は、保証人になってもらう人がいない。頼める人がいないなどと聞きますが、私は車を購入するときも、アパートに入るときも職場の親方になってもらえました。就職してから数年間は、お金の管理や食事の世話も社長の奥さんに良くしていただきました。児童養護施設の職員とのつながりも続いていますので、相談事があるときなども家に行ったりなど、お世話になることもよくあります。

　　

＊これまでの自分を振り返って

自分でこんなことを言うのも何ですが、要はすべて自分しだい。必要最低限のことをまじ

めにやっていれば、周りからの信用もついてきます。仕事についても、今までとても厳しかったなぁとは思いますが、私は同じところで23年間一生懸命に働いてきましたので、周りも認めてくれたんだと感じます。ただし、今まで児童養護施設を出た多くの仲間達が苦労している現状を度々見てきました。就職しても親がお金を求めてきたり、自分の生活状態が良くなかった時に付き合っていた仲間との関係が、なかなか切れずに流された生活が続いたり、交際している女性の相手親のところに結婚のお願いに行った時も、親がいないからなのですが、信頼している先輩に一緒に付いて行ってもらったにもかかわらず、「親を連れてきてほしい」と断られた話も聞いています。

私は自分の生い立ちについて気にはなっていません。自分は自分という気持ちでした。でもやはり親がわからないということはいつも心のどこかにあった気はします。児童養護施設から逃げたいと思ったことはありませんでしたが、あらためて振り返ってみると、児童養護施設以外の友達と遊びたかった。早く自立したい、児童養護施設を出たいとは思っていた自分がいたような気がします。

差別については実際あったとは思うが、自分は本当に一人っきりでしたので、これまでも「負けてたまるか」の気持ちで生きてきました。それと周りの人との関係を大切にしてきました。つまりは自分がされて辛い思いをしたことは他人には絶対にしないようにしていました。

今までの自分を支えてくれたのは、そんな気持ちだったのではないかと思います。

［3年後2010年の作文］
『私と児童養護施設』

深津　俊哉

先日施設の職員さんから電話をもらいました。前回書いた作文の後、どのように生活しているのか教えて欲しいと言われました。

まだ三年しか経っていません。勤め先もそのままですし、皆さんにお伝え出来るような新しい出来事も特にはありません。書く内容も思いつかず断ろうか迷っていましたが、ぜひとも書いて欲しい事があると言われ、近況も含めその報告をさせていただきます。

施設の卒園生で作った野球チームが今年で２２年目になりました。我ながらよく続いたなぁと思います。結成した当時のメンバーでまだやっている話をしたところ、職員さんはとても驚いていました。

私が施設でソフトボールをやっていた頃、年一回開かれる施設対抗の大会で３年連続して優勝したことがありました。今もこの大会は続いていますが、三連覇したのは他の施設も合わせて、この時のチームだけだそうです。前の園長先生が監督をしてくれましたが、ランニングやノックでしごかれた夏の厳しい練習や、三連覇した時の事は今でもはっきりと覚えています。試合ではブロックサインを使ったり、バントだけの攻撃もやったりしましたので、当時の方が今よりもレベルが高い自信はあります。

卒園生による野球チームは、この時のメンバーの何人かが言い出して結成されました。結成したばかりの頃はメンバーも若いやつばかりでしたし、それなりに野球の実力もあったんだなぁと思います。加入した地区のリーグではすぐに優勝して上位のリーグにも上がることが出来ました。

週末になると必ず施設の前にあるグラウンドに集合していました。最初はみんな練習も真剣にやっていましたが、結局長くは続きませんでした。しばらくするうちにいろんなトラブルが起きました。練習時間になっても人数が揃わない。他愛もない事で練習中に愚痴ったり、エスカレートしてくるとケンカが始まることもありました。また試合の日に連絡なしで欠席したり、９名が揃わずに試合放棄した事もありました。試合中に暴言を吐いたり、相手に乱暴な態度をとって審判に注意を受けることもしばしばありました。チームの会費さえ払わないメンバーとかもいて、私が立て替えて払った事も何度かありました。

次第にメンバーが入れ替わり、いつ解散してもおかしくない状態になっていました。結局、人数が揃わずリーグへの加入条件が満たせずに、活動を停止することになりました。

ただ２２年経った今もチームは続いています。最初いたメンバーがまた再加入し、今でも一緒にやっているのが本当に不思議なくらいです。メンバーの多くは結婚しました。子どもも生まれていますので、今は練習や試合以外にもいろんな活動もしています。奥さんや子どもがいる者は、夏のキャンプにも家族連れで参加します。恒例の忘年会もずっと続いています。

野球をやっているメンバーとは腐れ縁みたいなもの。今は昔みたいな言い争いや喧嘩もなくなく、全員で楽しい時間を過ごしています。

　私個人の生活についてですが、就職してすぐに地域の方々に声をかけていただき、町や郡のソフトボール協会に加入しました。そのおかげで今も町の行事やソフトボールの運営や係としていろんな所で携わっています。多くの方々とのつながりを感じながらの活動なので、それが今一番の充実した時間となっています。

昔は卒園しても仕事になかなか定着できず、週末になると卒園生が施設に出入りしていました。職員にも度々注意され、よくけんかにもなりました。私自身も度々施設に行っていましたので、職員から誤解も受け嫌な思いをした事もありました。

今の施設に対しては特別何も言いたい事はありません。時々ソフトボール大会の審判を頼まれますが、その時に感じることはあります。一度試合を見れば出場している施設の子どもの雰囲気や職員の職員さんとの関係がわかります。落ち着いていない施設はすぐにわかります。最近は試合に行っても、勝ち負けよりもなんとなくそんな事が気になってしまいます。

先日、この作文を書く前に職員さんと会いましたが、懐かしい話を沢山しました。久しぶりに昔の出来事を思い出しました。

職員より

・はじめに

今回、本人と話をしてぜひ書いて欲しいと頼んだのは、２２年前に卒園生が結成した野球チームの事でした。既にとうの昔に解散していると思っていましたので、未だに活動が続いていると聞いて本当に驚きました。

「これまでの野球やソフトボールへの取組みで得た自信と、そこでの出会いを通して築かれてきた人間関係が、現在の彼の生活を実り多きものにしている」前回作文集で、彼のこれまでの人生についての講評がありました。だとすれば、その中には卒園生で結成したこの野球チームの影響も、少なからずあったのでしょう。

施設は七年前に全面改築が終了し、すでに以前の面影は消えてしまいました。当時の卒園生達と関わった私自身の思い出を振り返りながら、彼を含めて卒園生にとっての施設や職員の存在を考えてみようと思います。

・野球チームが結成された当時について

週末になると、施設には大勢の卒園生が集まって来ました。来る度に先輩風を吹かします。土曜日に来た者がまた日曜日の朝からやってきます。何人かは日曜日の夕方になっても帰ろうとしません。注意すると、素直に返事はしてくれるのですが、なかなか行動に移しません。そんなやり取りを長々と続けていると、在園生も一緒になって私に反発してきたことを覚えています。

私も就職して間もない時でした。慌ただしい毎日の中で子ども達との生活に疲れ果て、じっくり卒園生と向かい合う余裕などありませんでした。まだまだ年長者を筆頭にした『集団自治』が続いていましたので、私の中では卒園生に施設をかき回されているような思いさえありました。

そんな状況の中、いつの間にか野球好きの卒園生が施設のグラウンドに集まるようになっていました。熱心に野球の練習をやっているなぁと眺めているうちに、チームが結成され、ユニフォームが出来上がり、車で乗り合わせて週末になると試合に出かけて行く様になっていました。
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